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Ⅰ アンケート調査の実施概要 

 

１ 調査の目的 

 「第五次総合計画」の策定及び「まちづくり計画」の見直しにあたり、まちづくりに対する町民の

意向などを把握し、計画策定の基礎資料とすることを目的としてアンケート調査を実施しました。 

 

２ 調査種別 

 次の３種類のアンケートを実施しました。 

  Ａ 町民アンケート 

  Ｂ 転入者アンケート 

  Ｃ 窓口来庁者アンケート 

 

３ 調査項目 

【Ａ町民アンケート】 【Ｂ転入者アンケート】 

（１）回答者属性 （１）回答者属性 

（２）居住意向 （２）町のイメージ、転入を決めた理由 

（３）地域の環境 （３）町の強み・弱み 

（４）今後のまちづくりの方向性 （４）居住意向について 

（５）今後重点的に取り組むべき施策 （５）今後重点的に取り組むべき施策 

（６）条例の認知度、町政情報 （６）まちづくりへの意見 

（７）町の社会的課題、まちづくりへの意見  

※この他、本庁舎町民課戸籍係窓口及び国府支所窓口に専用回収箱を設置し、転出者・転入者への「Ｃ

窓口来庁者アンケート」を実施。設問項目として、転入者には「転入を決めた理由」、転出者には

「転出する理由」と「将来の町への再度の居住意向」を設けました。 

 

４ 調査設計と回収状況 

（１）調査地域：大磯町全域 

（２）調査対象：Ａ 大磯町在住の 18 歳以上の男女 1,500 人 

        Ｂ 平成 26 年度以降に大磯町に転入した大磯町在住の 18 歳以上の男女 500 人 

        Ｃ 調査期間中の本庁舎町民課戸籍係及び国府支所窓口来庁者のうち、18 歳以上の

男女かつ転入届または転出届の提出者 

（３）抽出方法：平成 31 年 3 月 1 日現在の住民基本台帳より無作為抽出 

（４）調査時期：平成 31 年 3 月 15 日（金）～3月 28 日（木） 

（５）調査方法：郵送配布・郵送回収 ※窓口アンケートは、回収箱設置方式 

（６）実施主体：大磯町 

（７）回収状況：有効回収数（回収率） Ａ 町民アンケート：447 件（29.8％） 

                   Ｂ 転入者アンケート：191 件（38.5％） 

                   Ｃ 窓口来庁者アンケート：35 件（転入者）、43 件（転出者） 
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＜調査結果の見方＞ 

○集計は、小数点第 2 位を四捨五入し、小数点第 1 位までを示しています。したがって、数値の合計

が 100.0％にならない場合があります。 

○基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答者数です。 

○回答の比率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出しています。したがって、複数回答の

設問はすべての比率を合計すると 100.0％を超えることがあります。 

○回答者数が 30未満と小さいものについては、比率が動きやすく分析には適さないため、参考として

示すにとどめます。 

○選択肢の語句が長い場合、本文中及び図表中では省略した表現を用いる場合があります。 
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Ⅱ 町民アンケート調査結果 

 

１ 回答者属性 

 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の性別は全体で男性が 48.8％、女性が 50.3％と女性の比率が高く、居住履歴別では、「生ま

れてからずっと」で男性が 65.7％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.8

49.2

47.2

41.7

48.6

54.0

49.1

49.6

46.8

65.7

55.2

42.6

45.6

50.3

49.2

52.8

56.9

51.4

45.1

49.1

50.4

51.6

33.3

44.8

56.6

52.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生れてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

年
齢

地
区

居
住

履
歴

男 女 無回答

（5％未満は数値表示省略）

生ま 
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（２）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年齢は「60 歳～69 歳」（25.3％）の比率が最も高く、続いて「50 歳～59 歳」（16.6％）

が高くなっています。 

※以下、「18 歳～19 歳」は 10 代、「20 歳～29 歳」は 20 代、「30 歳～39 歳」は 30 代、「40 歳～49

歳」は 40 代、「50 歳～59 歳」は 50 代、「60 歳～69 歳」は 60 代、「70 歳以上」は 70 代以上と表

記します。 

 

 

3.4 

9.8 

16.1 

16.1 

16.6 

25.3 

12.8 

0.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

18歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳以上

無回答

ｎ=447



5 

（３）居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の居住地区でみると、東部地区が 55.0％、西部地区が 42.5％と東部地区の比率がやや高くな

っています。地区では、「国府新宿」（11.9％）の比率が最も高く、続いて「台町」（8.3％）となっ

ています。 

 

7.6 

6.0 

5.1 

5.4 

1.6 

1.1 

1.8 

0.4 

1.6 

1.1 

0.7 

8.3 

7.8 

6.5 

6.5 

5.8 

11.9 

1.6 

5.6 

0.9 

1.1 

0.7 

0.9 

7.6 

2.5 

0% 5% 10% 15%

高麗

東町

長者町

山王町

神明町

北本町

北下町

南本町

南下町

茶屋町

裡道

台町

西小磯東

西小磯西

中丸

馬場

国府新宿

月京

生沢

寺坂

虫窪

黒岩

西久保

石神台

無回答

ｎ=447

東部地区 

55.0％ 

西部地区 

42.5％ 
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（４）職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の職業でみると、「会社員または団体職員（正社員）」（24.8％）、「派遣社員・パート・

アルバイト」（17.7％）の比率が高くなっています。また、回答者の年齢構成から 60 代、70 代以上が

多いことから「無職」（15.9％）の比率も高くなっています。 

 

0.7 

6.0 

4.0 

24.8 

5.8 

17.7 

16.8 

5.1 

15.9 

2.7 

0.4 

0% 10% 20% 30%

農林水産業

自営業

会社または団体の役員

会社員または団体職員(正社員)

官公庁・学校などの公務員

派遣社員・パート・アルバイト

専業主婦・主夫

学生

無職

その他

無回答

ｎ=447
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２ 居住意向について 

 

【問１】あなたの居住履歴についてお答えください。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住履歴については、「15 歳になった以降に大磯町に転入した」（57.3％）の比率が最も高く、続

いて「生まれてからずっと大磯町に住んでいる」（22.8％）、「Ｕターン（大磯町で育ち、一時、

町外に住み、戻ってきた）」（12.8％）の順となっています。 

※以下、「Ｕターン（大磯町で育ち、一時、町外に住み、戻ってきた）」は単に「Ｕターン」と表

記します。 

 

【性別】 

 男女ともに同じ傾向がみられますが、男性で「生まれてからずっと大磯町に住んでいる」、女性で

「15 歳になった以降に大磯町に転入した」が高くなっています。 

【年齢別】 

 10・20 代で、「生まれてからずっと大磯町に住んでいる」が高くなっています。また、30代以上で

転入の比率が高く、30代以上では、「Ｕターン」の比率も高くなっています。 

【地区別】 

東部地区で「15 歳になった以降に大磯町に転入した」、西部地区で「Ｕターン」が全体よりも高い

比率となっています。 

22.8

30.7

15.1

57.6

26.4

12.5

20.3

14.2

15.8

22.8

22.1

6.5

7.3

5.8

20.3

5.6

6.9

4.1

6.9

6.3

57.3

50.0

64.4

11.9

47.2

69.4

63.5

68.1

71.9

59.3

54.7

12.8

11.9

13.3

10.2

20.8

11.1

12.2

14.2

5.3

10.6

15.8

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

性
別

年
齢

地
区

生まれてからずっと大磯町に住んでいる

15歳になるまでに大磯町に転入した

15歳になった以降に大磯町に転入した

Uターン（大磯町で育ち、一時、町外に住み、戻ってきた）

無回答

（5％未満は数値表示省略）
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【問２】あなたは大磯町に住んで何年になりますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住年数については、「20 年以上」（61.1％）の比率が最も高く、続いて「10 年～20年未満」（21.7％）

が高くなっています。 

 

【性別】 

 男女ともに同じ傾向がみられますが、女性で「10 年未満」、男性で「20 年以上」が高くなっていま

す。 

【年齢別】 

 30 代で「10 年未満」、40 代で「10 年～20 年未満」、70代以上で「20年以上」が高くなっています。 

【地区別】 

東部地区で「10 年未満」と「10 年～20 年未満」が高く、西部地区で「20 年以上」が高くなってい

ます。 

【居住履歴】 

「生まれてからずっと」、「Ｕターン」で「20年以上」が特に高くなっています。 

 

16.6

12.8

20.4

13.6

41.7

27.8

10.8

6.2

18.3

13.2

27.3

5.3

21.7

22.9

20.9

37.3

9.7

41.7

23.0

15.0

7.0

24.4

18.9

9.8

31.0

27.7

12.3

61.1

62.8

58.7

49.2

47.2

30.6

64.9

77.9

91.2

57.3

66.3

89.2

65.5

44.5

80.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

10年未満 10年～20年未満 20年以上 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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【問３】あなたが大磯町に住む理由は何ですか。（３つまで○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大磯町に住む理由としては、「自然環境が良いから」（41.4％）の比率が最も高く、続いて「自分

が育ったところだから」（33.3％）、「手頃な住宅、土地があったから」（25.1％）の順となってい

ます。 

 

【性別】 

 男性では「自分が育ったところだから」、女性では「自然環境が良いから」が最も高くなっていま

す。また、女性では「結婚や家族の移転にともなって」も高くなっています。 

【年齢別】 

 20 代～30 代は「自分が育ったところ」が最も高く、それ以降の年代は「自然環境が良いから」が最

も高くなっています。 

【地区別】 

東部地区では「自然環境が良いから」、西部地区では「自分が育ったところだから」が最も高くな

っています。 

【居住履歴】 

15 歳になった以降の転入者は「自然環境が良いから」が最も高く、続いて「手頃な住宅、土地があ

ったから」が高くなっています。「Ｕターン」は「自分が育ったところだから」が最も高く、続いて

「親が近くに住んでいるから」が高くなっています。 

 

【経年比較】 

年度（回答者数） １位 ２位 ３位 

平成 26 年度 

（521） 

自 然 環 境 が 良 い か ら

（40.3％） 

自分が育ったところだから

（30.5％） 

結婚や家族の移転にとも

なって（25.5％） 

33.3 

10.1 

4.3 

25.1 

0.9 

41.4 

6.5 

19.0 

11.2 

21.7 

8.1 

12.1 

7.8 

0.2 

0% 20% 40% 60%

自分が育ったところだから

通勤通学の便が良いから

東京に近いから

手頃な住宅、土地があったから

社宅、寮があるから

自然環境が良いから

子育て・教育環境が良いから

親が近くに住んでいるから

親の出身地だから

結婚や家族の移転にともなって

日常の生活がしやすいところだから

地域に魅力があるから

その他

無回答

ｎ=447

［その他の内容］ 

・妻の出身地だから 

・会社があったから 

・のんびりした雰囲気と海が近いこと 

・サーフィンがしたいため 

・治安の良さ 

・車での移動が便利（高速道） など 
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上段：人
下段：％

合
計

自
分
が
育

っ
た
と

こ
ろ
だ
か
ら

通
勤
通
学
の
便
が

良
い
か
ら

東
京
に
近
い
か
ら

手
頃
な
住
宅

、
土

地
が
あ

っ
た
か
ら

社
宅

、
寮
が
あ
る

か
ら

自
然
環
境
が
良
い

か
ら

子
育
て
・
教
育
環

境
が
良
い
か
ら

親
が
近
く
に
住
ん

で
い
る
か
ら

親
の
出
身
地
だ
か

ら 結
婚
や
家
族
の
移

転
に
と
も
な

っ
て

日
常
の
生
活
が
し

や
す
い
と
こ
ろ
だ

か
ら

地
域
に
魅
力
が
あ

る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

447 149 45 19 112 4 185 29 85 50 97 36 54 35 1

100.0 33.3 10.1 4.3 25.1 0.9 41.4 6.5 19.0 11.2 21.7 8.1 12.1 7.8 0.2

218 98 31 8 51 2 95 13 37 34 28 22 26 18 0

100.0 45.0 14.2 3.7 23.4 0.9 43.6 6.0 17.0 15.6 12.8 10.1 11.9 8.3 0.0

225 50 14 10 59 2 88 16 47 15 68 14 28 16 1

100.0 22.2 6.2 4.4 26.2 0.9 39.1 7.1 20.9 6.7 30.2 6.2 12.4 7.1 0.4

59 40 5 3 3 2 15 1 9 14 2 6 2 7 0

100.0 67.8 8.5 5.1 5.1 3.4 25.4 1.7 15.3 23.7 3.4 10.2 3.4 11.9 0.0

72 32 13 2 11 2 31 6 18 4 14 5 13 4 0

100.0 44.4 18.1 2.8 15.3 2.8 43.1 8.3 25.0 5.6 19.4 6.9 18.1 5.6 0.0

72 16 7 3 18 0 33 9 23 7 12 5 10 8 0

100.0 22.2 9.7 4.2 25.0 0.0 45.8 12.5 31.9 9.7 16.7 6.9 13.9 11.1 0.0

74 18 10 2 21 0 35 5 20 6 22 7 9 2 0

100.0 24.3 13.5 2.7 28.4 0.0 47.3 6.8 27.0 8.1 29.7 9.5 12.2 2.7 0.0

113 31 4 5 42 0 47 7 13 11 27 8 13 12 1

100.0 27.4 3.5 4.4 37.2 0.0 41.6 6.2 11.5 9.7 23.9 7.1 11.5 10.6 0.9

57 12 6 4 17 0 24 1 2 8 20 5 7 2 0

100.0 21.1 10.5 7.0 29.8 0.0 42.1 1.8 3.5 14.0 35.1 8.8 12.3 3.5 0.0

246 82 25 16 57 1 123 16 42 26 50 23 41 18 1

100.0 33.3 10.2 6.5 23.2 0.4 50.0 6.5 17.1 10.6 20.3 9.3 16.7 7.3 0.4

190 62 19 3 54 3 56 12 42 21 45 13 12 16 0

100.0 32.6 10.0 1.6 28.4 1.6 29.5 6.3 22.1 11.1 23.7 6.8 6.3 8.4 0.0

102 89 8 7 4 0 37 1 15 26 1 11 7 7 1

100.0 87.3 7.8 6.9 3.9 0.0 36.3 1.0 14.7 25.5 1.0 10.8 6.9 6.9 1.0

29 16 3 0 1 0 10 1 8 6 4 2 3 4 0

100.0 55.2 10.3 0.0 3.4 0.0 34.5 3.4 27.6 20.7 13.8 6.9 10.3 13.8 0.0

256 3 29 11 98 4 116 24 37 8 87 17 39 20 0

100.0 1.2 11.3 4.3 38.3 1.6 45.3 9.4 14.5 3.1 34.0 6.6 15.2 7.8 0.0

57 41 5 1 9 0 21 3 25 10 3 6 5 4 0

100.0 71.9 8.8 1.8 15.8 0.0 36.8 5.3 43.9 17.5 5.3 10.5 8.8 7.0 0.0

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれてからずっと

15歳になるまでに転入

15歳になった以降に転入

Ｕターン

全体

性
別

男

女

年
齢

10・20代

30代

40代

50代
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【問４】大磯町に住み続けたいと思いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大磯町に住み続けたい理由については、「住み続けたい」（80.5％）が多数を占めている一方、「町

外に転居したい」（18.6％）が２割弱となっています。 

【性別】 

 女性で「町外に転居したい」がやや高くなっています。 

【年齢別】 

 どの年代も「住み続けたい」が最も高くなっていますが、特に 10・20 代で「町外に転居したい」が

高くなっています。 

【地区別】 

西部地区で「町外に転居したい」がやや高くなっています。 

【居住履歴】 

15 歳以降やＵターンなど、町内に転入した時の年代が高いほど、永住意識が高い傾向がみられます。 

 

【経年比較】 

 

 

 

 

80.5

84.9

76.9

57.6

79.2

76.4

85.1

86.7

93.0

84.6

75.8

68.6

75.9

84.0

87.7

18.6

14.2

22.2

42.4

20.8

22.2

13.5

11.5

7.0

13.8

24.2

29.4

24.1

15.2

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

住み続けたい 町外に転居したい 無回答

（5％未満は数値表示省略）

81.8 16.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成26年度（521）

住み続けたい 町外に転居したい 無回答
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【問４－２】住み続けたい理由は何ですか。最も近い理由に○を付けてください。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住み続けたい理由としては、「自然環境が良いから」（33.1％）の比率が最も高く、続いて「自分

が育ったところだから」（20.3％）、「住宅が気に入っているから」（13.1％）の順となっています。

一方、「通勤通学の便が良いから」や「子育て・教育環境が良いから」（ともに 2.8％）の比率は低く

なっています。 

【性別】 

 男性で「自分が育ったところだから」、女性で「自然環境が良いから」が最も高くなっています。 

【年齢別】 

 10・20 代で「自分が育ったところだから」が最も高く、それ以降の年代は「自然環境が良いから」

が高い傾向となっています。 

【地区別】 

どちらの地区も「自然環境が良いから」が最も高く、続いて「自分が育ったところだから」が高く

なっています。 

【居住履歴】 

15 歳になった以降の転入者は「自然環境が良いから」が最も高く、続いて「住宅が気に入っている

から」が高くなっています。「Ｕターン」は「自分が育ったところだから」が最も高く、続いて「自

然環境が良いから」が高くなっています。 

 

【経年比較】 

年度（回答者数） １位 ２位 ３位 

平成 26 年度 

（426） 

自 然 環 境 が 良 い か ら

（37.1％） 

自分が育ったところだから

（17.1％） 

住宅が気に入っているか

ら（7.7％） 

20.3 

2.8 

13.1 

33.1 

2.8 

6.9 

5.8 

6.1 

8.9 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40%

自分が育ったところだから

通勤通学の便が良いから

住宅が気に入っているから

自然環境が良いから

子育て・教育環境が良いから

親が近くに住んでいるから

日常の生活がしやすいところだから

地域に魅力があるから

その他

無回答

ｎ=360

［その他の内容］ 

・住み慣れたところだから 

・友人がたくさんできたので 

・土地や家がある 

・人間関係が出来ているから など 
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上段：人
下段：％

合
計

自
分
が
育

っ
た
と

こ
ろ
だ
か
ら

通
勤
通
学
の
便
が

良
い
か
ら

住
宅
が
気
に
入

っ

て
い
る
か
ら

自
然
環
境
が
良
い

か
ら

子
育
て
・
教
育
環

境
が
良
い
か
ら

親
が
近
く
に
住
ん

で
い
る
か
ら

日
常
の
生
活
が
し

や
す
い
と
こ
ろ
だ

か
ら

地
域
に
魅
力
が
あ

る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

360 73 10 47 119 10 25 21 22 32 1

100.0 20.3 2.8 13.1 33.1 2.8 6.9 5.8 6.1 8.9 0.3

185 56 7 20 53 5 9 10 12 13 0

100.0 30.3 3.8 10.8 28.6 2.7 4.9 5.4 6.5 7.0 0.0

173 17 3 27 65 5 15 11 10 19 1

100.0 9.8 1.7 15.6 37.6 2.9 8.7 6.4 5.8 11.0 0.6

34 12 2 7 2 0 3 3 0 4 1

100.0 35.3 5.9 20.6 5.9 0.0 8.8 8.8 0.0 11.8 2.9

57 11 4 5 13 5 7 1 6 5 0

100.0 19.3 7.0 8.8 22.8 8.8 12.3 1.8 10.5 8.8 0.0

55 8 2 8 22 2 7 3 2 1 0

100.0 14.5 3.6 14.5 40.0 3.6 12.7 5.5 3.6 1.8 0.0

63 15 0 9 15 1 6 4 6 7 0

100.0 23.8 0.0 14.3 23.8 1.6 9.5 6.3 9.5 11.1 0.0

98 16 2 11 45 2 2 6 5 9 0

100.0 16.3 2.0 11.2 45.9 2.0 2.0 6.1 5.1 9.2 0.0

53 11 0 7 22 0 0 4 3 6 0

100.0 20.8 0.0 13.2 41.5 0.0 0.0 7.5 5.7 11.3 0.0

208 43 4 21 73 5 16 14 17 14 1

100.0 20.7 1.9 10.1 35.1 2.4 7.7 6.7 8.2 6.7 0.5

144 29 6 24 43 5 9 6 5 17 0

100.0 20.1 4.2 16.7 29.9 3.5 6.3 4.2 3.5 11.8 0.0

70 45 0 4 9 1 4 3 1 2 1

100.0 64.3 0.0 5.7 12.9 1.4 5.7 4.3 1.4 2.9 1.4

22 9 0 0 5 0 1 1 2 4 0

100.0 40.9 0.0 0.0 22.7 0.0 4.5 4.5 9.1 18.2 0.0

215 0 7 39 92 9 14 15 16 23 0

100.0 0.0 3.3 18.1 42.8 4.2 6.5 7.0 7.4 10.7 0.0

50 19 3 4 11 0 6 2 3 2 0

100.0 38.0 6.0 8.0 22.0 0.0 12.0 4.0 6.0 4.0 0.0

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれてからずっと

15歳になるまでに転入

15歳になった以降に転入

Ｕターン

全体

性
別

男

女

年
齢

10・20代

30代

40代

50代
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【問４－３】あなたは今後（おおむね 10年）大磯町でどのような生活をしたいですか。重視した

い点についてお答えください。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大磯町で今後どのような生活をしたいかについては、「日常的に山、海、川を楽しみ、菜園を楽し

むような自然につつまれた生活をしたい」（27.5％）の比率が最も高く、続いて「町内で買い物や休

日の娯楽などを楽しめるような都市的生活をしたい」（17.8％）、「スポーツやアウトドアなどのレ

ジャーを楽しみながら健康的な生活をしたい」（13.6％）の順となっています。 

 

【性別】 

 男女ともに「日常的に山、海、川を楽しみ、菜園を楽しむような自然につつまれた生活をしたい」

が最も高くなっていますが、男性で次に高いのは「スポーツやアウトドアなどのレジャーを楽しみな

がら健康的な生活をしたい」、女性では「町内で買い物や休日の娯楽などを楽しめるような都市的生

活をしたい」となっています。 

【年齢別】 

 10・20 代で「町内で買い物や休日の娯楽などを楽しめるような都市的生活をしたい」、30 代と 40

代で｢子育てを中心に、安心して楽しく生活したい｣、70 代以上で「日常的に山、海、川を楽しみ、菜

園を楽しむような自然につつまれた生活をしたい」が最も高くなっています。 

【地区別】 

どちらの地区も「日常的に山、海、川を楽しみ、菜園を楽しむような自然につつまれた生活をした

い」が最も高く、続いて「町内で買い物や休日の娯楽などを楽しめるような都市的生活をしたい」が

高くなっています。 

【居住履歴】 

生まれてからずっと住んでいる人と 15 歳になった以降の転入者では、「日常的に山、海、川を楽し

み、菜園を楽しむような自然につつまれた生活をしたい」が高くなっています。 

 

【経年比較】 

年度（回答者数） １位 ２位 ３位 

平成 26 年度 

（426） 

日常的に山、海、川を楽し

み、菜園を楽しむような自

然につつまれた生活をし

たい（34.3％） 

町内で買い物や休日の娯

楽などを楽しめるような都

市 的 生 活 を し た い

（14.1％） 

スポーツやアウトドアなど

のレジャーを楽しみながら

健康的な生活をしたい

（11.7％） 

17.8 

10.0 

27.5 

5.6 

13.6 

7.5 

12.5 

3.9 

1.7 

0% 10% 20% 30%

町内で買い物や休日の娯楽などを楽しめるような都市的生活をしたい

地元で働き、職住近接の生活をしたい

日常的に山、海、川を楽しみ、菜園を楽しむような自然につつまれた生活をしたい

日頃から地域の文化に接し、町外の人たちとも文化的交流をして楽しめる生活をしたい

スポーツやアウトドアなどのレジャーを楽しみながら健康的な生活をしたい

地域活動に参加し、地元の人達と楽しく過ごす生活をしたい

子育てを中心に、安心して楽しく生活したい

その他

無回答

ｎ=360
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上段：人
下段：％

合
計

町
内
で
買
い
物
や
休
日
の
娯
楽
な
ど
を
楽

し
め
る
よ
う
な
都
市
的
生
活
を
し
た
い

地
元
で
働
き

、
職
住
近
接
の
生
活
を
し
た

い 日
常
的
に
山

、
海

、
川
を
楽
し
み

、
菜
園

を
楽
し
む
よ
う
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
生

活
を
し
た
い

日
頃
か
ら
地
域
の
文
化
に
接
し

、
町
外
の

人
た
ち
と
も
文
化
的
交
流
を
し
て
楽
し
め

る
生
活
を
し
た
い

ス
ポ
ー

ツ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
の
レ

ジ

ャ
ー

を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
的
な
生
活

を
し
た
い

地
域
活
動
に
参
加
し

、
地
元
の
人
達
と
楽

し
く
過
ご
す
生
活
を
し
た
い

子
育
て
を
中
心
に

、
安
心
し
て
楽
し
く
生

活
し
た
い

そ
の
他

無
回
答

360 64 36 99 20 49 27 45 14 6

100.0 17.8 10.0 27.5 5.6 13.6 7.5 12.5 3.9 1.7

185 31 20 60 6 36 8 16 5 3

100.0 16.8 10.8 32.4 3.2 19.5 4.3 8.6 2.7 1.6

173 33 16 38 14 13 18 29 9 3

100.0 19.1 9.2 22.0 8.1 7.5 10.4 16.8 5.2 1.7

34 11 4 8 0 4 1 5 1 0

100.0 32.4 11.8 23.5 0.0 11.8 2.9 14.7 2.9 0.0

57 6 4 18 1 3 1 23 1 0

100.0 10.5 7.0 31.6 1.8 5.3 1.8 40.4 1.8 0.0

55 8 4 11 4 10 2 15 1 0

100.0 14.5 7.3 20.0 7.3 18.2 3.6 27.3 1.8 0.0

63 15 13 12 5 10 3 1 3 1

100.0 23.8 20.6 19.0 7.9 15.9 4.8 1.6 4.8 1.6

98 16 11 29 7 15 14 0 5 1

100.0 16.3 11.2 29.6 7.1 15.3 14.3 0.0 5.1 1.0

53 8 0 21 3 7 6 1 3 4

100.0 15.1 0.0 39.6 5.7 13.2 11.3 1.9 5.7 7.5

208 36 18 56 17 31 13 29 6 2

100.0 17.3 8.7 26.9 8.2 14.9 6.3 13.9 2.9 1.0

144 28 16 40 3 16 14 16 8 3

100.0 19.4 11.1 27.8 2.1 11.1 9.7 11.1 5.6 2.1

70 17 6 26 1 6 2 8 3 1

100.0 24.3 8.6 37.1 1.4 8.6 2.9 11.4 4.3 1.4

22 8 3 5 1 2 0 2 1 0

100.0 36.4 13.6 22.7 4.5 9.1 0.0 9.1 4.5 0.0

215 32 21 57 17 34 17 25 9 3

100.0 14.9 9.8 26.5 7.9 15.8 7.9 11.6 4.2 1.4

50 6 6 10 1 7 7 10 1 2

100.0 12.0 12.0 20.0 2.0 14.0 14.0 20.0 2.0 4.0

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれてからずっと

15歳になるまでに転入

15歳になった以降に転入

Ｕターン

全体

性
別

男

女

年
齢

10・20代

30代

40代

50代
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【問４－４】町外に転居したい理由は何ですか。最も近い理由に○を付けてください。（１つだけ

○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町外に転居したい回答者に理由を聞いたところ、「通勤通学の便が良くないから」（25.3％）が最

も高く、続いて「日常の生活がしづらいところだから」（21.7％）、「地域に魅力がないから」（10.8％）

の順となっています。 

※「その他」として、「税金が高い」、「遊ぶ場所、店がないから」、「働く場所がないから」な

どの回答が挙げられています。 

 

【性別】 

 男性は「通勤通学の便が良くないから」、女性は「日常の生活がしづらいところだから」が最も高

くなっています。 

【年齢別】 

 傾向を分析するにはサンプル数が不十分です。 

【地区別】 

東部地区では「日常の生活がしづらいところだから」、西部地区では「その他」を除き「通勤通学

の便が良くないから」が最も高くなっています。 

【居住履歴】 

生まれてからずっと大磯町に住んでいる人は「通勤通学の便が良くないから」、15 歳になった以降

の転入者は「日常の生活がしづらいところだから」が最も高くなっています。 

 

【経年比較】 

年度（回答者数） １位 ２位 ３位 

平成 26 年度 

（88） 

日常の生活がしづらいと

ころだから（26.1％） 

通勤通学の便が良くない

から（21.6％） 

地域に魅力がないから

（11.4％） 

 

2.4 

25.3 

6.0 

0.0 

4.8 

21.7 

10.8 

3.6 

25.3 

0.0 

0% 10% 20% 30%

自分が育った地域ではなく愛着がないから

通勤通学の便が良くないから

今の住宅が住みづらいから

自然環境が良くないから

子育て・教育環境が良くないから

日常の生活がしづらいところだから

地域に魅力がないから

地震や津波が不安だから

その他

無回答

ｎ=83

［その他の内容］ 

・他の土地に住んでみたい 

・車の運転が出来なくなると不便な生

活になる 

・働ける施設がない 

・あそべる場所が近くにない など 
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上段：人
下段：％

合
計

自
分
が
育

っ
た
地
域

で
は
な
く
愛
着
が
な

い
か
ら

通
勤
通
学
の
便
が
良

く
な
い
か
ら

今
の
住
宅
が
住
み
づ

ら
い
か
ら

自
然
環
境
が
良
く
な

い
か
ら

子
育
て
・
教
育
環
境

が
良
く
な
い
か
ら

日
常
の
生
活
が
し
づ

ら
い
と
こ
ろ
だ
か
ら

地
域
に
魅
力
が
な
い

か
ら

地
震
や
津
波
が
不
安

だ
か
ら

そ
の
他

無
回
答

83 2 21 5 0 4 18 9 3 21 0

100.0 2.4 25.3 6.0 0.0 4.8 21.7 10.8 3.6 25.3 0.0

31 1 8 3 0 0 5 5 1 8 0

100.0 3.2 25.8 9.7 0.0 0.0 16.1 16.1 3.2 25.8 0.0

50 1 12 2 0 4 13 3 2 13 0

100.0 2.0 24.0 4.0 0.0 8.0 26.0 6.0 4.0 26.0 0.0

25 1 11 1 0 2 1 3 0 6 0

100.0 4.0 44.0 4.0 0.0 8.0 4.0 12.0 0.0 24.0 0.0

15 1 2 2 0 1 4 1 0 4 0

100.0 6.7 13.3 13.3 0.0 6.7 26.7 6.7 0.0 26.7 0.0

16 0 6 0 0 1 3 1 0 5 0

100.0 0.0 37.5 0.0 0.0 6.3 18.8 6.3 0.0 31.3 0.0

10 0 1 0 0 0 3 2 1 3 0

100.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 30.0 20.0 10.0 30.0 0.0

13 0 1 1 0 0 5 1 2 3 0

100.0 0.0 7.7 7.7 0.0 0.0 38.5 7.7 15.4 23.1 0.0

4 0 0 1 0 0 2 1 0 0 0

100.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0

34 2 9 2 0 1 10 2 2 6 0

100.0 5.9 26.5 5.9 0.0 2.9 29.4 5.9 5.9 17.6 0.0

46 0 11 3 0 3 8 6 1 14 0

100.0 0.0 23.9 6.5 0.0 6.5 17.4 13.0 2.2 30.4 0.0

30 0 11 3 0 1 2 4 0 9 0

100.0 0.0 36.7 10.0 0.0 3.3 6.7 13.3 0.0 30.0 0.0

7 0 2 0 0 0 1 0 0 4 0

100.0 0.0 28.6 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 57.1 0.0

39 2 7 2 0 2 12 4 3 7 0

100.0 5.1 17.9 5.1 0.0 5.1 30.8 10.3 7.7 17.9 0.0

7 0 1 0 0 1 3 1 0 1 0

100.0 0.0 14.3 0.0 0.0 14.3 42.9 14.3 0.0 14.3 0.0

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれてからずっと

15歳になるまでに転入

15歳になった以降に転入

Ｕターン

全体

性
別

男

女

年
齢

10・20代

30代

40代

50代
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３ 地域の環境について 

 

【問５】あなたがお住まいの地域の環境などについてどのように感じていますか。各項目のあては

まる番号に○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の環境については、『良い』（「非常に良い」と「良い」の合計）と答えた回答の比率が高か

った項目は、「1．海、山、自然の豊かさ」、「2．空気のきれいさ」、「3．日当たりや風通し」とな

っています。一方、『悪い』（「非常に悪い」と「悪い」の合計）と答えた回答の比率が高かった項

目は、「15．日常の買い物の便利さ」、「24．スポーツ施設」、「18．（公共）交通機関の便利さ」

となっています。 

36.0

24.4

30.6

12.8

11.2

15.0

8.3

8.5

9.6

50.8

53.5

46.1

39.6

29.8

32.4

30.2

27.3

33.3

24.8

15.0

17.9

20.6

18.6

14.3

9.2

13.4

11.2

13.9

16.3

13.9

8.3

21.0

6.5

17.4

11.2

19.0

17.7

45.4

42.1

47.0

46.5

47.0

47.2

64.9

53.2

64.0

57.0

35.8

62.2

48.1

42.3

63.5

65.3

65.5

68.0

52.8

42.7

59.3

70.7

64.4

11.0

8.1

11.6

12.5

7.8

18.6

13.4

20.8

10.1

19.9

36.7

20.1

26.4

33.8

9.6

6.9

8.7

9.2

18.3

32.9

15.2

15.0

18.6

11.0

6.0

9.2

10.3

13.2

5.4

7.2

6.3

6.3

10.3

6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．海、山、自然の豊かさ

２．空気のきれいさ

３．日当たりや風通し

４．伝統文化・歴史の継承

５．車の騒音・振動

６．車以外の騒音・振動・悪臭

７．雨水の排水

８．公共下水道の整備状況

９．ごみの回収や処理状況

10．道路の利便性

11．風水害や火災に対する安全性

12．地震や津波に対する安全性

13．防犯の状況

14．道路、交通の安全性

15．日常の買い物の便利さ

16．地域の集会施設の便利さ

17．子どもの遊び場・公園の便利さ

18．（公共）交通機関の便利さ

19．保育園・幼稚園

20．小学校

21．中学校

22．学童保育施設

23．病院・医院

24．スポーツ施設

25．図書館

26．福祉施設

27．生涯学習施設

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

n=447 
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評価の目安とするため、以下の表のように各項目について評価点を算出しました。評価点とは項目

ごとの加重平均値で、各選択肢にそれぞれ得点を与え、その総得点の無回答を除いた有効回答数値で

除したものです。ここでは、「非常に良い」を＋2点、「良い」を＋1点、「普通」を 0点、「悪い」

を－1点、「非常に悪い」を－2点として計算しています。評価点は、＋なら「良い」、－ならば「悪

い」、0に近ければ「普通」という評価としてみることができます。評価の高い項目としては「海、山、

自然の豊かさ」、「日当たりや風通し」、「空気のきれいさ」が 1.0 ポイントを超え、自然環境、居

住環境に対する評価が高いことがみてとれます。一方、「スポーツ施設」、「（公共）交通機関の便

利さ」、「日常の買い物の便利さ」などがマイナスの評価となっています。 

 

評価が高い項目（＋） 評価が低い項目（－） 

●１．海、山、自然の豊かさ（1.24） 

●２．空気のきれいさ（1.02） 

●３．日当たりや風通し（1.04） 

●４．伝統文化・歴史の継承（0.58） 

●５．車の騒音・振動（0.36） 

●６．車以外の騒音・振動・悪臭（0.50） 

●７．雨水の排水（0.30） 

●８．公共下水道の整備状況（0.24） 

●９．ごみの回収や処理状況（0.42） 

●10．道路の利便性（0.0860） 

●11．風水害や火災に対する安全性（0.02） 

●13．防犯の状況（0.16） 

●19．保育園・幼稚園（0.01） 

●20．小学校（0.0859） 

●21．中学校（0.05） 

●12．地震や津波に対する安全性（-0.08） 

●14．道路、交通の安全性（-0.023） 

●15．日常の買い物の便利さ（-0.4036） 

●16．地域の集会施設の便利さ（-0.21） 

●17．子どもの遊び場・公園の便利さ（-0.29） 

●18．（公共）交通機関の便利さ（-0.4041） 

●22．学童保育施設（-0.06） 

●23．病院・医院（-0.022） 

●24．スポーツ施設（-0.55） 

●25．図書館（-0.005） 

●26．福祉施設（-0.20） 

 

 

 

評価が高い順 評価の低い順 

●１．海、山、自然の豊かさ（1.24） 

●３．日当たりや風通し（1.04） 

●２．空気のきれいさ（1.02） 

●４．伝統文化・歴史の継承（0.58） 

●６．車以外の騒音・振動・悪臭（0.50） 

●９．ごみの回収や処理状況（0.42） 

●５．車の騒音・振動（0.36） 

●７．雨水の排水（0.30） 

●８．公共下水道の整備状況（0.24） 

●13．防犯の状況（0.16） 

●10．道路の利便性（0.0860） 

●20．小学校（0.0859） 

●21．中学校（0.05） 

●11．風水害や火災に対する安全性（0.02） 

●19．保育園・幼稚園（0.01） 

●24．スポーツ施設（-0.55） 

●18．（公共）交通機関の便利さ（-0.4041） 

●15．日常の買い物の便利さ（-0.4036） 

●17．子どもの遊び場・公園の便利さ（-0.29） 

●27．生涯学習施設（-0.24） 

●16．地域の集会施設の便利さ（-0.21） 

●26．福祉施設（-0.20） 

●12．地震や津波に対する安全性（-0.08） 

●22．学童保育施設（-0.06） 

●14．道路、交通の安全性（-0.023） 

●23．病院・医院（-0.022） 

●25．図書館（-0.005） 
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【属性別】 

 回答者の属性別にみると以下の点が特徴としてあげられます。 

●自然環境 

・「海、山、自然の豊かさ」は、30～40 代、東部地区でやや評価が高くなっています。 

・「空気のきれいさ」は、おおむね年代が低いほど評価が高く、また、東部地区でやや評価が高くな

っています。 

・「日当たりや風通し」は、10・20 代と 70 代以上で評価が高くなっています。 

●伝統歴史 

・「伝統文化・歴史の継承」は、女性、30～40 代、東部地区、で評価が高くなっています。 

●騒音振動 

・「車の騒音・振動」は、40 代でやや評価が高くなっています。 

・「車以外の騒音・振動・悪臭」は、30代、東部地区でやや評価が高くなっています。 

●基盤整備 

・「雨水の排水」は、男性、70 代以上で評価が高くなっています。 

・「公共下水道の整備状況」は、30 代、東部地区でやや評価が高くなっています。 

・「ごみの回収や処理状況」は、70 代以上で評価が高くなっています。 

・「道路の利便性」は、50 代、生まれてからずっと住んでいる人で評価がマイナスとなっています。 

●安全性 

・「風水害や火災に対する安全性」は、10・20 代と 50 代で評価がマイナスになっています。 

・「地震や津波に対する安全性」は、30 代と 50代、生まれてからずっと住んでいる人で評価が低くな

っています。 

・「防犯の状況」は、属性別で大きな差はみられません。 

・「道路、交通の安全性」は、50代でやや評価が低くなっています。 

●日常利便性 

・「日常の買い物の便利さ」は、全ての属性でマイナスの評価となっており、50 代、西部地区でやや

評価が低くなっています。 

・「地域の集会施設の便利さ」は、全ての属性でマイナスの評価となっています。 

・「子どもの遊び場・公園の便利さ」は、全ての属性でマイナスの評価となっており、生まれてから

ずっと住んでいる人で評価が低くなっています。 

・「（公共）交通機関の便利さ」は、全ての属性でマイナスの評価となっており、10・20 代、西部地

区、Ｕターンで評価が低くなっています。 

●施設等の利用のしやすさ 

・「保育園・幼稚園」は、30 代など一部属性でプラスの評価となっているものの、いずれの属性でも

普通に近い評価となっています。 

・「小学校」は、30 代、Ｕターンでやや評価が高くなっています。 

・「中学校」は、10・20 代、Ｕターンでやや評価が高くなっています。 

・「学童保育施設」は、30～40 代の子育て世代、生まれてからずっと住んでいる人でやや評価が低く

なっています。 

・「病院・医院」は、30代と 50 代、東部地区、生まれてからずっと住んでいる人でやや評価が低くな

っています。 

・「スポーツ施設」は、全ての属性でマイナスの評価となっており、女性、30～50 代、東部地区、Ｕ
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ターンでやや評価が低くなっています。 

・「図書館」は、男性、西部地区、生まれてからずっと住んでいる人でやや評価が低くなっています。 

・「福祉施設」は、全ての属性でマイナスの評価となっており、男性、50～60 代、生まれてからずっ

と住んでいる人でやや評価が低くなっています。 

・「生涯学習施設」は、全ての属性でマイナスの評価となっており、男性、60 代、西部地区、生まれ

てからずっと住んでいる人でやや評価が低くなっています。 

 

 

問５ 自然環境【１．海、山、自然の豊かさ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.0

35.8

36.4

35.6

44.4

51.4

27.0

28.3

33.3

44.7

24.7

38.2

31.0

36.7

33.3

50.8

52.8

48.4

54.2

48.6

38.9

59.5

52.2

50.9

45.5

57.4

44.1

58.6

51.6

54.4

11.2

9.2

13.3

10.2

8.3

10.8

17.7

12.3

7.3

16.3

14.7

6.9

10.2

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

1.24

1.25

1.23

1.25

1.38

1.40

1.17

1.08

1.22

1.35

1.09

1.21

1.17

1.26

1.23

-2 -1 0 1 2

評価点
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問５ 自然環境【２．空気のきれいさ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 自然環境【３．日当たりや風通し】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.02

1.03

1.01

1.19

1.04

1.07

0.99

0.95

0.96

1.08

0.94

1.08

1.00

1.01

1.04

-2 -1 0 1 2

評価点

1.04

1.01

1.05

1.24

1.11

1.01

0.85

0.91

1.25

0.99

1.07

0.95

1.00

1.06

1.12

-2 -1 0 1 2

評価点

24.4

23.4

25.3

33.9

25.0

29.2

20.3

18.6

24.6

28.9

18.9

30.4

31.0

22.7

19.3

53.5

55.5

51.1

50.8

54.2

51.4

55.4

59.3

43.9

52.4

53.7

46.1

44.8

55.5

64.9

19.0

17.9

20.4

15.3

16.7

16.7

21.6

19.5

24.6

15.0

24.7

19.6

20.7

18.8

15.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

30.6

29.8

31.6

44.1

33.3

31.9

16.2

25.7

40.4

30.5

29.5

32.4

27.6

30.5

29.8

46.1

47.2

44.4

37.3

47.2

44.4

52.7

49.6

40.4

43.1

51.1

36.3

44.8

48.4

56.1

17.7

16.1

19.6

16.9

13.9

18.1

24.3

16.8

15.8

19.5

15.3

25.5

27.6

14.8

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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問５ 伝統歴史【４．伝統文化・歴史の継承】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 騒音振動【５．車の騒音・振動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.58

0.52

0.64

0.61

0.73

0.70

0.58

0.39

0.60

0.67

0.47

0.48

0.71

0.63

0.47

-2 -1 0 1 2

評価点

0.36

0.38

0.33

0.39

0.50

0.40

0.24

0.30

0.35

0.38

0.31

0.29

0.10

0.41

0.39

-2 -1 0 1 2

評価点

12.8

11.9

13.3

10.2

20.8

15.3

10.8

8.8

12.3

15.9

8.9

14.7

13.8

12.1

10.5

39.6

36.2

43.1

45.8

36.1

43.1

39.2

38.9

35.1

42.3

35.8

34.3

44.8

43.0

31.6

40.0

42.7

37.3

39.0

37.5

37.5

43.2

38.1

47.4

35.0

46.3

38.2

34.5

38.3

54.4

5.1

8.8

1.8

5.8

9.8

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

11.2

11.9

10.7

10.2

16.7

11.1

9.5

8.8

12.3

11.0

11.1

10.8

10.3

11.7

10.5

29.8

31.7

27.6

32.2

27.8

37.5

24.3

28.3

29.8

31.3

26.3

26.5

27.6

30.9

31.6

45.4

41.7

48.9

45.8

45.8

37.5

50.0

48.7

42.1

45.1

47.4

47.1

34.5

45.7

45.6

11.0

11.9

10.2

10.2

8.3

8.3

13.5

12.4

12.3

10.2

12.6

12.7

17.2

9.8

10.5

2.7

10.3

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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問５ 騒音振動【６．車以外の騒音・振動・悪臭】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 基盤整備【７．雨水の排水】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.50

0.51

0.49

0.49

0.69

0.51

0.39

0.46

0.46

0.57

0.40

0.42

0.45

0.53

0.53

-2 -1 0 1 2

評価点

0.30

0.36

0.25

0.22

0.38

0.32

0.14

0.27

0.56

0.41

0.18

0.19

0.03

0.35

0.42

-2 -1 0 1 2

評価点

15.0

13.8

16.4

20.3

19.4

16.7

9.5

14.2

10.5

16.3

12.6

14.7

17.2

15.6

12.3

32.4

36.7

28.0

22.0

37.5

31.9

36.5

30.1

36.8

35.0

29.5

30.4

24.1

33.6

35.1

42.1

39.4

44.4

47.5

37.5

37.5

41.9

46.0

40.4

40.7

44.2

41.2

48.3

41.0

45.6

8.1

7.3

8.9

6.8

13.9

8.1

7.1

8.8

5.7

11.6

9.8

6.9

7.8

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

8.3

8.3

8.4

10.2

11.1

5.6

7.1

14.0

8.5

7.9

5.9

8.6

14.0

30.2

31.7

28.4

22.0

26.4

37.5

28.4

29.2

38.6

35.4

24.7

28.4

20.7

33.2

24.6

47.0

50.0

44.4

49.2

51.4

43.1

47.3

51.3

35.1

45.5

48.4

47.1

55.2

44.9

52.6

11.6

6.9

16.0

16.9

11.1

11.1

17.6

8.8

5.3

10.2

13.2

13.7

17.2

11.3

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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問５ 基盤整備【８．公共下水道の整備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 基盤整備【９．ごみの回収や処理状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.24

0.25

0.24

0.29

0.38

0.32

0.04

0.22

0.25

0.38

0.08

0.19

0.07

0.27

0.31

-2 -1 0 1 2

評価点

0.42

0.41

0.44

0.36

0.38

0.47

0.30

0.46

0.59

0.47

0.40

0.21

0.45

0.51

0.40

-2 -1 0 1 2

評価点

8.5

8.7

8.4

8.5

9.7

9.7

5.4

7.1

12.3

9.3

7.9

7.8

8.6

12.3

27.3

27.5

26.7

23.7

30.6

30.6

20.3

30.1

26.3

32.5

20.5

28.4

20.7

28.9

21.1

46.5

45.9

47.6

57.6

48.6

44.4

54.1

39.8

38.6

46.3

46.3

44.1

55.2

46.5

47.4

12.5

13.8

11.1

8.5

9.7

12.5

13.5

15.9

12.3

8.5

17.4

9.8

20.7

12.1

15.8

6.8

7.0

5.8

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

9.6

10.6

8.9

8.5

12.5

9.7

8.1

7.1

14.0

8.9

10.5

7.8

13.8

9.4

10.5

33.3

32.1

34.2

28.8

26.4

38.9

28.4

37.2

38.6

39.0

27.9

25.5

24.1

37.9

31.6

47.0

47.2

46.7

52.5

47.2

43.1

51.4

48.7

36.8

42.7

51.1

51.0

55.2

44.9

47.4

7.8

7.8

8.0

10.2

11.1

5.6

9.5

8.8

7.7

7.9

10.8

6.9

6.6

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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問５ 基盤整備【10．道路の利便性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 安全性【11．風水害や火災に対する安全性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.09

0.12

0.06

0.16

0.08

0.00

-0.04

0.12

0.23

0.16

0.01

-0.03

0.03

0.14

0.02

-2 -1 0 1 2

評価点

0.02

0.02

0.03

-0.07

0.04

0.14

-0.08

0.00

0.14

0.01

0.07

-0.10

-0.07

0.06

0.14

-2 -1 0 1 2

評価点

5.3

8.5

5.6

10.5

6.9

24.8

28.0

22.2

27.1

23.6

22.2

25.7

28.3

19.3

27.6

21.6

24.5

17.2

24.6

29.8

47.2

45.9

48.0

35.6

50.0

44.4

47.3

49.6

54.4

46.3

47.9

43.1

51.7

51.2

35.1

18.6

17.4

19.6

25.4

20.8

22.2

16.2

16.8

10.5

17.9

19.5

17.6

20.7

16.8

28.1

5.6

8.1

5.3

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

5.6

5.6

15.0

16.5

13.8

10.2

9.7

16.7

10.8

19.5

21.1

15.9

14.7

11.8

10.3

14.8

22.8

64.9

62.4

67.1

66.1

69.4

65.3

70.3

57.5

64.9

64.2

65.8

58.8

72.4

67.2

61.4

13.4

12.4

14.2

16.9

13.9

11.1

10.8

17.7

7.0

13.4

12.6

19.6

10.3

12.5

8.8

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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問５ 安全性【12．地震や津波に対する安全性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 安全性【13．防犯の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-0.08

-0.07

-0.09

-0.07

-0.22

0.01

-0.19

-0.05

0.07

-0.13

-0.02

-0.21

-0.28

-0.03

0.04

-2 -1 0 1 2

評価点

0.16

0.19

0.14

0.20

0.15

0.17

0.09

0.17

0.22

0.13

0.21

0.14

0.07

0.20

0.12

-2 -1 0 1 2

評価点

5.6

5.3

17.9

18.8

17.3

22.0

13.9

15.3

17.6

22.1

14.0

17.5

18.4

21.6

13.8

15.2

26.3

53.2

52.3

53.8

50.8

52.8

56.9

50.0

50.4

61.4

52.0

55.8

44.1

51.7

57.8

49.1

20.8

21.1

20.4

18.6

25.0

19.4

25.7

20.4

14.0

22.0

18.4

26.5

27.6

19.9

12.3

5.0

6.8

6.9

5.4

6.1

7.8

6.9

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

5.1

6.9

5.9

6.9

20.6

23.9

17.8

27.1

25.0

15.3

17.6

19.5

21.1

20.3

20.5

23.5

10.3

19.9

24.6

64.0

60.6

67.1

50.8

62.5

65.3

64.9

69.9

64.9

66.7

61.1

52.0

65.5

68.4

64.9

10.1

10.1

9.8

16.9

9.7

12.5

10.8

6.2

7.0

9.8

10.0

15.7

17.2

7.4

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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問５ 安全性【14．道路、交通の安全性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 日常利便性【15．日常の買い物の便利さ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-0.02

0.00

-0.04

0.07

-0.10

-0.04

-0.14

0.02

0.07

0.00

-0.06

-0.05

-0.17

0.01

-0.05

-2 -1 0 1 2

評価点

-0.40

-0.41

-0.40

-0.42

-0.41

-0.44

-0.57

-0.30

-0.32

-0.33

-0.48

-0.49

-0.55

-0.39

-0.30

-2 -1 0 1 2

評価点

18.6

20.6

16.9

20.3

16.7

15.3

16.2

20.4

22.8

21.1

14.7

17.6

17.2

18.4

21.1

57.0

53.2

60.4

57.6

54.2

56.9

58.1

59.3

54.4

55.7

59.5

52.0

51.7

60.2

56.1

19.9

21.1

18.7

16.9

26.4

22.2

21.6

16.8

15.8

20.7

18.4

22.5

27.6

18.4

19.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

14.3

11.9

16.4

11.9

15.3

15.3

9.5

15.9

17.5

16.3

12.1

12.7

14.8

17.5

35.8

37.6

33.8

33.9

34.7

33.3

35.1

39.8

35.1

35.8

35.8

31.4

41.4

37.5

35.1

36.7

37.6

36.0

40.7

30.6

37.5

39.2

35.4

38.6

34.6

39.5

41.2

37.9

35.5

33.3

11.0

10.1

12.0

10.2

15.3

12.5

14.9

7.1

7.0

10.2

11.6

11.8

13.8

10.5

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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問５ 日常利便性【16．地域の集会施設の便利さ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 日常利便性【17．子どもの遊び場・公園の便利さ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-0.21

-0.24

-0.17

-0.15

-0.27

-0.25

-0.26

-0.20

-0.07

-0.23

-0.16

-0.28

-0.29

-0.19

-0.12

-2 -1 0 1 2

評価点

-0.29

-0.34

-0.24

-0.36

-0.24

-0.28

-0.31

-0.26

-0.30

-0.27

-0.27

-0.49

-0.36

-0.22

-0.19

-2 -1 0 1 2

評価点

1.7

5.3

9.2

6.9

11.1

6.9

8.3

8.1

9.7

15.8

9.3

9.5

12.7

10.5

62.2

62.4

62.7

69.5

59.7

68.1

62.2

58.4

57.9

61.8

62.1

54.9

69.0

65.2

57.9

20.1

22.9

16.9

18.6

19.4

13.9

20.3

25.7

19.3

19.9

20.5

19.6

27.6

19.9

19.3

6.0

6.0

6.2

9.7

9.7

8.1

6.9

11.8

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

13.4

11.9

14.7

13.6

18.1

18.1

8.1

12.4

10.5

14.6

12.6

12.7

6.9

13.3

19.3

48.1

49.1

46.7

45.8

43.1

48.6

55.4

47.8

47.4

47.6

48.9

41.2

55.2

51.2

43.9

26.4

26.6

26.7

32.2

22.2

20.8

23.0

28.3

33.3

27.6

24.7

29.4

27.6

26.2

21.1

9.2

10.6

8.0

8.5

12.5

12.5

10.8

6.2

5.3

8.1

9.5

15.7

6.9

6.3

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）



30 

問５ 日常利便性【18．（公共）交通機関の便利さ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 施設等の利用のしやすさ【19．保育園・幼稚園】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-0.40

-0.43

-0.38

-0.68

-0.18

-0.35

-0.55

-0.39

-0.31

-0.17

-0.69

-0.47

-0.48

-0.32

-0.63

-2 -1 0 1 2

評価点

0.01

0.01

0.00

0.02

0.13

0.00

0.00

-0.07

0.00

0.07

-0.07

-0.13

0.00

0.05

0.05

-2 -1 0 1 2

評価点

5.3

11.2

11.5

10.7

8.5

16.7

15.3

5.4

9.7

12.3

16.7

11.8

12.9

8.8

42.3

41.7

43.1

33.9

55.6

41.7

35.1

43.4

42.1

47.6

35.8

40.2

62.1

44.5

26.3

33.8

33.5

33.8

39.0

15.3

33.3

40.5

38.1

35.1

26.4

43.2

30.4

27.6

35.2

36.8

10.3

11.9

8.9

18.6

11.1

8.3

13.5

7.1

5.3

6.1

15.3

14.7

10.3

5.9

22.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

13.9

13.3

14.7

16.9

22.2

18.1

9.5

8.8

10.5

16.3

11.1

10.3

17.5

63.5

64.2

62.7

64.4

48.6

58.3

74.3

64.6

71.9

65.0

62.6

60.8

75.9

64.1

59.6

9.6

10.6

8.9

5.1

12.5

9.7

9.5

11.5

7.0

7.7

11.6

11.8

10.3

8.2

12.3

5.1

6.9

5.6

6.9

7.2

4.6

9.3

8.5

6.9

11.5

8.8

5.3

8.4

6.9

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）



31 

問５ 施設等の利用のしやすさ【20．小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 施設等の利用のしやすさ【21．中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.09

0.10

0.08

0.13

0.19

-0.06

0.07

0.10

0.10

0.06

0.11

-0.02

0.07

0.09

0.25

-2 -1 0 1 2

評価点

0.05

0.04

0.07

0.14

0.09

-0.10

0.00

0.07

0.13

0.03

0.08

-0.01

0.00

0.04

0.24

-2 -1 0 1 2

評価点

6.9

7.0

16.3

16.1

16.9

25.4

16.7

16.7

8.1

15.9

17.5

16.3

16.8

13.8

15.2

21.1

65.3

70.2

60.0

59.3

63.9

59.7

75.7

68.1

61.4

66.7

63.2

64.7

75.9

66.0

61.4

6.9

9.8

6.9

13.9

4.1

5.3

8.8

7.7

6.3

6.9

6.9

7.4

5.1

6.9

6.3

8.0

6.8

5.6

5.4

8.0

8.8

8.4

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

5.1

7.0

13.9

12.4

15.6

18.6

15.3

15.3

14.2

17.5

13.8

14.2

13.7

10.3

12.5

21.1

65.5

69.7

61.3

59.3

62.5

59.7

75.7

68.1

64.9

67.1

64.2

63.7

75.9

67.2

59.6

8.7

6.9

10.2

8.5

9.7

13.9

6.8

8.0

5.3

8.9

7.9

8.8

10.3

9.0

5.3

5.6

6.9

6.3

8.0

5.1

5.6

6.8

8.0

8.8

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）



32 

問５ 施設等の利用のしやすさ【22．学童保育施設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 施設等の利用のしやすさ【23．病院・医院】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-0.06

-0.07

-0.06

-0.06

-0.11

-0.16

0.01

-0.05

-0.02

-0.09

-0.03

-0.22

-0.08

0.00

-0.08

-2 -1 0 1 2

評価点

-0.02

-0.03

-0.01

0.10

-0.22

-0.07

-0.18

0.10

0.12

-0.12

0.13

-0.12

0.00

0.02

-0.09

-2 -1 0 1 2

評価点

8.3

8.7

8.0

8.5

8.3

8.3

8.1

6.2

12.3

8.1

8.9

6.9

9.0

8.8

68.0

71.6

64.9

69.5

69.4

59.7

77.0

69.9

59.6

68.7

67.4

64.7

75.9

69.9

64.9

9.2

8.7

9.3

13.9

13.9

8.8

10.5

9.8

8.4

12.7

10.3

7.4

8.8

5.1

6.9

7.0

10.3

6.0

14.2

13.6

2.8

13.9

6.8

10.6

15.8

8.5

11.6

8.8

10.3

11.3

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

5.3

21.0

23.9

18.7

22.0

19.4

22.2

14.9

22.1

26.3

18.7

25.3

16.7

13.8

23.8

19.3

52.8

49.1

56.0

57.6

48.6

45.8

47.3

58.4

57.9

54.1

51.1

52.0

62.1

52.3

50.9

18.3

18.8

17.8

11.9

22.2

20.8

27.0

15.9

10.5

20.7

13.7

20.6

20.7

17.6

17.5

6.0

9.7

6.9

6.8

5.3

6.9

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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問５ 施設等の利用のしやすさ【24．スポーツ施設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 施設等の利用のしやすさ【25．図書館】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-0.55

-0.49

-0.60

-0.54

-0.62

-0.61

-0.69

-0.47

-0.34

-0.63

-0.44

-0.59

-0.41

-0.51

-0.72

-2 -1 0 1 2

評価点

0.00

-0.12

0.11

-0.02

0.06

0.03

-0.09

-0.05

0.11

0.14

-0.19

-0.13

0.14

0.04

-0.04

-2 -1 0 1 2

評価点

6.5

8.3

5.6

12.5

6.2

8.8

5.3

8.4

8.8

6.6

42.7

44.0

41.8

49.2

44.4

36.1

39.2

40.7

50.9

40.7

45.3

38.2

51.7

44.5

36.8

32.9

33.5

32.4

30.5

30.6

25.0

36.5

41.6

26.3

35.8

28.9

29.4

34.5

34.0

35.1

13.2

11.9

14.2

10.2

18.1

23.6

17.6

5.3

7.0

15.0

11.1

17.6

11.7

17.5

6.7

8.5

5.3

7.0

5.8

5.9

6.9

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

6.8

5.3

17.4

13.8

20.9

13.6

16.7

29.2

16.2

15.0

14.0

22.8

10.5

11.8

17.2

19.9

17.5

59.3

59.2

59.6

52.5

63.9

50.0

60.8

61.1

66.7

58.9

59.5

53.9

69.0

59.4

63.2

15.2

17.4

12.9

22.0

11.1

12.5

20.3

15.0

10.5

11.0

21.1

20.6

10.3

14.1

14.0

6.9

6.9

5.3

5.8

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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問５ 施設等の利用のしやすさ【26．福祉施設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 施設等の利用のしやすさ【27．生涯学習施設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-0.20

-0.26

-0.14

-0.20

-0.09

-0.15

-0.29

-0.28

-0.15

-0.19

-0.22

-0.31

-0.22

-0.16

-0.18

-2 -1 0 1 2

評価点

-0.24

-0.30

-0.18

-0.27

-0.04

-0.18

-0.33

-0.41

-0.11

-0.19

-0.30

-0.39

-0.37

-0.19

-0.17

-2 -1 0 1 2

評価点

5.6

6.9

5.3

5.9

5.3

70.7

68.3

73.3

66.1

77.8

72.2

67.6

69.0

71.9

73.6

66.8

60.8

72.4

75.4

66.7

15.0

17.0

12.9

15.3

8.3

6.9

23.0

20.4

12.3

12.6

18.9

15.7

20.7

13.3

19.3

6.9

5.1

6.9

5.3

10.8

5.3

8.5

6.9

5.9

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

5.0

5.6

9.7

8.8

5.3

6.9

5.3

64.4

61.0

68.0

61.0

79.2

62.5

63.5

57.5

66.7

68.7

59.5

52.9

62.1

68.8

66.7

18.6

20.6

16.4

18.6

9.7

12.5

23.0

26.5

15.8

16.7

21.6

21.6

27.6

16.8

17.5

5.4

8.3

5.1

6.9

5.4

8.0

6.8

11.8

6.0

8.0

11.9

8.3

5.4

5.3

5.3

6.3

5.9

6.9

5.9

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

非常に良い 良い 普通 悪い 非常に悪い 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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４ 「重点プロジェクト」の進捗について 

 

【問６】大磯町では重点的に取り組むべき４つの「重点プロジェクト」を掲げ、積極的に進めてい

ますが、あなたはこれらの「重点プロジェクト」が着実に進んでいると感じられますか。各項目

のあてはまる番号に○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「重点プロジェクト」の進捗に関する実感については、着実に進んでいると『感じられる』（「感

じられる」と「どちらかといえば感じられる」の合計）と答えた回答の比率が高かった項目は、「地

域資源を生かした観光の振興」、「地域防災体制の強化」、「大磯港みなとオアシス事業による交流

の促進」となっています。一方、『感じられない』（「感じられない」と「どちらかといえば感じら

れない」の合計）と答えた回答の比率が高かった項目は、「地域雇用の場の整備と担い手の育成」、

「持続可能な社会に向けた事業の推進」、「自転車ネットワークの整備」となっています。 

n=447 

【花】 

観光による 

魅力づくり 

【鳥】 

笑顔の子育て 

まちづくり 

【風】 

交流による 

しごとづくり 

【輪】 

多世代による 

地域づくり 

8.5

5.4

38.3

31.8

20.1

19.2

15.4

18.1

11.4

7.8

5.6

5.4

13.4

32.2

38.3

23.0

11.2

17.7

18.8

30.6

33.6

36.5

34.2

34.9

32.0

32.9

29.1

19.0

17.0

20.8

25.3

23.3

30.0

27.5

29.8

25.7

29.1

27.5

27.1

28.9

28.9

29.5

26.4

31.8

15.9

21.0

27.7

17.4

17.2

13.2

21.0

27.3

33.6

30.6

25.7

15.7

14.3

21.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．地域資源を生かした観光の振興

２．大磯港みなとオアシス事業による

交流の促進

３．自転車ネットワークの整備

１．妊娠・出産・子育てに関する

総合支援の推進

２．ワークライフバランスを支援する

保育サービスの充実

３．放課後の子ども健全育成への支援

４．時代の変化に対応した教育環境の

整備

１．地域産業ビジネスに対する

創業支援の充実

２．地域雇用の場の整備と担い手の

育成

３．持続可能な社会に向けた事業の

推進

１．多世代による新たなコミュニティの

創生

２．健康なくらしのサポートの充実

３．地域防災体制の強化

４．生活環境の改善整備

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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【属性別】 

 回答者の属性別にみると以下の点が特徴としてあげられます。 

●【花】観光による魅力づくり 

・「１．地域資源を生かした観光の振興」は、40代、東部地区、15 歳になった以降に転入した人で『感

じられる』がやや高くなっています。 

・「２．大磯港みなとオアシス事業による交流の促進」は、40 代で『感じられる』が高くなっている

一方、男性、生まれてからずっと住んでいる人で『感じられない』がやや高くなっています。 

・「３．自転車ネットワークの整備」は、40代、東部地区、15 歳になった以降に転入した人で『感じ

られる』がやや高くなっていいる一方、男性、生まれてからずっと住んでいる人で『感じられない』

が高くなっています。 

●【鳥】笑顔の子育てまちづくり 

・「１．妊娠・出産・子育てに関する総合支援の促進」は、30 代～40 代、東部地区、15歳になった以

降に転入した人で『感じられる』がやや高くなっていいる一方、男性、50 代、生まれてからずっと

住んでいる人、Ｕターンの人で『感じられない』が高くなっています。また、40 代では「感じられ

ない」が特に高くなっています。 

・「２．ワークライフバランスを支援する保育サービスの充実」は、30代～50 代でやや『感じられな

い』が高くなっています。 

・「３．放課後の子ども健全育成への支援」は、40 代～50代でやや『感じられない』がやや高くなっ

ています。 

・「４．時代の変化に対応した教育環境の整備」は、50 代、Ｕターンの人で『感じられない』がやや

高くなっています。 

●【風】交流によるしごとづくり 

・「１．地域産業ビジネスに対する創業支援の充実」は、10・20 代で『感じられる』がやや高くなっ

ている一方、男性、50代、西部地区、Ｕターンの人で『感じられない』が高くなっています。 

・「２．地域雇用の場の整備と担い手の育成」は、男性、50 代、西部地区、Ｕターンの人で『感じら

れない』が高くなっています。また、Ｕターンの人では「感じられない」が特に高くなっています。 

・「３．持続可能な社会に向けた事業の推進」は、男性、50 代、西部地区、生まれてからずっと住ん

でいる人で『感じられない』が高くなっています。 

●【輪】多世代による地域づくり 

・「１．多世代による新たなコミュニティの創生」は、男性、50 代、西部地区で『感じられない』が

高くなっています。 

・「２．健康なくらしのサポートの充実」は、男性、50 代、西部地区、Ｕターンの人で『感じられな

い』が高くなっています。 

・「３．地域防災体制の強化」は、30 代で『感じられる』が低くなっています。 

・「４．生活環境の改善整備」は、10・20 代で『感じられる』がやや高くなっている一方、50代、西

部地区で『感じられない』が高くなっています。また、Ｕターンの人では「感じられない」が特に

高くなっています。 
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問６ 【花】観光による魅力づくり「１．地域資源を生かした観光の振興」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 【花】観光による魅力づくり「２．大磯港みなとオアシス事業による交流の促進」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.5

7.8

9.3

10.2

8.3

11.1

10.8

6.2

5.3

11.4

5.3

6.9

9.8

8.8

38.3

36.7

40.0

35.6

40.3

48.6

37.8

32.7

36.8

39.4

37.4

32.4

37.9

42.2

31.6

11.2

10.1

12.4

10.2

18.1

6.9

8.1

12.4

10.5

10.6

12.1

6.9

13.8

10.9

17.5

25.3

26.6

24.0

25.4

26.4

15.3

24.3

28.3

31.6

22.8

27.4

33.3

13.8

22.7

29.8

15.9

18.3

12.9

18.6

6.9

18.1

17.6

20.4

10.5

15.0

16.8

20.6

27.6

13.7

12.3

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）

5.4

5.8

6.8

6.9

5.6

8.1

7.7

5.5

8.8

31.8

31.7

32.4

30.5

29.2

47.2

32.4

26.5

26.3

33.7

31.1

24.5

27.6

35.9

28.1

17.7

12.4

22.7

23.7

23.6

11.1

9.5

18.6

21.1

15.4

21.1

15.7

27.6

16.8

19.3

23.3

26.6

20.0

11.9

22.2

13.9

25.7

28.3

35.1

20.7

25.3

24.5

10.3

24.2

24.6

21.0

24.3

17.8

27.1

18.1

22.2

24.3

22.1

10.5

21.1

20.5

30.4

31.0

16.8

19.3

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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問６ 【花】観光による魅力づくり「３．自転車ネットワークの整備」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 【鳥】笑顔の子育てまちづくり「１．妊娠・出産・子育てに関する総合支援の促進」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.1

18.8

20.9

22.0

19.4

26.4

23.0

15.9

15.8

23.6

15.8

12.7

17.2

24.2

17.5

18.8

13.8

24.0

22.0

20.8

15.3

10.8

22.1

21.1

17.5

20.5

13.7

27.6

18.4

24.6

30.0

33.0

26.7

28.8

27.8

26.4

33.8

29.2

35.1

27.6

32.1

40.2

13.8

28.1

28.1

27.7

31.2

24.9

22.0

29.2

29.2

31.1

29.2

22.8

27.6

28.4

30.4

37.9

25.8

28.1

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）

8.3

19.2

18.3

20.4

15.3

23.6

29.2

16.2

13.3

21.1

23.2

15.3

10.8

17.2

23.4

15.8

30.6

28.0

33.3

42.4

20.8

20.8

23.0

38.1

38.6

29.7

31.1

31.4

37.9

30.1

28.1

27.5

31.7

23.6

23.7

29.2

19.4

43.2

30.1

14.0

26.8

27.4

34.3

17.2

24.6

35.1

17.4

18.8

16.0

15.3

18.1

27.8

16.2

14.2

14.0

14.6

22.1

18.6

24.1

16.4

17.5

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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問６ 【鳥】笑顔の子育てまちづくり「２．ワークライフバランスを支援する保育サービスの充実」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 【鳥】笑顔の子育てまちづくり「３．放課後の子ども健全育成への支援」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.4

16.5

14.7

13.6

15.3

20.8

12.2

11.5

22.8

17.9

12.6

12.7

6.9

17.6

14.0

33.6

30.3

36.9

47.5

26.4

25.0

27.0

38.9

36.8

32.5

34.7

36.3

44.8

32.0

29.8

29.8

31.7

28.0

23.7

31.9

29.2

39.2

31.0

19.3

29.7

30.5

27.5

20.7

31.3

33.3

17.2

19.3

15.1

11.9

23.6

25.0

20.3

13.3

8.8

15.9

18.4

20.6

20.7

15.2

19.3

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）

5.1

5.6

7.0

18.1

18.8

17.8

15.3

16.7

19.4

17.6

19.5

19.3

16.7

20.0

13.7

10.3

21.5

15.8

36.5

35.8

37.3

40.7

44.4

26.4

29.7

38.9

38.6

41.1

30.5

35.3

44.8

36.3

35.1

25.7

26.6

24.9

25.4

25.0

29.2

31.1

25.7

15.8

24.8

27.9

28.4

24.1

23.8

31.6

13.2

14.7

11.6

10.2

9.7

19.4

17.6

10.6

12.3

11.0

15.3

16.7

17.2

12.1

10.5

5.3

12.3

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問６ 【鳥】笑顔の子育てまちづくり「４．時代の変化に対応した教育環境の整備」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 【風】交流によるしごとづくり「１．地域産業ビジネスに対する創業支援の充実」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3

11.4

11.0

12.0

15.3

8.3

16.7

10.8

8.8

10.5

11.8

11.6

6.9

17.2

13.7

5.3

34.2

32.6

36.0

35.6

40.3

26.4

24.3

41.6

33.3

37.8

28.9

36.3

34.5

34.4

31.6

29.1

31.7

26.7

27.1

26.4

26.4

36.5

31.0

24.6

28.5

30.0

37.3

17.2

27.7

28.1

21.0

22.9

19.1

18.6

20.8

29.2

25.7

15.0

19.3

18.3

24.7

16.7

27.6

20.3

29.8

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）

7.8

7.8

8.0

16.9

8.3

12.5

5.4

9.8

5.8

7.8

10.3

9.0

34.9

28.9

40.9

40.7

36.1

33.3

25.7

38.9

33.3

37.4

31.1

34.3

44.8

34.0

35.1

27.5

31.2

23.6

23.7

26.4

26.4

33.8

28.3

24.6

28.5

25.8

25.5

20.7

28.9

28.1

27.3

30.7

24.0

15.3

26.4

27.8

35.1

27.4

29.8

21.5

35.3

28.4

20.7

26.6

33.3

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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問６ 【風】交流によるしごとづくり「２．地域雇用の場の整備と担い手の育成」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 【風】交流によるしごとづくり「３．持続可能な社会に向けた事業の推進」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.6

6.0

5.3

8.5

11.1

6.8

7.3

13.8

6.6

32.0

26.1

37.8

37.3

36.1

27.8

18.9

38.1

31.6

34.6

28.4

32.4

41.4

32.0

26.3

27.1

31.7

22.2

22.0

27.8

22.2

35.1

28.3

24.6

26.8

26.8

25.5

13.8

28.9

28.1

33.6

34.9

32.4

28.8

30.6

38.9

39.2

31.0

33.3

29.3

39.5

36.3

27.6

31.6

42.1

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）

5.4

7.1

8.5

8.3

8.1

6.9

6.9

6.6

32.9

26.1

39.6

32.2

40.3

31.9

24.3

37.2

28.1

35.0

29.5

28.4

44.8

32.8

35.1

28.9

33.9

23.6

27.1

29.2

27.8

32.4

27.4

29.8

29.3

27.9

29.4

13.8

31.6

22.8

30.6

33.9

27.6

25.4

25.0

31.9

35.1

32.7

31.6

26.4

36.8

34.3

31.0

28.1

36.8

5.1

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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問６ 【輪】多世代による地域づくり「１．多世代による新たなコミュニティの創生」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 【輪】多世代による地域づくり「２．健康なくらしのサポートの充実」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.4

11.0

16.0

15.3

15.3

18.1

13.5

8.0

14.0

15.0

11.6

9.8

13.8

14.8

12.3

29.1

28.4

29.8

32.2

33.3

31.9

17.6

28.3

33.3

31.3

25.3

28.4

37.9

29.3

24.6

28.9

32.1

25.3

20.3

23.6

27.8

37.8

33.6

24.6

27.6

30.5

26.5

13.8

32.8

24.6

25.7

26.6

24.9

30.5

23.6

20.8

29.7

26.5

22.8

22.0

31.1

32.4

31.0

21.5

31.6

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）

32.2

28.4

36.0

28.8

15.3

40.3

27.0

39.8

38.6

32.5

33.2

28.4

31.0

36.7

19.3

19.0

17.4

20.9

30.5

34.7

15.3

10.8

13.3

14.0

22.8

13.2

19.6

31.0

16.8

21.1

29.5

33.5

25.3

22.0

34.7

23.6

37.8

32.7

21.1

28.9

30.5

26.5

20.7

30.9

35.1

15.7

18.3

12.9

15.3

11.1

18.1

23.0

11.5

17.5

11.4

20.5

23.5

13.8

12.1

19.3

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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問６ 【輪】多世代による地域づくり「３．地域防災体制の強化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 【輪】多世代による地域づくり「４．生活環境の改善整備」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.3

39.0

37.8

40.7

27.8

38.9

37.8

40.7

43.9

37.4

40.5

40.2

17.2

41.0

31.6

17.0

14.2

20.0

28.8

30.6

13.9

12.2

11.5

8.8

19.9

12.6

17.6

31.0

14.8

19.3

26.4

28.0

24.0

18.6

27.8

27.8

33.8

28.3

17.5

24.4

28.4

26.5

27.6

25.8

29.8

14.3

16.5

12.4

10.2

9.7

15.3

14.9

15.0

21.1

13.8

14.7

14.7

17.2

13.7

15.8

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）

7.0

23.0

23.9

22.2

32.2

15.3

26.4

23.0

19.5

26.3

24.0

22.1

27.5

20.7

22.7

19.3

20.8

18.3

23.6

30.5

34.7

18.1

12.2

16.8

15.8

24.8

15.3

19.6

34.5

19.9

19.3

31.8

33.0

30.2

23.7

27.8

25.0

36.5

38.9

33.3

29.3

34.7

31.4

20.7

35.9

19.3

21.3

22.9

19.6

11.9

18.1

27.8

28.4

22.1

15.8

18.3

25.3

21.6

20.7

18.4

35.1

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

感じられる どちらかといえば

感じられる

わからない どちらかといえば

感じられない

感じられない 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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５ 今後の町の方向性について 

 

【問７】2019年１月現在の大磯町の人口は約 31,400 人です。10年後（2030 年）には約

30,000 人にまで減少することが見込まれています。10 年後の大磯町を見据えると、どのよう

な対策をとるべきと思いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、どのような人口の動きが望ましいかについては、「人口が減少するのはやむを得ないが、地

域の活力を維持するため、減少幅を抑制すべき」（41.2％）の比率が最も高く、続いて「地域の活力

を維持するためには、現在の人口の維持をめざすべき」（23.3％）、「地域の発展のため、現在の人

口よりも増加をめざすべき」（19.5％）の順となっています。 

 

【性別】 

 男女ともに「減少幅を抑制すべき」が最も高くなっているものの、男性では「現在の人口の維持を

めざすべき」、女性では「現在の人口よりも増加をめざすべき」がやや高くなっています。 

【年齢別】 

 全ての年代で「減少幅を抑制すべき」が最も高くなっているものの、40 代では「現在の人口よりも

増加をめざすべき」がやや高くなっています。 

【地区別】 

どちらの地区も「減少幅を抑制すべき」が最も高くなっているものの、東部地区では「現在の人口

の維持をめざすべき」、西部地区では「現在の人口よりも増加をめざすべき」がやや高くなっていま

す。 

【居住履歴】 

居住履歴では、属性別で各項目の比率に多少のばらつきがあるものの、ほぼ同じ傾向となっていま

す。 

19.5 

23.3 

41.2 

6.5 

6.5 

3.1 

0% 20% 40% 60%

地域の発展のため、現在の人口よりも増加をめざすべき

地域の活力を維持するためには、現在の人口の維持をめざすべき

人口が減少するのはやむを得ないが、地域の活力を維持するため、減少幅を抑制すべき

人口が減少するのはやむを得ない又は望ましいので、推計通り減少するのを許容すべき

その他

無回答

ｎ=447

［その他の内容］ 

・子育てが安心して出来る環境が出来れば町が維持発展する 

・人口減少にとらわれない一人一人の満足度の高い町づくり（幸福感） 

・町内企業が無いので、流入人口が望めない など 
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上段：人
下段：％

合
計

地
域
の
発
展
の
た
め

、
現
在
の

人
口
よ
り
も
増
加
を
め
ざ
す
べ

き 地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め

に
は

、
現
在
の
人
口
の
維
持
を

め
ざ
す
べ
き

人
口
が
減
少
す
る
の
は
や
む
を

得
な
い
が

、
地
域
の
活
力
を
維

持
す
る
た
め

、
減
少
幅
を
抑
制

す
べ
き

人
口
が
減
少
す
る
の
は
や
む
を

得
な
い
又
は
望
ま
し
い
の
で

、

推
計
通
り
減
少
す
る
の
を
許
容

す
べ
き

そ
の
他

無
回
答

447 87 104 184 29 29 14

100.0 19.5 23.3 41.2 6.5 6.5 3.1

218 36 58 89 17 15 3

100.0 16.5 26.6 40.8 7.8 6.9 1.4

225 49 45 94 12 14 11

100.0 21.8 20.0 41.8 5.3 6.2 4.9

59 8 14 27 2 5 3

100.0 13.6 23.7 45.8 3.4 8.5 5.1

72 14 17 32 3 6 0

100.0 19.4 23.6 44.4 4.2 8.3 0.0

72 19 17 22 10 3 1

100.0 26.4 23.6 30.6 13.9 4.2 1.4

74 15 19 27 5 6 2

100.0 20.3 25.7 36.5 6.8 8.1 2.7

113 18 28 53 6 6 2

100.0 15.9 24.8 46.9 5.3 5.3 1.8

57 13 9 23 3 3 6

100.0 22.8 15.8 40.4 5.3 5.3 10.5

246 40 65 106 16 12 7

100.0 16.3 26.4 43.1 6.5 4.9 2.8

190 43 36 74 13 17 7

100.0 22.6 18.9 38.9 6.8 8.9 3.7

102 17 23 47 2 10 3

100.0 16.7 22.5 46.1 2.0 9.8 2.9

29 6 7 11 1 3 1

100.0 20.7 24.1 37.9 3.4 10.3 3.4

256 56 62 100 20 11 7

100.0 21.9 24.2 39.1 7.8 4.3 2.7

57 7 12 25 6 5 2

100.0 12.3 21.1 43.9 10.5 8.8 3.5

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれてからずっと

15歳になるまでに転入

15歳になった以降に転入

Ｕターン

全体

性
別

男

女

年
齢

10・20代

30代

40代

50代
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【問８】今後は税収の減少が見込まれる中で、限られた財源をどのような点に重点的に配分して行

政を進めていく必要があると思いますか。（3 つまで○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点的に予算配分していくべき分野については、「子どもを産み育てやすいまちづくり」（42.1％）

の比率が最も高く、続いて「若者の定住、就業を促進する環境づくり」（26.8％）、「自然環境や観

光資源を活かした産業の振興」（25.3％）の順となっています。 

【性別】 

 男女ともにほぼ同じ傾向ですが、女性で「子どもを産み育てやすいまちづくり」が高くなっていま

す。 

【年齢別】 

 10・20 代～60 代で「子どもを産み育てやすいまちづくり」が最も高くなっており、10・20 代と 30

代で特に高くなっています。70 代以上では「高齢者や障害のある人が暮らしやすい福祉の拡充」が最

も高くなっています。 

【地区別】 

どちらの地区もほぼ同じ傾向となっています。 

【居住履歴】 

居住履歴では、属性別で各項目の比率にばらつきがあるものの、ほぼ同じ傾向となっています。 

 

8.7 

13.9 

17.7 

8.5 

7.2 

19.9 

10.5 

42.1 

3.4 

19.9 

19.2 

26.8 

25.3 

19.9 

5.8 

9.8 

21.0 

4.3 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

町民と行政による協働のまちづくり

すべての人が元気で健康なまちづくり

歴史・文化を大切にするまちづくり

環境保全やリサイクルなどに配慮したまちづくり

ふれあいや連帯感のあるコミュニティ活動の活性化

地域の特性を活かした商工業の活性化

水辺空間や公園・緑地など自然の魅力づくり

子どもを産み育てやすいまちづくり

外国人が住みやすいまちづくり

財政の効率的な運営による安定的なまちづくり

防災、防犯による安心・安全なまちづくり

若者の定住、就業を促進する環境づくり

自然環境や観光資源を活かした産業の振興

健康で安心して暮らせるまちづくり

生涯学習、地域スポーツなど社会教育活動の活性化

徒歩や自転車で生活できるまちづくり

高齢者や障害のある人が暮らしやすい福祉の拡充

その他

無回答

ｎ=447
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上段：人
下段：％

合
計

町
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り

す
べ
て
の
人
が
元
気
で
健
康
な

ま
ち
づ
く
り

歴
史
・
文
化
を
大
切
に
す
る
ま

ち
づ
く
り

環
境
保
全
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

ふ
れ
あ
い
や
連
帯
感
の
あ
る
コ

ミ

ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
活
性
化

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
商
工

業
の
活
性
化

水
辺
空
間
や
公
園
・
緑
地
な
ど

自
然
の
魅
力
づ
く
り

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
ま

ち
づ
く
り

外
国
人
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り

財
政
の
効
率
的
な
運
営
に
よ
る

安
定
的
な
ま
ち
づ
く
り

防
災

、
防
犯
に
よ
る
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り

若
者
の
定
住

、
就
業
を
促
進
す

る
環
境
づ
く
り

自
然
環
境
や
観
光
資
源
を
活
か

し
た
産
業
の
振
興

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

生
涯
学
習

、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
な

ど
社
会
教
育
活
動
の
活
性
化

徒
歩
や
自
転
車
で
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
が
暮

ら
し
や
す
い
福
祉
の
拡
充

そ
の
他

無
回
答

447 39 62 79 38 32 89 47 188 15 89 86 120 113 89 26 44 94 19 3

100.0 8.7 13.9 17.7 8.5 7.2 19.9 10.5 42.1 3.4 19.9 19.2 26.8 25.3 19.9 5.8 9.8 21.0 4.3 0.7

218 18 35 44 17 10 36 30 84 8 43 45 58 61 36 12 23 43 12 1

100.0 8.3 16.1 20.2 7.8 4.6 16.5 13.8 38.5 3.7 19.7 20.6 26.6 28.0 16.5 5.5 10.6 19.7 5.5 0.5

225 21 27 35 20 22 51 17 103 6 45 40 61 51 53 14 21 50 7 2

100.0 9.3 12.0 15.6 8.9 9.8 22.7 7.6 45.8 2.7 20.0 17.8 27.1 22.7 23.6 6.2 9.3 22.2 3.1 0.9

59 6 11 8 1 2 9 8 36 6 7 10 24 8 14 5 5 6 2 0

100.0 10.2 18.6 13.6 1.7 3.4 15.3 13.6 61.0 10.2 11.9 16.9 40.7 13.6 23.7 8.5 8.5 10.2 3.4 0.0

72 5 9 17 4 7 10 11 46 2 10 12 26 15 6 4 6 9 3 1

100.0 6.9 12.5 23.6 5.6 9.7 13.9 15.3 63.9 2.8 13.9 16.7 36.1 20.8 8.3 5.6 8.3 12.5 4.2 1.4

72 4 5 18 5 2 18 7 27 4 16 17 20 20 9 4 10 17 5 0

100.0 5.6 6.9 25.0 6.9 2.8 25.0 9.7 37.5 5.6 22.2 23.6 27.8 27.8 12.5 5.6 13.9 23.6 6.9 0.0

74 10 9 13 8 9 19 9 24 1 9 11 16 23 16 3 7 18 4 0

100.0 13.5 12.2 17.6 10.8 12.2 25.7 12.2 32.4 1.4 12.2 14.9 21.6 31.1 21.6 4.1 9.5 24.3 5.4 0.0

113 11 17 16 18 6 18 8 40 1 33 28 21 28 30 7 13 23 4 1

100.0 9.7 15.0 14.2 15.9 5.3 15.9 7.1 35.4 0.9 29.2 24.8 18.6 24.8 26.5 6.2 11.5 20.4 3.5 0.9

57 3 11 7 2 6 15 4 15 1 14 8 13 19 14 3 3 21 1 1

100.0 5.3 19.3 12.3 3.5 10.5 26.3 7.0 26.3 1.8 24.6 14.0 22.8 33.3 24.6 5.3 5.3 36.8 1.8 1.8

246 20 40 49 20 18 51 23 105 8 49 44 66 64 44 12 24 50 14 1

100.0 8.1 16.3 19.9 8.1 7.3 20.7 9.3 42.7 3.3 19.9 17.9 26.8 26.0 17.9 4.9 9.8 20.3 5.7 0.4

190 18 21 28 18 13 34 24 79 6 39 42 53 45 44 14 19 42 4 2

100.0 9.5 11.1 14.7 9.5 6.8 17.9 12.6 41.6 3.2 20.5 22.1 27.9 23.7 23.2 7.4 10.0 22.1 2.1 1.1

102 9 21 19 3 4 15 15 39 5 23 23 33 21 19 9 7 20 6 0

100.0 8.8 20.6 18.6 2.9 3.9 14.7 14.7 38.2 4.9 22.5 22.5 32.4 20.6 18.6 8.8 6.9 19.6 5.9 0.0

29 0 6 4 1 1 5 1 16 1 8 4 5 4 4 1 5 5 3 1

100.0 0.0 20.7 13.8 3.4 3.4 17.2 3.4 55.2 3.4 27.6 13.8 17.2 13.8 13.8 3.4 17.2 17.2 10.3 3.4

256 21 30 42 27 23 54 28 110 3 47 48 68 72 52 14 28 54 9 2

100.0 8.2 11.7 16.4 10.5 9.0 21.1 10.9 43.0 1.2 18.4 18.8 26.6 28.1 20.3 5.5 10.9 21.1 3.5 0.8

57 8 5 14 7 4 13 3 23 5 11 11 13 15 13 2 4 13 1 0

100.0 14.0 8.8 24.6 12.3 7.0 22.8 5.3 40.4 8.8 19.3 19.3 22.8 26.3 22.8 3.5 7.0 22.8 1.8 0.0

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれてからずっと

15歳になるまでに転入

15歳になった以降に転入

Ｕターン

全体

性
別

男

女

年
齢

10・20代

30代

40代

50代
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【問９】今後進展が予測される人口減少社会において、各自治体が行政サービスを滞りなく提供し

ていくため、いわゆる「フルセット主義」での行政運営から、近隣市町村で連携する圏域での市

町村運営への転換が、国の有識者研究会によって提言されるなど話題となっています。この「圏

域化」の考え方についてどう思いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「圏域化」の考え方については、「必要に応じて部分的には圏域化を推進すべき」（56.8％）の比

率が最も高く、続いて「圏域化を推進すべき」（22.1％）、「わからない」（16.1％）の順となって

います。 

 

【性別】 

 男女ともにほぼ同じ傾向ですが、男性で「圏域化を推進すべき」が高くなっています 

【年齢別】 

全ての年代で「必要に応じて部分的には圏域化を推進すべき」が最も高くなっているものの、30 代

と 40 代では「圏域化を推進すべき」がやや高くなっています。 

【地区別】 

どちらの地区もほぼ同じ傾向となっています。 

【居住履歴】 

居住履歴もほぼ同じ傾向となっています。 

22.1

28.0

16.9

18.6

27.8

26.4

17.6

22.1

19.3

23.2

22.1

21.6

24.1

23.4

17.5

56.8

55.5

57.3

52.5

47.2

54.2

62.2

61.9

59.6

57.3

55.8

54.9

41.4

60.2

54.4

6.8

5.4

6.9

7.0

16.1

13.3

19.1

22.0

22.2

15.3

13.5

12.4

14.0

14.2

17.4

17.6

27.6

12.5

21.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

圏域化を推進

すべき

必要に応じて

部分的には

圏域化を推進

すべき

圏域化はやめて

ほしい

わからない 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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【問 10】「フルセット主義」での行政運営が困難となった場合、どの分野で圏域での取組みを推

進してほしいと思いますか。また、どの分野であれば可能だと思いますか。（３つまで○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圏域での取組みを推進してほしい、または圏域化が可能と思う分野については、「医療・介護サー

ビスの提供」（62.9％）の比率が最も高く、続いて「災害時における広域的な避難体制の整備」（44.3％）、

「公共施設の利用」（43.0％）の順となっています。 

 

【性別】 

 男女ともにほぼ同じ傾向となっています。 

【年齢別】 

全ての年代で「医療・介護サービスの提供」が最も高くなっており、特に 60 代で高くなっています。

また、10・20 代と 30代では「子育て支援サービスの提供」が比較的高くなっています。 

【地区別】 

どちらの地区も「医療・介護サービスの提供」が最も高くなっているものの、東部地区では「子育

て支援サービスの提供」、西部地区では「公共交通の確保・整備」がやや高くなっています。 

【居住履歴】 

居住履歴ではほぼ同じ傾向となっています。 

 

 

14.8 

43.0 

32.7 

62.9 

35.8 

44.3 

2.7 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%

住民票等の発行窓口業務

公共施設の利用

公共交通の確保・整備

医療・介護サービスの提供

子育て支援サービスの提供

災害時における広域的な避難体制の整備

その他

無回答

ｎ=447
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上段：人
下段：％

合
計

住
民
票
等
の
発
行

窓
口
業
務

公
共
施
設
の
利
用

公
共
交
通
の
確

保
・
整
備

医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

災
害
時
に
お
け
る

広
域
的
な
避
難
体

制
の
整
備

そ
の
他

無
回
答

447 66 192 146 281 160 198 12 10

100.0 14.8 43.0 32.7 62.9 35.8 44.3 2.7 2.2

218 32 94 72 137 74 101 8 2

100.0 14.7 43.1 33.0 62.8 33.9 46.3 3.7 0.9

225 33 96 73 141 85 96 4 8

100.0 14.7 42.7 32.4 62.7 37.8 42.7 1.8 3.6

59 9 19 13 33 29 24 1 1

100.0 15.3 32.2 22.0 55.9 49.2 40.7 1.7 1.7

72 14 31 24 37 35 24 2 1

100.0 19.4 43.1 33.3 51.4 48.6 33.3 2.8 1.4

72 15 30 25 37 26 27 3 2

100.0 20.8 41.7 34.7 51.4 36.1 37.5 4.2 2.8

74 8 29 24 51 25 35 3 1

100.0 10.8 39.2 32.4 68.9 33.8 47.3 4.1 1.4

113 13 58 38 85 28 60 1 1

100.0 11.5 51.3 33.6 75.2 24.8 53.1 0.9 0.9

57 7 25 22 38 17 28 2 4

100.0 12.3 43.9 38.6 66.7 29.8 49.1 3.5 7.0

246 40 101 68 159 95 112 7 7

100.0 16.3 41.1 27.6 64.6 38.6 45.5 2.8 2.8

190 26 89 76 116 60 79 5 3

100.0 13.7 46.8 40.0 61.1 31.6 41.6 2.6 1.6

102 13 44 29 60 36 40 3 1

100.0 12.7 43.1 28.4 58.8 35.3 39.2 2.9 1.0

29 5 10 7 20 8 13 2 1

100.0 17.2 34.5 24.1 69.0 27.6 44.8 6.9 3.4

256 36 113 88 161 98 120 5 6

100.0 14.1 44.1 34.4 62.9 38.3 46.9 2.0 2.3

57 12 24 22 39 18 24 2 0

100.0 21.1 42.1 38.6 68.4 31.6 42.1 3.5 0.0

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれてからずっと

15歳になるまでに転入

15歳になった以降に転入

Ｕターン

全体

性
別

男

女

年
齢

10・20代

30代

40代

50代
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【問 11】土地利用は、法律などによりある程度規制されています。今後、個人の土地はどのよう

に使われるべきだと思いますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人の土地がどのように扱われるべきかについては、「法律や条例などを活用することにより大磯

町にふさわしいルールをつくるべき」（43.6％）の比率が最も高く、続いて「現在の規制の範囲内で

自由に使われてよい」（26.0％）、「地域の特性が異なるので、地域ごとのルールをつくるべき」（23.0％）

の順となっています。 

 

【性別】 

 男性で「大磯町にふさわしいルールをつくるべき」がやや高くなっています。 

【年齢別】 

10・20 代で「現在の規制の範囲内で自由に使われてよい」が特に高くなっています。また、50代と

70 代以上で「大磯町にふさわしいルールをつくるべき」が比較的高くなっています。 

【地区別】 

どちらの地区も「大磯町にふさわしいルールをつくるべき」が最も高くなっているものの、西部地

区では「現在の規制の範囲内で自由に使われてよい」がやや高くなっています。 

【居住履歴】 

15 歳になった以降に転入した人で「現在の規制の範囲内で自由に使われてよい」がやや低くなって

います。 

26.0

26.1

25.8

47.5

25.0

23.6

20.3

23.0

21.1

22.4

30.0

29.4

34.5

22.7

29.8

43.6

47.2

40.0

32.2

38.9

38.9

52.7

44.2

54.4

45.9

42.1

42.2

31.0

48.0

33.3

23.0

20.6

25.8

18.6

29.2

33.3

13.5

25.7

14.0

23.2

22.6

20.6

24.1

23.4

26.3

9.5

6.9

7.0

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

現在の規制の

範囲内で自由に

使われてよい

法律や条例などを

活用することにより

大磯町にふさわしい

ルールをつくるべき

地域の特性が

異なるので、

地域ごとの

ルールをつくるべき

その他 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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【問 12】今後の大磯町の住宅地整備は、特にどの点を重視すべきだと思いますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の住宅整備で重視すべき点については、「生活道路や公共下水道、公園等を整備する」（35.3％）

の比率が最も高く、続いて「街並み(色・ﾃﾞｻﾞｲﾝ・高さ)の調和を図る」（15.7％）、「生垣や緑化な

どを推進する」（8.9％）の順となっています。 

 

【性別】 

 男女ともにほぼ同じ傾向となっています。 

【年齢別】 

全ての年代で「生活道路や公共下水道、公園等を整備する」が最も高くなっており、特に 50 代で高

くなっています。また、10・20 代では「生垣や緑化などを推進する」が比較的高くなっています。 

【地区別】 

東部地区では「街並み(色・ﾃﾞｻﾞｲﾝ・高さ)の調和を図る」、西部地区では「生活道路や公共下水道、

公園等を整備する」がやや高くなっています。 

【居住履歴】 

居住履歴ではほぼ同じ傾向となっています。 

 

4.7 

7.4 

35.3 

8.9 

15.7 

8.3 

2.7 

7.4 

5.1 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40%

住宅と他の用途の混在を解消する

住宅の密集を解消する

生活道路や公共下水道、公園等を整備する

生垣や緑化などを推進する

街並み(色・ﾃﾞｻﾞｲﾝ・高さ)の調和を図る

新たにゆとりある住宅地を開発する

規制により2階程度の住宅地を形成する

中高層の集合住宅を開発する

その他

無回答

ｎ=447

［その他の内容］ 

・空き家の活用 

・セットバックをしっかりやって道幅を広げて

ほしい 

・古い家のリノベ等、今あるものを有効活用

してほしい など 
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上段：人
下段：％

合
計

住
宅
と
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す
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を
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す
る
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垣
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緑
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な
ど
を

推
進
す
る

街
並
み

(

色
・
ﾃ
ﾞ

ｻ
ﾞ
ｲ
ﾝ
・
高
さ

)

の
調
和
を
図
る

新
た
に
ゆ
と
り
あ
る

住
宅
地
を
開
発
す
る

規
制
に
よ
り
2
階
程

度
の
住
宅
地
を
形
成

す
る

中
高
層
の
集
合
住
宅

を
開
発
す
る

そ
の
他

無
回
答

447 21 33 158 40 70 37 12 33 23 20

100.0 4.7 7.4 35.3 8.9 15.7 8.3 2.7 7.4 5.1 4.5

218 10 17 82 20 32 14 6 20 11 6

100.0 4.6 7.8 37.6 9.2 14.7 6.4 2.8 9.2 5.0 2.8

225 10 15 75 20 38 23 6 13 11 14

100.0 4.4 6.7 33.3 8.9 16.9 10.2 2.7 5.8 4.9 6.2

59 3 3 17 10 8 6 1 6 5 0

100.0 5.1 5.1 28.8 16.9 13.6 10.2 1.7 10.2 8.5 0.0

72 2 4 27 8 11 7 3 4 4 2

100.0 2.8 5.6 37.5 11.1 15.3 9.7 4.2 5.6 5.6 2.8

72 6 7 23 1 15 5 0 7 5 3

100.0 8.3 9.7 31.9 1.4 20.8 6.9 0.0 9.7 6.9 4.2

74 2 2 35 2 10 7 3 3 6 4

100.0 2.7 2.7 47.3 2.7 13.5 9.5 4.1 4.1 8.1 5.4

113 6 11 37 14 18 8 4 7 2 6

100.0 5.3 9.7 32.7 12.4 15.9 7.1 3.5 6.2 1.8 5.3

57 2 6 19 5 8 4 1 6 1 5

100.0 3.5 10.5 33.3 8.8 14.0 7.0 1.8 10.5 1.8 8.8

246 9 16 78 22 50 23 10 16 11 11

100.0 3.7 6.5 31.7 8.9 20.3 9.3 4.1 6.5 4.5 4.5

190 11 16 77 16 19 13 2 16 12 8

100.0 5.8 8.4 40.5 8.4 10.0 6.8 1.1 8.4 6.3 4.2

102 6 6 33 14 15 6 4 8 6 4

100.0 5.9 5.9 32.4 13.7 14.7 5.9 3.9 7.8 5.9 3.9

29 1 0 15 4 4 0 0 2 2 1

100.0 3.4 0.0 51.7 13.8 13.8 0.0 0.0 6.9 6.9 3.4

256 10 22 94 19 43 23 8 17 10 10

100.0 3.9 8.6 36.7 7.4 16.8 9.0 3.1 6.6 3.9 3.9

57 4 4 16 3 8 7 0 6 5 4

100.0 7.0 7.0 28.1 5.3 14.0 12.3 0.0 10.5 8.8 7.0

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれてからずっと

15歳になるまでに転入

15歳になった以降に転入

Ｕターン

全体

性
別

男

女

年
齢

10・20代

30代

40代

50代
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【問 13】商業を活性化するために、特にどの点を重視すべきだと思いますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商業を活性化するために特に重視すべき点については、「既存商店街の空き店舗を活用して賑わい

を持たせる」（32.7％）の比率が最も高く、続いて「幹線道路沿道等に新たに大規模店を誘致する」

（22.1％）、「既存商店街を個性的な店舗・街並みのある商店街にする」（20.6％）の順となってい

ます。 

 

【性別】 

 男女ともにほぼ同じ傾向となっています。 

【年齢別】 

40 代で「空き店舗を活用して賑わいを持たせる」、10・20 代と 50 代で「新たに大規模店を誘致す

る」、70代以上で「個性的な店舗・街並みのある商店街にする」が比較的高くなっています。 

【地区別】 

東部地区では「空き店舗を活用して賑わいを持たせる」と「個性的な店舗・街並みのある商店街に

する」が高くなっているのに対し、西部地区では「新たに大規模店を誘致する」と「既存商店街の再

開発等で新たな商業拠点をつくる」が高くなっています。 

【居住履歴】 

生れてからずっと住んでいる人で「新たな商業拠点をつくる」が高くなっています。 

20.6

20.2

20.9

15.3

20.8

20.8

13.5

23.9

28.1

24.8

15.3

16.7

10.3

23.0

21.1

32.7

30.3

34.7

33.9

34.7

43.1

33.8

28.3

22.8

37.0

26.3

32.4

44.8

31.3

33.3

18.1

19.3

16.9

13.6

23.6

15.3

20.3

19.5

14.0

13.0

24.2

10.8

10.3

20.3

26.3

22.1

22.5

22.2

33.9

15.3

13.9

29.7

19.5

24.6

17.9

28.4

34.3

10.3

19.5

19.3

6.4

5.6

8.0

5.7

20.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

既存商店街を

個性的な店舗・

街並みのある

商店街にする

既存商店街の

空き店舗を

活用して賑わいを

持たせる

既存商店街の

再開発等で

新たな商業

拠点をつくる

幹線道路

沿道等に

新たに大規模店を

誘致する

その他 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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【問 14】農地の土地利用は、特にどの点を重視すべきだと思いますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地の土地利用で特に重視すべき点については、「市民農園など体験農業的利用を促進する」

（26.0％）の比率が最も高く、続いて「町民や行政の支援によってなるべく保全する」（19.5％）、

「所有者の自由でよい」（13.4％）の順となっています。 

 

【性別】 

 男女ともにほぼ同じ傾向となっています。 

【年齢別】 

50 代で「市民農園など体験農業的利用を促進する」が特に高くなっています。60 代では「町民や行

政の支援によってなるべく保全する」が最も高くなっています。一方、年代が低いほど「所有者の自

由でよい」が高い傾向がみられます。 

【地区別】 

東部地区では「町民や行政の支援によってなるべく保全する」が高くなっているのに対し、西部地

区では「新産業地として利用する」が高くなっています。 

【居住履歴】 

居住履歴ではほぼ同じ傾向となっています。 

4.9 

19.5 

26.0 

11.4 

6.7 

12.3 

13.4 

4.0 

1.8 

0% 10% 20% 30%

規制によって保全する

町民や行政の支援によってなるべく保全する

市民農園など体験農業的利用を促進する

地域の活性化に必要な施設（コミュニティ施設）等に利用する

新住宅地として利用する

新産業地として利用する

所有者の自由でよい

その他

無回答

ｎ=447
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上段：人
下段：％

合
計

規
制
に
よ

っ
て
保
全
す
る

町
民
や
行
政
の
支
援
に

よ

っ
て
な
る
べ
く
保
全
す

る 市
民
農
園
な
ど
体
験
農
業

的
利
用
を
促
進
す
る

地
域
の
活
性
化
に
必
要
な

施
設

（
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
施

設

）
等
に
利
用
す
る

新
住
宅
地
と
し
て
利
用
す

る 新
産
業
地
と
し
て
利
用
す

る 所
有
者
の
自
由
で
よ
い

そ
の
他

無
回
答

447 22 87 116 51 30 55 60 18 8

100.0 4.9 19.5 26.0 11.4 6.7 12.3 13.4 4.0 1.8

218 8 46 51 26 19 26 28 12 2

100.0 3.7 21.1 23.4 11.9 8.7 11.9 12.8 5.5 0.9

225 14 40 63 25 11 28 32 6 6

100.0 6.2 17.8 28.0 11.1 4.9 12.4 14.2 2.7 2.7

59 3 12 15 8 1 4 13 3 0

100.0 5.1 20.3 25.4 13.6 1.7 6.8 22.0 5.1 0.0

72 3 11 15 11 3 9 12 7 1

100.0 4.2 15.3 20.8 15.3 4.2 12.5 16.7 9.7 1.4

72 5 13 21 7 5 8 12 1 0

100.0 6.9 18.1 29.2 9.7 6.9 11.1 16.7 1.4 0.0

74 1 16 27 8 3 6 10 2 1

100.0 1.4 21.6 36.5 10.8 4.1 8.1 13.5 2.7 1.4

113 7 25 23 11 12 18 9 5 3

100.0 6.2 22.1 20.4 9.7 10.6 15.9 8.0 4.4 2.7

57 3 10 15 6 6 10 4 0 3

100.0 5.3 17.5 26.3 10.5 10.5 17.5 7.0 0.0 5.3

246 12 58 70 25 16 22 26 11 6

100.0 4.9 23.6 28.5 10.2 6.5 8.9 10.6 4.5 2.4

190 10 26 42 26 14 32 32 6 2

100.0 5.3 13.7 22.1 13.7 7.4 16.8 16.8 3.2 1.1

102 6 14 22 17 8 11 19 4 1

100.0 5.9 13.7 21.6 16.7 7.8 10.8 18.6 3.9 1.0

29 1 3 8 4 0 2 5 5 1

100.0 3.4 10.3 27.6 13.8 0.0 6.9 17.2 17.2 3.4

256 11 60 73 24 18 34 26 6 4

100.0 4.3 23.4 28.5 9.4 7.0 13.3 10.2 2.3 1.6

57 3 10 13 6 4 7 10 3 1

100.0 5.3 17.5 22.8 10.5 7.0 12.3 17.5 5.3 1.8

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれてからずっと

15歳になるまでに転入

15歳になった以降に転入

Ｕターン

全体

性
別

男

女

年
齢

10・20代

30代

40代

50代
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【問 15】山林・緑地の土地利用は、特にどの点を重視すべきだと思いますか。（１つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山林・緑地の土地利用で特に重視すべき点については、「森林公園や展望地など自然体験的利用を

促進する」（34.7％）の比率が最も高く、続いて「町民や行政の支援によってなるべく保全する」（25.3％）、

「規制によって保全する」（13.0％）の順となっています。 

 

【性別】 

 男女ともにほぼ同じ傾向となっています。 

【年齢別】 

全ての年代で「森林公園や展望地など自然体験的利用を促進する」が最も高くなっています。一方、

10・20 代では「規制によって保全する」が比較的高くなっています。 

【地区別】 

東部地区では「町民や行政の支援によってなるべく保全する」が高くなっているのに対し、西部地

区では「新産業地として利用する」と「所有者の自由でよい」が高くなっています。 

【居住履歴】 

居住履歴ではほぼ同じ傾向となっています。 

13.0 

25.3 

34.7 

4.0 

8.9 

9.8 

2.2 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40%

規制によって保全する

町民や行政の支援によってなるべく保全する

森林公園や展望地など自然体験的利用を促進する

新住宅地として利用する

新産業地として利用する

所有者の自由でよい

その他

無回答

ｎ=447
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上段：人
下段：％

合
計

規
制
に
よ

っ
て
保
全

す
る

町
民
や
行
政
の
支
援

に
よ

っ
て
な
る
べ
く

保
全
す
る

森
林
公
園
や
展
望
地

な
ど
自
然
体
験
的
利

用
を
促
進
す
る

新
住
宅
地
と
し
て
利

用
す
る

新
産
業
地
と
し
て
利

用
す
る

所
有
者
の
自
由
で
よ

い そ
の
他

無
回
答

447 58 113 155 18 40 44 10 9

100.0 13.0 25.3 34.7 4.0 8.9 9.8 2.2 2.0

218 23 55 82 11 17 21 5 4

100.0 10.6 25.2 37.6 5.0 7.8 9.6 2.3 1.8

225 35 56 72 7 22 23 5 5

100.0 15.6 24.9 32.0 3.1 9.8 10.2 2.2 2.2

59 14 12 19 2 6 6 0 0

100.0 23.7 20.3 32.2 3.4 10.2 10.2 0.0 0.0

72 8 14 27 2 6 10 4 1

100.0 11.1 19.4 37.5 2.8 8.3 13.9 5.6 1.4

72 12 16 30 2 4 7 1 0

100.0 16.7 22.2 41.7 2.8 5.6 9.7 1.4 0.0

74 8 21 25 2 5 9 3 1

100.0 10.8 28.4 33.8 2.7 6.8 12.2 4.1 1.4

113 12 34 35 7 11 8 2 4

100.0 10.6 30.1 31.0 6.2 9.7 7.1 1.8 3.5

57 4 16 19 3 8 4 0 3

100.0 7.0 28.1 33.3 5.3 14.0 7.0 0.0 5.3

246 33 77 83 9 15 16 7 6

100.0 13.4 31.3 33.7 3.7 6.1 6.5 2.8 2.4

190 25 35 67 9 24 25 3 2

100.0 13.2 18.4 35.3 4.7 12.6 13.2 1.6 1.1

102 12 24 36 4 9 14 1 2

100.0 11.8 23.5 35.3 3.9 8.8 13.7 1.0 2.0

29 6 8 8 0 1 3 2 1

100.0 20.7 27.6 27.6 0.0 3.4 10.3 6.9 3.4

256 31 66 94 12 22 22 5 4

100.0 12.1 25.8 36.7 4.7 8.6 8.6 2.0 1.6

57 8 15 17 2 7 5 2 1

100.0 14.0 26.3 29.8 3.5 12.3 8.8 3.5 1.8

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれてからずっと

15歳になるまでに転入

15歳になった以降に転入

Ｕターン

全体

性
別

男

女

年
齢

10・20代

30代

40代

50代
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【問 16】大磯町の自然環境を保全し活用するためには、どのようなことが重要だと思いますか。

（３つまで○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然環境を保全し活用するために重要なことについては、「自然環境を活かした環境教育」（41.2％）

の比率が最も高く、続いて「開発の規制による山林減少の抑制」（31.3％）、「公共下水道や公園な

どの整備」（29.3％）の順となっています。 

 

【性別】 

 男女ともにほぼ同じ傾向となっています。 

【年齢別】 

10・20 代と 30代で「自然環境を活かした環境教育」が特に高くなっています。また、年代が低いほ

ど「虫や魚のいる川づくり」が高い傾向がみられます。一方、おおむね年代が高いほど「開発の規制

による山林減少の抑制」が高い傾向がみられます。 

【地区別】 

東部地区では「開発の規制による森林減少の抑制」や「市街地の身近な緑や屋敷林の保全」が高く

なっているのに対し、西部地区では「公共下水道や公園などの整備」や「虫や魚のいる川づくり」が

高くなっています。 

【居住履歴】 

生れてからずっと住んでいる人で「自然環境を活かした環境教育」が比較的高くなっています。 

41.2 

16.3 

18.8 

31.3 

23.5 

17.0 

29.3 

17.9 

28.4 

9.8 

9.4 

2.0 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自然環境を活かした環境教育

環境保全に関する情報提供

市民農園制度等による農地減少の抑制

開発の規制による山林減少の抑制

市街地の身近な緑や屋敷林の保全

町民の環境保全活動への支援

公共下水道や公園などの整備

街路樹など市街地の新たな緑づくり

虫や魚のいる川づくり

住民と行政の協力による貴重な緑地等の買取

町民参加による地域ごとの環境調査・評価

その他

無回答

ｎ=447
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上段：人
下段：％

合
計

自
然
環
境
を
活
か
し
た
環
境
教

育 環
境
保
全
に
関
す
る
情
報
提
供

市
民
農
園
制
度
等
に
よ
る
農
地

減
少
の
抑
制

開
発
の
規
制
に
よ
る
山
林
減
少

の
抑
制

市
街
地
の
身
近
な
緑
や
屋
敷
林

の
保
全

町
民
の
環
境
保
全
活
動
へ
の
支

援 公
共
下
水
道
や
公
園
な
ど
の
整

備 街
路
樹
な
ど
市
街
地
の
新
た
な

緑
づ
く
り

虫
や
魚
の
い
る
川
づ
く
り

住
民
と
行
政
の
協
力
に
よ
る
貴

重
な
緑
地
等
の
買
取

町
民
参
加
に
よ
る
地
域
ご
と
の

環
境
調
査
・
評
価

そ
の
他

無
回
答

447 184 73 84 140 105 76 131 80 127 44 42 9 10

100.0 41.2 16.3 18.8 31.3 23.5 17.0 29.3 17.9 28.4 9.8 9.4 2.0 2.2

218 85 42 39 68 56 34 63 46 64 27 21 6 3

100.0 39.0 19.3 17.9 31.2 25.7 15.6 28.9 21.1 29.4 12.4 9.6 2.8 1.4

225 99 30 42 70 48 40 67 33 63 17 21 3 7

100.0 44.0 13.3 18.7 31.1 21.3 17.8 29.8 14.7 28.0 7.6 9.3 1.3 3.1

59 34 9 15 11 11 5 17 11 21 6 2 2 0

100.0 57.6 15.3 25.4 18.6 18.6 8.5 28.8 18.6 35.6 10.2 3.4 3.4 0.0

72 43 5 11 16 17 7 24 10 25 6 8 2 3

100.0 59.7 6.9 15.3 22.2 23.6 9.7 33.3 13.9 34.7 8.3 11.1 2.8 4.2

72 30 7 10 23 18 9 25 12 21 11 1 1 1

100.0 41.7 9.7 13.9 31.9 25.0 12.5 34.7 16.7 29.2 15.3 1.4 1.4 1.4

74 23 17 17 25 15 19 20 10 21 8 9 2 0

100.0 31.1 23.0 23.0 33.8 20.3 25.7 27.0 13.5 28.4 10.8 12.2 2.7 0.0

113 35 24 19 45 36 23 31 23 28 10 8 2 3

100.0 31.0 21.2 16.8 39.8 31.9 20.4 27.4 20.4 24.8 8.8 7.1 1.8 2.7

57 19 11 12 20 8 13 14 14 11 3 14 0 3

100.0 33.3 19.3 21.1 35.1 14.0 22.8 24.6 24.6 19.3 5.3 24.6 0.0 5.3

246 109 43 44 90 70 36 67 44 63 26 18 6 6

100.0 44.3 17.5 17.9 36.6 28.5 14.6 27.2 17.9 25.6 10.6 7.3 2.4 2.4

190 71 28 37 48 33 37 62 33 62 17 23 3 3

100.0 37.4 14.7 19.5 25.3 17.4 19.5 32.6 17.4 32.6 8.9 12.1 1.6 1.6

102 49 13 19 23 22 16 34 14 33 14 11 5 2

100.0 48.0 12.7 18.6 22.5 21.6 15.7 33.3 13.7 32.4 13.7 10.8 4.9 2.0

29 8 6 5 10 6 2 7 4 9 2 1 2 2

100.0 27.6 20.7 17.2 34.5 20.7 6.9 24.1 13.8 31.0 6.9 3.4 6.9 6.9

256 104 45 50 90 66 49 73 49 64 21 23 2 5

100.0 40.6 17.6 19.5 35.2 25.8 19.1 28.5 19.1 25.0 8.2 9.0 0.8 2.0

57 22 9 10 17 11 8 17 13 20 7 6 0 0

100.0 38.6 15.8 17.5 29.8 19.3 14.0 29.8 22.8 35.1 12.3 10.5 0.0 0.0

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれてからずっと

15歳になるまでに転入

15歳になった以降に転入

Ｕターン

全体

性
別

男

女

年
齢

10・20代

30代

40代

50代
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６ 今後５年間で重点的に取り組むべき施策について 

 

【問 17】あなたは、大磯町が今後５年間で重点的に取り組んでいく施策は何だと思いますか。  

以下の項目について、各項目のあてはまる番号に○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後５年間で重点的に取り組むべき施策について、「優先度が高い」の比率が高かった項目は、「安

全なまちづくりの推進（危機管理／消防・救急・救助／生活安全）」、「子どもを育てやすい環境づ

くりの推進（子ども・子育て支援）」、「次代を担う人づくりの形成（保育・幼児教育／学校教育／

青少年）」となっています。一方、「優先度が低い」の比率が高かった項目は、「交流とひろばづく

りの推進（町民参画・交流）」、「ゆとりを育む生涯学習の推進（生涯学習）」、「資源を生かした

特色ある観光の推進（観光）」となっています。 

69.1

67.1

42.5

40.3

40.3

20.8

36.9

53.0

48.3

50.3

42.3

63.1

20.8

27.3

34.9

39.6

45.6

49.7

42.1

20.4

20.6

36.9

42.1

39.1

47.2

41.4

28.2

34.9

36.5

38.7

22.1

47.7

46.3

41.2

35.3

36.2

32.0

34.0

5.4

5.4

7.4

7.4

8.9

6.3

6.9

8.1

9.2

7.8

7.2

5.8

13.9

11.0

10.7

20.4

10.7

6.0

8.5

5.8

9.4

20.1

13.9

12.1

14.3

10.7

8.9

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全なまちづくりの推進

（危機管理／消防・救急・救助／生活安全）

子どもを育てやすい環境づくりの推進

（子ども・子育て支援）

高齢者の生きがいづくりの推進

（生きがいづくりと社会参加）

健康づくりの推進

（保健・医療／健康スポーツ）

こころとふれあう福祉社会の充実

（地域福祉／障がい者福祉／高齢者福祉／保険・年金）

交流とひろばづくりの推進

（町民参画・交流）

開かれた町政と情報化の推進

（広報・広聴と情報化）

効率的な行財政の運営

（行財政運営）

身近な自然環境空間の形成

（自然環境／公園／海岸）

良好な地域環境の形成

（環境保全／河川・生活排水）

循環型地域社会の形成

（廃棄物処理）

次代を担う人づくりの形成

（保育・幼児教育／学校教育／青少年）

ゆとりを育む生涯学習の推進

（生涯学習）

誰もが尊重される社会づくりの形成

（人権・男女共同参画）

地域に根ざした文化の継承と創造

（文化・文化財）

魅力ある空間の形成

（土地利用／住宅・住環境／景観形成）

快適に移動できる交通基盤の推進

（道路・交通）

活力と個性あふれる産業の振興

（農業／漁業／商工業・勤労者福祉）

資源を生かした特色ある観光の推進

（観光）

優先度が高い どちらともいえない わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

安
全
で
安
心
な 

あ
た
た
か
み
の
あ
る 

ま
ち
づ
く
り 

町
民
の
力
や 

知
恵
が
集
ま
る 

ま
ち
づ
く
り 

人
と
自
然
が 

共
生
す
る 

循
環
の 

ま
ち
づ
く
り 

心
豊
か
な
人
を 

育
て
る 

ま
ち
づ
く
り 

個
性
と
魅
力
と 

活
力
の
あ
る 

ま
ち
づ
く
り 

n=447 
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【属性別】 

 回答者の属性別にみると以下の点が特徴としてあげられます。 

 

●安全で安心なあたたかみのあるまちづくり 

・「安全なまちづくりの推進（危機管理／消防・救急・救助／生活安全）」は、50 代で「優先度が高

い」の比率がやや高くなっています。 

・「子どもを育てやすい環境づくりの推進（子ども・子育て支援）」は、30 代、東部地区で「優先度

が高い」の比率が高くなっています。 

・「高齢者の生きがいづくりの推進（生きがいづくりと社会参加）」は、70 代以上で「優先度は低い」

の比率がやや高くなっています。 

・「健康づくりの推進（保健・医療／健康スポーツ）」は、10・20 代と 60 代、Ｕターンの人で「優先

度が高い」の比率が高くなっています。 

・「こころとふれあう福祉社会の充実（地域福祉／障がい者福祉／高齢者福祉／保険・年金）」は、

女性、50～60 代、Ｕターンの人で「優先度が高い」の比率がやや高くなっています。 

 

●町民の力や知恵が集まるまちづくり 

・「交流とひろばづくりの推進（町民参画・交流）」は、Ｕターンの人で「優先度が高い」の比率が

やや高く、10・20 代で「優先度は低い」が高くなっています。 

・「開かれた町政と情報化の推進（広報・広聴と情報化）」は、生まれてからずっと住んでいる人で

「優先度が高い」の比率がやや高くなっています。 

・「効率的な行財政の運営（行財政運営）」は、40 代、東部地区で「優先度が高い」の比率が高くな

っています。 

 

●人と自然が共生する循環のまちづくり 

・「身近な自然環境空間の形成（自然環境／公園／海岸）」は、男性、東部地区で「優先度が高い」

の比率が高くなっています。 

・「良好な地域環境の形成（環境保全／河川・生活排水）」は、50 代以上、Ｕターンの人で「優先度

が高い」の比率がやや高くなっています。 

・「循環型地域社会の形成（廃棄物処理）」は、女性、60 代、東部地区で「優先度が高い」の比率が

高くなっています。 

 

●心豊かな人を育てるまちづくり 

・「次代を担う人づくりの形成（保育・幼児教育／学校教育／青少年）」は、年代が低いほど「優先

度が高い」の比率が高く、特に 10・20 代、と 30代で高くなっています。 

・「ゆとりを育む生涯学習の推進（生涯学習）」は、10・20 代と 60 代で「優先度が高い」の比率がや

や高い一方、30～40 代、Ｕターンの人で「優先度は低い」の比率がやや高くなっています。 

・「誰もが尊重される社会づくりの形成（人権・男女共同参画）」は、10・20 代で「優先度が高い」

の比率が特に高くなっています。 

・「地域に根ざした文化の継承と創造（文化・文化財）」は、女性、10・20 代、東部地区、生まれて

からずっと住んでいる人、Ｕターンの人で「優先度が高い」の比率が高くなっています。 
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●個性と魅力と活力のあるまちづくり 

・「魅力ある空間の形成（土地利用／住宅・住環境／景観形成）」は、30 代、東部地区、生まれてか

らずっと住んでいる人で「優先度が高い」の比率が高くなっています。 

・「快適に移動できる交通基盤の推進（道路・交通）」は、40 代、西部地区、Ｕターンの人で「優先

度が高い」の比率が高くなっています。 

・「活力と個性あふれる産業の振興（農業／漁業／商工業・勤労者福祉）」は、女性、50 代で「優先

度が高い」の比率が高くなっています。 

・「資源を生かした特色ある観光の推進（観光）」は、10・20 代と 30 代、50 代で「優先度が高い」

の比率がやや高くなっています。 
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【安全で安心なあたたかみのあるまちづくり】 

問 17 安全なまちづくりの推進（危機管理／消防・救急・救助／生活安全） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 子どもを育てやすい環境づくりの推進（子ども・子育て支援） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.1

67.9

70.2

66.1

68.1

70.8

77.0

69.0

61.4

69.1

68.9

68.6

72.4

68.8

70.2

20.4

21.1

19.6

23.7

22.2

20.8

16.2

17.7

24.6

19.5

22.1

19.6

10.3

22.3

17.5

5.3

7.0

5.5

6.8

5.6

5.6

5.3

6.9

6.9

7.0

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

67.1

65.1

68.4

72.9

84.7

65.3

66.2

59.3

57.9

71.1

61.6

70.6

65.5

67.2

63.2

20.6

22.9

18.7

22.0

8.3

25.0

23.0

23.9

19.3

17.9

25.3

17.6

27.6

19.5

28.1

5.4

8.4

5.4

8.8

7.0

5.7

5.9

5.1

7.0

5.6

5.0

5.3

14.0

5.8

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問 17 高齢者の生きがいづくりの推進（生きがいづくりと社会参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 健康づくりの推進（保健・医療／健康スポーツ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.5

39.9

44.9

42.4

48.6

40.3

44.6

41.6

36.8

41.9

44.2

46.1

41.4

41.0

45.6

36.9

38.5

35.1

33.9

33.3

38.9

36.5

40.7

35.1

36.2

37.9

31.4

37.9

38.7

36.8

5.4

13.9

15.6

12.4

18.6

16.7

16.7

8.1

9.7

17.5

14.6

12.1

16.7

10.3

13.7

12.3

5.4

10.5

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

40.3

40.4

39.6

45.8

36.1

33.3

36.5

46.9

40.4

41.5

40.5

41.2

41.4

38.3

49.1

42.1

40.8

43.6

40.7

54.2

45.8

43.2

35.4

35.1

42.3

41.1

41.2

31.0

43.8

40.4

6.2

11.0

13.8

8.4

11.9

9.7

15.3

13.5

8.0

8.8

9.3

12.6

10.8

20.7

10.9

7.0

14.0

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問 17 こころとふれあう福祉社会の充実（地域福祉／障がい者福祉／高齢者福祉／保険・年金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【町民の力や知恵が集まるまちづくり】 

問 17 交流とひろばづくりの推進（町民参画・交流） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.3

36.7

44.0

35.6

37.5

34.7

47.3

44.2

38.6

42.3

38.9

43.1

31.0

39.1

45.6

39.1

40.8

36.9

45.8

38.9

43.1

36.5

39.8

29.8

39.0

38.9

32.4

41.4

42.6

36.8

5.4

7.1

8.5

5.6

6.2

5.3

9.8

10.7

12.8

8.9

10.2

16.7

15.3

5.4

6.2

14.0

10.2

11.6

12.7

10.3

9.4

12.3

6.0

6.8

14.0

5.3

13.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

20.8

19.7

21.8

20.3

20.8

19.4

20.3

22.1

21.1

22.8

18.9

20.6

17.2

20.3

26.3

47.2

46.8

47.1

37.3

51.4

47.2

48.6

48.7

47.4

48.4

45.8

43.1

34.5

50.0

49.1

7.4

5.5

9.3

11.9

9.7

6.8

7.1

5.3

6.9

7.4

9.8

17.2

5.9

5.3

20.4

22.5

18.7

28.8

23.6

22.2

18.9

18.6

10.5

17.9

23.2

23.5

20.7

19.5

17.5

5.5

5.4

15.8

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問 17 開かれた町政と情報化の推進（広報・広聴と情報化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 効率的な行財政の運営（行財政運営） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.9

37.6

36.0

32.2

33.3

40.3

36.5

39.8

36.8

38.6

35.3

41.2

31.0

36.3

36.8

41.4

41.3

41.3

45.8

47.2

44.4

40.5

38.9

31.6

42.3

40.0

37.3

41.4

43.0

43.9

7.4

5.0

9.8

8.5

6.9

5.4

12.4

6.9

7.4

7.8

6.9

7.0

8.8

10.7

11.0

10.7

11.9

12.5

9.7

13.5

7.1

12.3

8.9

13.2

10.8

10.3

10.2

10.5

5.0

15.8

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

53.0

56.4

49.8

44.1

48.6

70.8

54.1

53.1

43.9

57.7

46.8

51.0

58.6

53.9

52.6

28.2

26.6

29.3

33.9

31.9

16.7

33.8

28.3

24.6

26.4

31.1

32.4

20.7

27.3

29.8

8.9

5.0

12.9

11.9

9.7

6.9

10.6

10.5

7.7

9.5

7.8

6.9

9.8

7.0

6.0

7.8

8.5

9.7

5.3

5.3

4.5

8.4

6.9

5.1

8.8

15.8

10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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【人と自然が共生する循環のまちづくり】 

問 17 身近な自然環境空間の形成（自然環境／公園／海岸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 良好な地域環境の形成（環境保全／河川・生活排水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.3

54.1

43.6

52.5

52.8

48.6

47.3

49.6

36.8

54.9

40.0

48.0

41.4

50.4

45.6

34.9

32.1

36.9

33.9

33.3

38.9

31.1

34.5

38.6

32.9

37.4

33.3

31.0

35.5

36.8

5.3

5.6

8.0

10.3

7.0

8.5

6.4

10.2

10.2

8.3

9.7

13.5

8.8

5.3

12.6

12.7

10.3

6.6

7.0

14.0

5.8

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

50.3

50.9

49.8

47.5

44.4

44.4

55.4

54.9

52.6

52.0

47.9

48.0

41.4

51.6

54.4

36.5

37.2

36.0

35.6

43.1

48.6

31.1

32.7

28.1

37.0

36.8

34.3

34.5

39.5

29.8

6.2

5.1

6.9

7.1

5.7

5.9

6.9

7.0

5.8

6.0

5.3

11.9

5.6

6.8

5.3

8.9

10.8

10.3

7.0

12.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問 17 循環型地域社会の形成（廃棄物処理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【心豊かな人を育てるまちづくり】 

問 17 次代を担う人づくりの形成（保育・幼児教育／学校教育／青少年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.3

39.0

45.3

40.7

36.1

38.9

45.9

49.6

36.8

45.9

37.4

44.1

44.8

42.6

38.6

38.7

41.3

36.0

40.7

43.1

43.1

39.2

33.6

35.1

36.6

42.1

36.3

31.0

40.2

40.4

6.3

5.0

7.6

8.5

6.9

6.9

7.1

5.3

7.7

6.9

10.3

5.1

8.8

9.4

11.0

8.0

10.2

13.9

9.7

6.8

7.1

10.5

7.3

12.1

10.8

6.9

8.6

10.5

5.4

12.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

63.1

61.0

65.3

72.9

75.0

65.3

60.8

58.4

47.4

64.6

61.1

61.8

69.0

63.3

63.2

22.1

24.3

19.6

22.0

13.9

23.6

23.0

23.0

28.1

22.8

22.1

23.5

17.2

23.8

15.8

6.9

5.0

8.9

5.1

9.5

9.7

7.0

6.9

5.8

7.8

5.9

10.5

6.0

6.9

5.6

5.3

5.8

7.0

14.0

5.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問 17 ゆとりを育む生涯学習の推進（生涯学習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 誰もが尊重される社会づくりの形成（人権・男女共同参画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.8

20.6

20.9

28.8

19.4

16.7

8.1

27.4

22.8

21.1

20.5

23.5

20.7

20.3

19.3

47.7

47.7

47.1

49.2

45.8

47.2

58.1

40.7

49.1

50.4

45.8

48.0

37.9

51.6

35.1

8.1

5.5

10.7

8.5

6.9

9.5

11.5

5.3

8.9

5.8

6.9

13.8

6.6

12.3

20.1

22.5

18.2

13.6

27.8

30.6

21.6

15.9

10.5

16.7

23.7

20.6

20.7

18.0

29.8

12.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

27.3

27.1

27.6

42.4

22.2

19.4

20.3

31.0

29.8

29.7

24.2

26.5

37.9

24.6

35.1

46.3

46.8

45.3

37.3

51.4

55.6

52.7

41.6

38.6

47.2

46.8

42.2

34.5

52.3

35.1

9.2

6.0

12.4

8.5

6.9

6.9

10.8

12.4

7.0

10.2

6.8

10.8

6.9

8.2

10.5

13.9

16.1

12.0

11.9

19.4

16.7

13.5

10.6

12.3

10.6

17.4

19.6

13.8

11.3

15.8

12.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問 17 地域に根ざした文化の継承と創造（文化・文化財） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個性と魅力と活力のあるまちづくり】 

問 17 魅力ある空間の形成（土地利用／住宅・住環境／景観形成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.9

30.7

39.1

47.5

30.6

40.3

27.0

35.4

29.8

39.4

29.5

41.2

34.5

31.6

40.4

41.2

46.8

35.1

30.5

51.4

40.3

45.9

38.9

38.6

39.4

42.6

33.3

34.5

46.1

35.1

7.8

11.1

8.5

6.9

6.8

11.5

7.0

9.3

5.8

9.8

13.8

6.3

8.8

12.1

12.8

11.6

13.6

11.1

13.9

16.2

8.8

10.5

8.9

16.3

13.7

10.3

11.3

14.0

5.0

5.3

14.0

5.8

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

39.6

41.7

37.8

39.0

52.8

37.5

44.6

35.4

28.1

44.3

33.7

43.1

34.5

40.2

35.1

35.3

35.3

34.7

40.7

27.8

34.7

33.8

38.9

35.1

33.3

37.9

28.4

24.1

38.7

38.6

7.2

5.5

8.9

10.2

8.3

5.4

8.8

7.0

7.7

5.8

11.8

13.8

7.0

14.3

12.8

16.0

10.2

11.1

22.2

13.5

13.3

15.8

11.8

17.9

14.7

20.7

12.9

15.8

14.0

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）



72 

 

問 17 快適に移動できる交通基盤の推進（道路・交通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 活力と個性あふれる産業の振興（農業／漁業／商工業・勤労者福祉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.6

46.8

44.9

50.8

40.3

56.9

45.9

45.1

33.3

39.4

54.2

49.0

37.9

43.0

57.9

36.2

38.5

33.8

37.3

40.3

27.8

43.2

36.3

31.6

42.3

27.9

28.4

48.3

40.2

28.1

5.3

5.1

6.9

5.3

5.3

7.8

10.7

8.7

12.4

6.8

12.5

13.9

6.8

9.7

15.8

12.2

9.5

13.7

10.5

7.0

14.0

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

49.7

45.9

52.9

54.2

54.2

52.8

59.5

39.8

42.1

48.4

51.1

52.9

31.0

51.6

47.4

32.0

35.3

28.9

32.2

29.2

31.9

29.7

36.3

29.8

33.3

30.5

26.5

44.8

33.2

29.8

5.8

7.1

6.8

6.9

8.0

7.0

5.7

5.3

6.9

6.9

5.1

5.3

8.9

10.1

8.0

6.8

9.7

11.1

4.1

11.5

8.8

9.8

8.4

10.8

10.3

7.0

14.0

12.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）



73 

 

問 17 資源を生かした特色ある観光の推進（観光） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.1

41.7

41.8

47.5

51.4

41.7

50.0

31.0

36.8

43.9

40.0

43.1

34.5

42.6

43.9

34.0

33.5

34.7

39.0

27.8

36.1

27.0

38.1

35.1

34.1

34.2

29.4

34.5

35.5

35.1

5.3

8.5

8.3

7.1

7.8

10.3

5.3

15.2

15.6

15.1

5.1

11.1

20.8

18.9

18.6

12.3

14.6

15.8

17.6

13.8

14.8

14.0

5.3

12.3

5.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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７ 町の条例について 

 

【問 18】大磯町では、地方自治（地域自治）を進めるために様々な条例を制定しています。    

以下の条例をご存知ですか。条例ごとにあてはまる番号に○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条例について、「知っている」の比率が最も高かった項目は「大磯町景観条例」、続いて「大磯町

まちづくり条例」、「大磯町美しいまちづくり条例」となっています。一方、『聞いたことはある』

（「知っている」と「聞いたことはある」の合計）と答えた回答の比率が高かった項目では、「大磯

町まちづくり条例」、「大磯町景観条例」、「大磯町美しいまちづくり条例」の順となっています。 

 

【属性別】 

 回答者の属性別にみると以下の点が特徴としてあげられます。 

 

・「大磯町自治基本条例」は、50 代、西部地区、生まれてからずっと住んでいる人で「知っている」

の比率がやや高く、男性や年代が高い層で『聞いたことはある』が高くなっています。 

・「大磯町議会基本条例」は、50 代と 70 代以上で「知っている」の比率がやや高く、50 代以上や西

部地区で『聞いたことがある』が高くなっています。 

・「大磯町まちづくり条例」は、50 代と 70代以上、生まれてからずっと住んでいる人で「知っている」

の比率がやや高くなっています。 

・「大磯町環境基本条例」は、40～50 代で「知っている」の比率がやや高い一方、10・20 代では「知

っている」の回答は皆無となっています。 

・「大磯町美しいまちづくり条例」は、50 代で「知っている」の比率がやや高くなっています。 

・「大磯町景観条例」は、40～50 代で「知っている」の比率がやや高くなっています。 

 

10.1

8.7

13.4

8.5

11.4

13.6

21.3

21.7

41.6

25.1

30.9

30.2

65.8

66.7

41.8

63.5

55.0

53.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大磯町自治基本条例

大磯町議会基本条例

大磯町まちづくり条例

大磯町環境基本条例

大磯町美しいまちづくり条例

大磯町景観条例

知っている 聞いたことはある 知らない 無回答

（5％未満は数値表示省略）

n=447 
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問 18 大磯町自治基本条例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 大磯町議会基本条例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.1

12.4

8.0

5.6

13.9

16.2

8.0

14.0

6.9

14.2

14.7

6.9

9.8

5.3

21.3

22.9

19.1

16.9

12.5

15.3

18.9

28.3

33.3

22.0

21.1

15.7

6.9

23.8

26.3

65.8

61.9

69.8

79.7

79.2

70.8

62.2

61.9

40.4

69.1

61.1

68.6

82.8

62.9

66.7

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

知っている 聞いたことはある 知らない 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

8.7

10.6

7.1

6.9

16.2

7.1

17.5

6.5

11.6

10.8

8.2

10.5

21.7

20.2

22.7

18.6

12.5

20.8

21.6

29.2

22.8

21.1

23.7

19.6

10.3

23.8

21.1

66.7

66.5

67.1

79.7

80.6

72.2

59.5

61.9

47.4

70.3

61.1

68.6

82.8

64.5

66.7

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

知っている 聞いたことはある 知らない 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問 18 大磯町まちづくり条例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 大磯町環境基本条例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.4

12.8

14.2

6.8

8.3

15.3

20.3

11.5

19.3

12.2

14.7

19.6

12.9

10.5

41.6

41.3

41.8

44.1

43.1

44.4

37.8

42.5

36.8

45.5

37.4

41.2

37.9

41.8

43.9

41.8

43.1

40.4

49.2

45.8

40.3

39.2

44.2

29.8

40.2

43.7

38.2

55.2

41.8

43.9

14.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

知っている 聞いたことはある 知らない 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

8.5

8.3

8.9

5.6

15.3

13.5

7.1

8.8

7.7

9.5

7.8

6.9

9.4

7.0

25.1

28.0

21.8

23.7

16.7

16.7

21.6

32.7

36.8

24.4

26.3

25.5

13.8

25.8

26.3

63.5

61.0

66.2

76.3

75.0

68.1

62.2

58.4

42.1

65.9

60.5

65.7

75.9

61.3

64.9

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

知っている 聞いたことはある 知らない 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問 18 大磯町美しいまちづくり条例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 大磯町景観条例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.4

11.9

11.1

6.8

11.1

15.3

17.6

7.1

12.3

11.8

10.5

14.7

6.9

12.5

30.9

28.0

33.3

28.8

23.6

27.8

25.7

38.1

38.6

29.7

32.6

30.4

20.7

32.4

29.8

55.0

57.3

52.9

64.4

62.5

56.9

54.1

53.1

38.6

56.5

53.7

53.9

69.0

52.0

64.9

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

知っている 聞いたことはある 知らない 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

13.6

14.7

12.9

6.8

15.3

19.4

18.9

8.8

14.0

15.0

11.1

14.7

6.9

13.7

15.8

30.2

27.1

32.9

25.4

25.0

22.2

29.7

38.1

36.8

29.3

32.6

24.5

20.7

33.6

31.6

53.5

55.5

51.6

67.8

56.9

58.3

50.0

51.3

36.8

54.1

52.6

59.8

69.0

49.2

52.6

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住
履
歴

知っている 聞いたことはある 知らない 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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８ 町政情報について 

 

【問 19】町では様々な方法で町政情報を発信していますが、どのような方法で入手しようとして

いますか。各項目のあてはまる番号に○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町政情報について、『閲覧している』（「すべて閲覧している」と「興味があるものだけ閲覧して

いる」の合計）と答えた回答の比率が高かった項目は、「町広報（広報おおいそ）」、「チラシ・回

覧板」、「メディア（新聞、タウン紙、地元テレビ局）」の順となっています。 

 

【属性別】 

 回答者の属性別にみると以下の点が特徴としてあげられます。 

 

・「町広報（広報おおいそ）」は、女性、40 代以上、15 歳になった以降に転入した人で「すべて閲覧

している」が高く、10・20～30 代の若い年代では「すべて閲覧している」は低くなっています。 

・「町ホームページ」は、男性、10・20 代と 70代以上で『閲覧している』が低くなっています。 

・「チラシ・回覧板」は、女性や年代が高い層ほど「すべて閲覧している」が高くなっています。 

・「広報掲示板」は、年代が高い層ほど「すべて閲覧している」が高くなっています。 

・「メール配信サービス（SCN の easy pocket サービス）」は、10・20～30 代で「興味がない・知ら

なかった」の比率が高くなっています。 

・「スマートフォンアプリ【マチイロ（町広報電子版）、母子モ（電子母子手帳）など】」は、10・

20～30 代で「興味がない・知らなかった」の比率が高くなっています。 

・「メディア（新聞、タウン紙、地元テレビ局）」は、女性や年代が高い層ほど「すべて閲覧してい

る」が高くなっています。 

40.3

37.8

8.7

9.8

49.4

49.4

43.0

41.6

6.5

51.7

6.3

35.1

10.5

30.0

26.6

25.3

13.9

7.6

6.3

16.3

62.6

68.0

22.4

9.4 87.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．町広報（広報おおいそ）

２．町ホームページ

３．チラシ・回覧板

４．広報掲示板

５．メール配信サービス

（SCNのeasy pocketサービス）

６．スマートフォンアプリ【マチイロ（町広報電子

版）、母子モ（電子母子手帳）など】

７．メディア（新聞、タウン紙、地元テレビ局）

８．その他

すべて閲覧

している

興味のあるものだけ

閲覧している

知っているが

閲覧したことはない

興味がない・

知らなかった

無回答

（5％未満は数値表示省略）

n=447 
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問 19 町広報（広報おおいそ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 町ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.3

32.1

48.9

8.5

23.6

50.0

45.9

45.1

64.9

41.9

40.0

31.4

17.2

47.7

33.3

49.4

53.7

44.9

59.3

66.7

44.4

48.6

46.9

29.8

48.0

51.1

51.0

62.1

45.3

59.6

6.3

7.3

20.3

8.3

5.3

5.3

5.8

8.8

10.3

7.0

5.0

10.2

6.9

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

すべて閲覧

している

興味のあるものだけ

閲覧している

知っているが

閲覧したことはない

興味がない・

知らなかった

無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

6.8

5.3

12.3

5.8

5.9

0.0

49.4

44.0

54.7

40.7

61.1

62.5

50.0

47.8

29.8

51.6

46.8

39.2

44.8

53.1

54.4

35.1

37.2

33.3

44.1

29.2

31.9

33.8

36.3

36.8

34.1

36.8

38.2

48.3

32.8

35.1

7.6

9.6

5.3

11.9

8.3

5.6

8.1

7.1

5.3

8.5

6.3

11.8

7.0

5.3

5.0

15.8

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

すべて閲覧

している

興味のあるものだけ

閲覧している

知っているが

閲覧したことはない

興味がない・

知らなかった

無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問 19 チラシ・回覧板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 広報掲示板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.8

26.6

49.3

16.9

19.4

40.3

43.2

46.9

54.4

36.6

41.6

32.4

17.2

41.4

40.4

43.0

50.9

35.1

45.8

51.4

44.4

41.9

43.4

28.1

43.1

41.1

43.1

44.8

41.8

49.1

10.5

12.4

8.0

28.8

16.7

8.3

5.4

7.1

11.4

8.4

16.7

27.6

7.4

5.3

6.3

7.3

5.3

5.1

12.5

6.9

8.1

5.3

7.3

5.3

7.0

5.3

12.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

すべて閲覧

している

興味のあるものだけ

閲覧している

知っているが

閲覧したことはない

興味がない・

知らなかった

無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

8.7

8.3

9.3

5.6

5.6

9.5

9.7

22.8

8.9

8.9

7.8

9.0

8.8

41.6

39.4

43.1

33.9

30.6

48.6

55.4

46.0

28.1

44.7

38.9

37.3

31.0

46.5

35.1

30.0

31.7

28.4

39.0

34.7

27.8

23.0

34.5

17.5

25.6

33.7

34.3

37.9

25.0

42.1

16.3

17.4

15.6

23.7

29.2

18.1

9.5

8.0

15.8

18.3

13.7

17.6

20.7

16.0

12.3

15.8

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

すべて閲覧

している

興味のあるものだけ

閲覧している

知っているが

閲覧したことはない

興味がない・

知らなかった

無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問 19 メール配信サービス（SCN の easy pocket サービス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 スマートフォンアプリ【マチイロ（町広報電子版）、母子モ（電子母子手帳）など】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.5

5.0

7.6

5.1

6.9

13.9

5.4

6.9

6.3

5.9

7.4

26.6

28.9

24.9

16.9

12.5

23.6

25.7

37.2

38.6

26.0

28.4

26.5

24.1

26.2

31.6

62.6

62.4

62.7

74.6

79.2

59.7

64.9

55.8

43.9

64.2

58.9

62.7

65.5

62.1

64.9

12.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

すべて閲覧

している

興味のあるものだけ

閲覧している

知っているが

閲覧したことはない

興味がない・

知らなかった

無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

5.3

5.6

8.3

5.4

6.1

5.3

25.3

26.6

24.4

15.3

18.1

22.2

31.1

31.9

28.1

22.4

30.0

24.5

20.7

24.2

33.3

68.0

67.9

68.0

78.0

76.4

69.4

63.5

63.7

59.6

70.3

63.7

70.6

69.0

68.4

61.4

12.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

すべて閲覧

している

興味のあるものだけ

閲覧している

知っているが

閲覧したことはない

興味がない・

知らなかった

無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問 19 メディア（新聞、タウン紙、地元テレビ局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.8

9.6

10.2

5.1

5.6

6.9

9.5

10.6

22.8

8.9

11.6

9.8

0.0

10.5

12.3

51.7

45.9

56.9

47.5

41.7

54.2

58.1

56.6

47.4

52.0

51.1

53.9

41.4

52.7

47.4

13.9

17.9

10.2

18.6

16.7

13.9

12.2

14.2

7.0

14.6

13.2

17.6

17.2

12.5

12.3

22.4

24.3

20.4

25.4

36.1

25.0

18.9

17.7

12.3

22.8

21.1

16.7

34.5

22.3

26.3

10.5

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(447)

男(218)

女(225)

10・20代(59)

30代(72)

40代(72)

50代(74)

60代(113)

70代以上(57)

東部地区(246)

西部地区(190)

生まれてからずっと(102)

15歳になるまでに転入(29)

15歳になった以降に転入(256)

Ｕターン(57)

性
別

年
齢

地
区

居
住

履
歴

すべて閲覧

している

興味のあるものだけ

閲覧している

知っているが

閲覧したことはない

興味がない・

知らなかった

無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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【問 20】今後、町政情報を伝えるために、どの方法に力を入れるべきと考えますか。（３つまで

○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町政情報を伝えるために力を入れるべき方法については、「町広報」（68.0％）の比率が最も高く、

続いて「町ホームページ」（43.6％）、「チラシ・回覧板」（40.3％）の順となっています。 

 

【性別】 

 男女ともにほぼ同じ傾向となっています。 

【年齢別】 

年代が高いほど「町広報」が高い傾向がみられます。30～40 代で「町ホームページ」、「スマート

フォンアプリ」、70 代以上で「チラシ・回覧板」が高くなっています。 

【地区別】 

東部地区では「町ホームページ」が高くなっているのに対し、西部地区では「チラシ・回覧板」が

高くなっています。 

【居住履歴】 

居住履歴ではほぼ同じ傾向となっています。 

68.0 

43.6 

40.3 

14.8 

15.0 

32.2 

18.1 

4.7 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%

町広報

町ホームページ

チラシ・回覧板

広報掲示板

メール配信サービス

スマートフォンアプリ

メディア

その他

無回答

ｎ=447
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上段：人
下段：％

合
計

町
広
報

町
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

チ
ラ
シ
・
回
覧
板

広
報
掲
示
板

メ
ー

ル
配
信
サ
ー

ビ
ス

ス
マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ア
プ
リ

メ
デ

ィ
ア

そ
の
他

無
回
答

447 304 195 180 66 67 144 81 21 6

100.0 68.0 43.6 40.3 14.8 15.0 32.2 18.1 4.7 1.3

218 145 92 88 32 33 69 42 9 3

100.0 66.5 42.2 40.4 14.7 15.1 31.7 19.3 4.1 1.4

225 157 102 90 33 34 73 38 11 3

100.0 69.8 45.3 40.0 14.7 15.1 32.4 16.9 4.9 1.3

59 29 17 19 9 6 20 20 7 0

100.0 49.2 28.8 32.2 15.3 10.2 33.9 33.9 11.9 0.0

72 39 38 17 9 12 32 10 5 1

100.0 54.2 52.8 23.6 12.5 16.7 44.4 13.9 6.9 1.4

72 45 40 22 8 15 29 12 1 0

100.0 62.5 55.6 30.6 11.1 20.8 40.3 16.7 1.4 0.0

74 54 34 29 8 16 28 12 4 0

100.0 73.0 45.9 39.2 10.8 21.6 37.8 16.2 5.4 0.0

113 87 45 52 17 12 30 21 4 3

100.0 77.0 39.8 46.0 15.0 10.6 26.5 18.6 3.5 2.7

57 50 21 41 15 6 5 6 0 2

100.0 87.7 36.8 71.9 26.3 10.5 8.8 10.5 0.0 3.5

246 165 117 89 34 34 83 47 14 3

100.0 67.1 47.6 36.2 13.8 13.8 33.7 19.1 5.7 1.2

190 131 71 86 29 32 59 31 5 3

100.0 68.9 37.4 45.3 15.3 16.8 31.1 16.3 2.6 1.6

102 62 34 38 15 16 30 25 10 2

100.0 60.8 33.3 37.3 14.7 15.7 29.4 24.5 9.8 2.0

29 16 11 10 3 4 7 5 3 1

100.0 55.2 37.9 34.5 10.3 13.8 24.1 17.2 10.3 3.4

256 186 123 104 39 42 88 39 7 2

100.0 72.7 48.0 40.6 15.2 16.4 34.4 15.2 2.7 0.8

57 38 26 25 8 5 19 12 1 1

100.0 66.7 45.6 43.9 14.0 8.8 33.3 21.1 1.8 1.8

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれてからずっと

15歳になるまでに転入

15歳になった以降に転入

Ｕターン

全体

性
別

男

女

年
齢

10・20代

30代

40代

50代
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９ 今後課題となる、既に課題となっていることについて 

 

【問 21】社会的課題となっている事項について、今後の大磯町においても課題となる、あるいは

既に課題となっていると思うものはありますか。（３つまで○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後課題となる、既に課題となっていることについては、「安心して暮らし続けられる支援」（34.0％）

の比率が最も高く、続いて「空き家対策」（31.8％）、「社会保障費の増大と制度の維持」（30.9％）

の順となっています。 

 

【性別】 

 男女ともにほぼ同じ傾向となっています。 

【年齢別】 

10・20 代と特に 30 代で「子育てへの支援」、60 代以上で「安心して暮らし続けられる支援」が高

くなっています。また、10・20 代で「買い物の場の確保」、70代以上で「高齢者の移動手段の確保」

が比較的高くなっています。 

【地区別】 

東部地区では「空き家対策」、「自然災害や危機への備え」が高くなっているのに対し、西部地区

では「買い物の場の確保」、「公共交通網の維持・交通空白地の解消」が高くなっています。 

【居住履歴】 

居住履歴ではほぼ同じ傾向となっています。 

30.9 

22.4 

34.0 

27.5 

6.7 

3.1 

13.0 

1.1 

5.6 

18.6 

23.0 

31.8 

27.1 

28.9 

3.8 

2.0 

2.2 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40%

社会保障費の増大と制度の維持

持続可能なまちづくりの実現

安心して暮らし続けられる支援

子育てへの支援

子どもの貧困への対策

女性の社会進出の促進

高齢者の雇用促進

性的少数者への支援

外国人住民・観光者への対応

公共交通網の維持・交通空白地の解消

高齢者の移動手段の確保

空き家対策

買い物の場の確保

自然災害や危機への備え

キャッシュレス社会の実現

ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ等を活用した電子自治体の推進

その他

無回答

ｎ=447
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447 138 100 152 123 30 14 58 5 25 83 103 142 121 129 17 9 10 5

100.0 30.9 22.4 34.0 27.5 6.7 3.1 13.0 1.1 5.6 18.6 23.0 31.8 27.1 28.9 3.8 2.0 2.2 1.1

218 67 57 69 59 10 5 30 3 13 36 53 67 53 68 13 8 3 3

100.0 30.7 26.1 31.7 27.1 4.6 2.3 13.8 1.4 6.0 16.5 24.3 30.7 24.3 31.2 6.0 3.7 1.4 1.4

225 70 42 83 64 19 9 27 2 11 47 50 72 65 60 4 1 7 2

100.0 31.1 18.7 36.9 28.4 8.4 4.0 12.0 0.9 4.9 20.9 22.2 32.0 28.9 26.7 1.8 0.4 3.1 0.9

59 12 13 14 22 7 3 7 2 6 14 8 12 21 16 5 1 1 0

100.0 20.3 22.0 23.7 37.3 11.9 5.1 11.9 3.4 10.2 23.7 13.6 20.3 35.6 27.1 8.5 1.7 1.7 0.0

72 22 22 19 39 3 4 4 0 2 7 13 23 21 20 4 3 1 0

100.0 30.6 30.6 26.4 54.2 4.2 5.6 5.6 0.0 2.8 9.7 18.1 31.9 29.2 27.8 5.6 4.2 1.4 0.0

72 22 20 17 17 5 3 9 3 8 14 16 25 22 17 2 1 3 0

100.0 30.6 27.8 23.6 23.6 6.9 4.2 12.5 4.2 11.1 19.4 22.2 34.7 30.6 23.6 2.8 1.4 4.2 0.0

74 25 17 26 12 3 0 12 0 3 20 14 28 18 27 1 2 1 1

100.0 33.8 23.0 35.1 16.2 4.1 0.0 16.2 0.0 4.1 27.0 18.9 37.8 24.3 36.5 1.4 2.7 1.4 1.4

113 41 19 47 18 8 1 20 0 6 18 30 37 24 37 4 2 4 2

100.0 36.3 16.8 41.6 15.9 7.1 0.9 17.7 0.0 5.3 15.9 26.5 32.7 21.2 32.7 3.5 1.8 3.5 1.8

57 16 9 29 15 4 3 6 0 0 10 22 17 15 12 1 0 0 2

100.0 28.1 15.8 50.9 26.3 7.0 5.3 10.5 0.0 0.0 17.5 38.6 29.8 26.3 21.1 1.8 0.0 0.0 3.5

246 81 55 84 71 11 8 27 3 16 33 51 92 61 80 13 5 4 3

100.0 32.9 22.4 34.1 28.9 4.5 3.3 11.0 1.2 6.5 13.4 20.7 37.4 24.8 32.5 5.3 2.0 1.6 1.2

190 50 44 65 50 19 6 30 2 9 48 50 47 56 45 3 4 6 1

100.0 26.3 23.2 34.2 26.3 10.0 3.2 15.8 1.1 4.7 25.3 26.3 24.7 29.5 23.7 1.6 2.1 3.2 0.5

102 27 23 33 28 7 5 14 4 6 16 17 28 31 32 5 4 1 3

100.0 26.5 22.5 32.4 27.5 6.9 4.9 13.7 3.9 5.9 15.7 16.7 27.5 30.4 31.4 4.9 3.9 1.0 2.9

29 10 3 9 9 1 1 1 0 4 7 4 8 8 9 2 1 0 1

100.0 34.5 10.3 31.0 31.0 3.4 3.4 3.4 0.0 13.8 24.1 13.8 27.6 27.6 31.0 6.9 3.4 0.0 3.4

256 80 61 84 68 18 7 32 1 11 47 65 91 72 77 6 3 8 1

100.0 31.3 23.8 32.8 26.6 7.0 2.7 12.5 0.4 4.3 18.4 25.4 35.5 28.1 30.1 2.3 1.2 3.1 0.4

57 20 13 23 18 4 1 11 0 4 12 16 14 9 10 4 1 1 0

100.0 35.1 22.8 40.4 31.6 7.0 1.8 19.3 0.0 7.0 21.1 28.1 24.6 15.8 17.5 7.0 1.8 1.8 0.0

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれてからずっと

15歳になるまでに転入

15歳になった以降に転入

Ｕターン

全体

性
別

男

女

年
齢

10・20代

30代

40代

50代
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10 将来のまちづくりについての意見（自由記述） 

 

調査票最終ページにある自由意見欄に記入された意見を、12 の項目に分類しています。自由意見を

記入された回答者数は 157 名ですが、複数の分野にわたる意見については一人の回答者の意見を項目

ごとで分割しているため、意見総数は 187 件となっています。内容としては、まちづくり全般や若者・

子育てについての意見が多く挙げられています。 

 

①道路・交通（14 件） 

②土地利用・都市基盤（15 件） 

③産業振興（17件） 

④若者・子育て（22 件） 

⑤安全・安心（6件） 

⑥保健・福祉（12 件） 

⑦教育・文化スポーツ（14 件） 

⑧生活環境（15件） 

⑨環境保全（15件） 

⑩まちづくり全般（25件） 

⑪行財政（16 件） 

⑫その他（16 件） 

 

○主な意見（抜粋） 

①道路・交通 

高齢者にとって足が大切で、車に乗れる時はいいのですが、乗れなくなった場合、バス移動になりますが、１時
間に１・２本しかありません。二宮町みたいなコミュニティバス（安く乗れる）があればいいと思います。(女
性、70 代以上) 

財政が厳しい状況の中、身近な町道がいたる所ででこぼこ荒れているのを見ていて、お金の使い道が間違ってい
る気がします。身近な生活環境が整ってから様々な重点項目を考えるべきだと思っています。(女性、50 代) 

若い世代の流入には、勤務地との交通の便のよさが必要だと思います。JR との交渉でアクティー、湘南ライナー、
新宿ライナーの平塚以下、各駅停車を提案して下さい。夜間、平塚まで帰ってきても、大磯までの 1駅の為に乗
り換えに無駄に 20 分くらい要します。交通、特に JR までの利便性は必要だと思います。(女性、60 代) 

 

②土地利用・都市基盤 

現在の状況では税収の大幅な増大は全く見込めないので、早々に空地等を活用して、企業や大規模店、商業施設
等を積極的に誘致し、町を活性化すべきだ。(女性、40 代) 

子育てをしていく上で、東部には子育て支援施設がない等、地域差がある気がします。是非地域差がなくなるよ
うな対応をしてほしいです。(男性、40 代) 

NCR 跡地は何とかならないのか。景観上、残念でありもったいない。(男性、50 代) 

 

③産業振興 

さまざまな文化やロケーションを重視する事は良い事でありますが、大磯町は新しい風を取り入れるノウハウが
不足していると思います。（商業施設の少なさは特に目立ちます）そろそろチャレンジ精神を持って施策を具体
化されることを期待致します。(男性、50 代) 

文化遺産の観光者をターゲットにした商業施設等、町にお金を落としてもらえる様な事が出来たら良いと思う。
または、芸術等、若い人達にお店を持ってもらう、使ってもらう。シャッター街に専門店やカフェがある。観光
者が来ても楽しめる町でありたい。(女性、50 代) 

自然も大切にしたいが、人が集まるような商業施設等、駅周辺の活性化を考えてほしい。(女性、60 代) 
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④若者・子育て 

大磯で生まれ育ったため、愛着あるのは確かですが、ちょうどよい田舎感（自然環境や俗っぽい商業施設がない
こと）が子育てに良いと思いＵターンしてきました。ただ、生活をしていくための基本的な商業施設は不足して
おり、日常的な買い物は近隣他市を利用しているのが現状です。大磯らしい品は保ったまま、これから長く生活
をしていく子育て世代にとって便利で楽しい町になっていってもらいたいと思います。(女性、30 代) 

自然環境と都内まで通勤可能な手頃な土地のある大磯は、子育て世代には魅力的だと思いますが、公園の少なさ
は異常かと思います。子どもたちはどこで遊べばいいのでしょうか。平塚のように子供の家のような安心して遊
ばせられる場所がほしいです。(女性、30 代) 

とにかく子供を預ける場所が少ない為、働くことが出来ないし。正社員でも保育園に入れるのが難しい。パート
タイムでは全く入れない。全く子育てしやすい町とは言えません。子育てしやすい町でないと、人口は減少して
いくばかりだと思います。(女性、30 代) 

二宮町や平塚市とは異なり、幼稚園・保育園の HP が魅力的ではないので、町外の保育所の方が安心して子供を
預けられる。中学校の給食問題がとても気になり、引っ越しを考えている。大磯町の文化を大切にしているのは
とても良いが、発展の無い町なので子育てをしていく上で子どもに刺激を与えられるか心配。(男性、30 代) 

 

⑤安全・安心 

ぼろぼろになった空き家があったり、空家の庭の植木が電線にぶつかっていたり、台風や大風の時大丈夫かしら
と心配になります。また、ツタが家にからまっていたりして見た目も空き家は気味が悪いです。何とかならない
でしょうか？(女性、60 代) 

街灯が少なく夜は危険。明るくなれば活気も出てくる。(男性、50 代) 

空き家対策に力を入れて欲しい。景観も良くないし、安全でない。土地が空けばそこへ家を建てたいと思う人が
大磯に来るかもしれないので。(女性、60 代) 

 

⑥保健・福祉 

高齢者が運転免許証を返納後、交通移動手段としてバス運賃やハイヤー利用時の割引券配布等のサービスをして
欲しい(男性、30 代) 

今の町政は観光ばかりで町民の生活を無視していると感じています。高齢者福祉、子供の教育環境など生活に根
差した政策を希望します。(女性、30 代) 

とにかく若い世代及び高齢者が触れ合えて、共存できる町を目指したい。町の観光ばかりでなく、自給自足の何
かシステムがあればと思う。(女性、40 代) 

 

⑦教育・文化スポーツ 

50 年近く大磯町に住んでいますが、習い事をするためには全て平塚市の公民館のお世話にならないと何も始まら
ない状態が続いており、近頃は平塚市も住民以外の面倒まで見きれなくなっている様子を感じます。（個人的に
頑張りが不足している事を反省はしていますが）(女性、70 代以上) 

明治 150 年のイベントに参加して、歴史が濃い町だと実感した。歴史ある町をもっとアピールしてほしい。大磯
の誇りです。(女性、60 代) 

滄浪閣跡地に是非学習スペースをお願いします。(男性、30 代) 

 

⑧生活環境 

現在 40 代ですが、これから３年先、大磯に住んでいて何か希望が持てるかといううとあまり持てない。バスは
１時間に１本か２本、大磯に税金を払いながら大磯駅を使う事もほとんどない（バスは二宮か平塚まで） もう
少し生活しやすい地域に将来的には行った方が老後安心だと思う。(女性、40 代) 

大磯に住んでいながらも日常の買い物などほとんど町外で済ませる必要がある現実がある。古いものは守ろうと
する風潮があるが、それ以上に日常生活で不便しない町づくりを推進してほしい。(男性、20 代) 

問 4 に対して、気持ちは１の住み続けたいとの思いでいるが、現実の日常生活が高齢になるに従い不安を感じる。
日常の利便性を自然環境の維持、災害対策の共存を大切に、まちづくりをしてほしい。(女性、60 代) 

 

⑨環境保全 

海あり山あり自然環境に恵まれた大磯、いつの時代になっても美しい緑豊かな町であってほしい。(男性、70 代
以上) 

海・山がある大磯町は、自然と歴史に魅力を感じているので、今後も維持していってほしいです。(男性、30 代) 

緑が多く、自然豊かな場所は、近隣の地域でどんどん失われています（茅ヶ崎、鵠沼） 大磯は自然が失われつ
つありますが、それでも豊かです。この魅力ある特色を大事にしていけば地価も下がらずに人口を増やせるし、
定住できる場所になると信じています。(女性、40 代) 
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⑩まちづくり全般 

観光に力を入れている（みなとの件、明治１５０年の件）ようだが、もう少し身近な事にお金を使ってほしい。
駅前開発について、町民の声を聞いて、動いているかが心配だ。ほとんど私達の耳に入らず、予算の中に組み入
れられているのではないか。意見交換や説明会などしっかりやってほしい。(女性、70 代以上) 

農業、漁業等の第一次産業に高齢者が参画することで、健康の促進、食料の調達を両立したい。ただ高齢者が全
てを担うと身体的、金銭的に重たくなるので、町 or 民間が主体となって、高齢者が気楽に（日替わり、ボラン
ティア的に）健康作りと産業に取り組めるようなシステムがあればいいのかなと思う。今後高齢化と日本の弱体
化は避けられないので、小さな町の中で完結して、健康に食べていければ持続可能で案外幸せだと思う。(男性、
30 代) 

のんびりとした雰囲気は気に入っているので、より魅力的な町づくりとそれをアピールして町民を増やし、ステ
キなお店やコミュニティが増えていくといいなと思います。長く住むことになると思うので、子育て世代の暮ら
しやすさも期待していますので、よろしくお願いいたします。(女性、30 代) 

子育て支援も、高齢者対策も、住みやすい町づくりも、保育所や介護施設の増設等の平均的な施策では町の魅力
は増さないと思います。例えば、教育が充実していて、その町に住めばグローバルな人材が育成できるとか、発
想力・実行力のある子供になるとか、あるいは、北欧的自立型人間が育成できるとか、１つ１つの課題に対して
他の市町より抜け出た施策を考えていくことが、町の魅力を増し、人口の維持にも繋がるのではないでしょう
か？(男性、60 代) 

観光資源に恵まれた町なので、観光による交流人口の増加を目指すべきだと思います。大磯らしい自然あふれる
発展により、同じ思想を持った質の高い町民が増えると思います。鎌倉っぽくなってほしいです。(男性、30 代) 

10 代後半から 20 代前半の人々にとって魅力的だと思う所が大磯町にはないと思います。高齢者が多く福祉・介
護に力を入れてしまい、若者に住みたいと思わせるような施設、取り組みがないと感じます。取り組んでいたと
しても私には伝わっていません。(男性、10 代) 

 

⑪行財政 

大磯町に限らず、人口減少はやむを得ないのだから、税収も減るでしょう。その為には人口に見合った町づくり
を考え、行政の支出も重点を考え振り分けすべき（従来にとらわれず） 全てが行政に頼るのではなく、個人の
負担もやむを得ないと思う。財政に見合った支出を考え、無駄な事に支出せず、大磯の特徴を考える（予算の範
囲内で）(男性、70 代以上) 

町職員の能力を最大限に引き出す町政運営をお願いしたい。子育て支援対策にしても、観光施策にしても、ピン
とこないものがある。(男性、40 代) 

効率的な税金と空き地など土地の使い方をしてほしいと思います。お年寄りの買い物がもっと便利になるといい
ですね。将来の生活が不安になります。(女性、40 代) 

 

⑫その他 

大磯町は住みやすくて良い町だと思います。町の為になることなら今後協力していきたいと思います。(男性、
50 代) 

自治会はなくしてほしい。意味がない。アパートやマンションなど出入りがあり必要ない。(女性、50 代) 

今まで関心が無かった。これからは情報を得て、注目したい。(男性、60 代) 



90 

Ⅲ 転入者アンケート調査結果 

 

１ 回答者属性 

 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入者の回答では、性別は全体で男性が 40.8％、女性が 59.2％と女性の比率が高く、年代別では、

30 代で女性が 64.7％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

40.8

53.3

35.3

38.6

38.2

48.3

47.1

39.5

42.1

59.2

46.7

64.7

61.4

61.8

51.7

52.9

60.5

57.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

年
齢

地
区

男 女 無回答

（5％未満は数値表示省略）
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（２）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入者の回答では、年齢は 30 代（26.7％）の比率が最も高く、続いて 40 代（23.0％）が高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0 

7.9 

26.7 

23.0 

17.8 

15.2 

8.9 

0.5 

0% 10% 20% 30%

18歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳以上

無回答

ｎ=191
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（３）居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入者の居住地区でみると、東部地区が 67.4％、西部地区が 29.9％と東部地区の比率が高くなって

います。地区では、「台町」（14.7％）の比率が最も高く、続いて「高麗」（12.0％）が高くなって

います。 

 

12.0 

5.2 

4.7 

7.9 

1.0 

0.0 

0.5 

1.0 

1.0 

2.1 

1.6 

14.7 

6.8 

8.9 

7.9 

5.8 

6.8 

1.6 

5.2 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

2.1 

2.6 

0% 5% 10% 15% 20%

高麗

東町

長者町

山王町

神明町

北本町

北下町

南本町

南下町

茶屋町

裡道

台町

西小磯東

西小磯西

中丸

馬場

国府新宿

月京

生沢

寺坂

虫窪

黒岩

西久保

石神台

無回答

ｎ=191

東部地区 

67.4％ 

西部地区 

29.9％ 
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（４）職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入者の職業でみると、「会社員または団体職員（正社員）」（31.4％）、「専業主婦・主夫」（2

2.0％）の比率が高くなっています。 

 

 

 

（５）住宅の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入者の住む住宅の種類でみると、「戸建住宅で持ち家」（51.8％）の比率が最も高く、続いて「賃

貸集合住宅」（17.3％）、「分譲集合住宅」（15.7％）が高くなっています。 

 

0.5 

5.2 

3.7 

31.4 

7.9 

15.7 

22.0 

1.6 

8.4 

3.1 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40%

農林水産業

自営業

会社または団体の役員

会社員または団体職員(正社員)

官公庁・学校などの公務員

派遣社員・パート・アルバイト

専業主婦・主夫

学生

無職

その他

無回答

ｎ=191

51.8 

10.5 

15.7 

17.3 

1.6 

0.0 

2.6 

0.5 

0% 20% 40% 60%

戸建住宅で持ち家

戸建賃貸住宅

分譲集合住宅

賃貸集合住宅

寮、社宅

公営住宅（町営）

その他

無回答

ｎ=191
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（６）転入前の居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入前の居住地域をみると、「東京都、千葉県、埼玉県の市町村」（18.8％）の比率が最も高く、

続いて「横浜市、川崎市」（17.8％）、「平塚市」（14.7％）の順となっており、近隣の市町村から

の転入は、「平塚市」の比率が最も高くなっています。 

性別でみると、男性は「東京都、千葉県、埼玉県以外の市町村」、女性は「横浜市、川崎市」が最

も高くなっています。 

地区別にみると、東部地区では「横浜市、川崎市」と「東京都、千葉県、埼玉県の市町村」、西部

地区では「他の県内市町村」が最も高くなっています。 

 

 

6.8 

2.1 

1.6 

0.5 

5.2 

14.7 

3.1 

1.6 

0.0 

17.8 

15.7 

18.8 

11.5 

0.5 

0.0 

0% 5% 10% 15% 20%

藤沢市

鎌倉市

葉山町

逗子市

茅ケ崎市

平塚市

二宮町

小田原市

中井町

横浜市、川崎市

他の県内市町村

東京都、千葉県、埼玉県の市町村

東京都、千葉県、埼玉県以外の市町村

海外

無回答

ｎ=191
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上段：人
下段：％

合
計

藤
沢
市

鎌
倉
市

葉
山
町

逗
子
市

茅
ケ
崎
市

平
塚
市

二
宮
町

小
田
原
市

中
井
町

横
浜
市

、
川
崎
市

他
の
県
内
市
町
村

東
京
都

、
千
葉
県

、
埼
玉
県

の
市
町
村

東
京
都

、
千
葉
県

、
埼
玉
県

以
外
の
市
町
村

海
外

無
回
答

191 13 4 3 1 10 28 6 3 0 34 30 36 22 1 0

100.0 6.8 2.1 1.6 0.5 5.2 14.7 3.1 1.6 0.0 17.8 15.7 18.8 11.5 0.5 0.0

78 7 2 0 1 5 9 3 1 0 8 9 16 17 0 0

100.0 9.0 2.6 0.0 1.3 6.4 11.5 3.8 1.3 0.0 10.3 11.5 20.5 21.8 0.0 0.0

113 6 2 3 0 5 19 3 2 0 26 21 20 5 1 0

100.0 5.3 1.8 2.7 0.0 4.4 16.8 2.7 1.8 0.0 23.0 18.6 17.7 4.4 0.9 0.0

15 1 0 0 0 0 3 0 0 0 3 2 2 4 0 0

100.0 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 13.3 13.3 26.7 0.0 0.0

51 2 1 0 0 4 8 1 2 0 11 12 6 4 0 0

100.0 3.9 2.0 0.0 0.0 7.8 15.7 2.0 3.9 0.0 21.6 23.5 11.8 7.8 0.0 0.0

44 3 1 1 0 3 10 1 0 0 9 3 9 4 0 0

100.0 6.8 2.3 2.3 0.0 6.8 22.7 2.3 0.0 0.0 20.5 6.8 20.5 9.1 0.0 0.0

34 3 0 1 1 1 3 3 1 0 5 6 8 1 1 0

100.0 8.8 0.0 2.9 2.9 2.9 8.8 8.8 2.9 0.0 14.7 17.6 23.5 2.9 2.9 0.0

29 3 1 0 0 1 3 1 0 0 2 7 5 6 0 0

100.0 10.3 3.4 0.0 0.0 3.4 10.3 3.4 0.0 0.0 6.9 24.1 17.2 20.7 0.0 0.0

17 1 1 1 0 1 1 0 0 0 4 0 5 3 0 0

100.0 5.9 5.9 5.9 0.0 5.9 5.9 0.0 0.0 0.0 23.5 0.0 29.4 17.6 0.0 0.0

129 9 3 3 1 6 20 2 2 0 26 18 26 12 1 0

100.0 7.0 2.3 2.3 0.8 4.7 15.5 1.6 1.6 0.0 20.2 14.0 20.2 9.3 0.8 0.0

57 3 1 0 0 4 8 4 1 0 6 11 9 10 0 0

100.0 5.3 1.8 0.0 0.0 7.0 14.0 7.0 1.8 0.0 10.5 19.3 15.8 17.5 0.0 0.0

11 1 0 0 0 1 1 1 0 0 3 2 0 2 0 0

100.0 9.1 0.0 0.0 0.0 9.1 9.1 9.1 0.0 0.0 27.3 18.2 0.0 18.2 0.0 0.0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

13 0 0 1 0 1 2 1 0 0 0 3 2 2 1 0

100.0 0.0 0.0 7.7 0.0 7.7 15.4 7.7 0.0 0.0 0.0 23.1 15.4 15.4 7.7 0.0

165 12 4 2 1 8 24 4 3 0 31 25 34 17 0 0

100.0 7.3 2.4 1.2 0.6 4.8 14.5 2.4 1.8 0.0 18.8 15.2 20.6 10.3 0.0 0.0

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれて住んでいた
ことがある

15歳までに住んだ
ことがある

15歳以降に住んだ
ことがある

住んでいたことは
ない

全体

性
別

男

女

年
齢

20代

30代

40代

50代
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（７）居住履歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入者の居住履歴でみると、「住んでいたことはない」（86.4％）の比率が最も高くなっています。

一方、『住んだことがある』（「生まれて住んでいたことがある」、「15歳になるまでに大磯町に住

んだことがある」、「15 歳になった以降に大磯町に住んだことがある」の合計）は 13.1％となって

います。 

 

【経年比較】 

年度（回答者数） １位 ２位 ３位 ４位 

平成 26 年度 

（185） 

住んでいたことはな

い（74.1％） 

生まれて住んでい

た こ と が あ る

（13.0％） 

15 歳になった以降

に大磯町に住んだ

ことがある（10.3％） 

15 歳になるまでに

大磯町に住んだこ

とがある（1.6％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8 

0.5 

6.8 

86.4 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれて住んでいたことがある

15歳になるまでに大磯町に住んだことがある

15歳になった以降に大磯町に住んだことがある

住んでいたことはない

無回答

ｎ=191

上段：人
下段：％

合
計

生
ま
れ
て
住
ん
で
い

た
こ
と
が
あ
る

1
5
歳
に
な
る
ま
で

に
大
磯
町
に
住
ん
だ

こ
と
が
あ
る

1
5
歳
に
な

っ
た
以

降
に
大
磯
町
に
住
ん

だ
こ
と
が
あ
る

住
ん
で
い
た
こ
と
は

な
い

無
回
答

191 11 1 13 165 1

100.0 5.8 0.5 6.8 86.4 0.5

78 5 1 5 66 1

100.0 6.4 1.3 6.4 84.6 1.3

113 6 0 8 99 0

100.0 5.3 0.0 7.1 87.6 0.0

15 0 1 0 14 0

100.0 0.0 6.7 0.0 93.3 0.0

51 3 0 1 47 0

100.0 5.9 0.0 2.0 92.2 0.0

44 4 0 4 36 0

100.0 9.1 0.0 9.1 81.8 0.0

34 2 0 5 27 0

100.0 5.9 0.0 14.7 79.4 0.0

29 2 0 1 25 1

100.0 6.9 0.0 3.4 86.2 3.4

17 0 0 2 15 0

100.0 0.0 0.0 11.8 88.2 0.0

129 8 1 6 113 1

100.0 6.2 0.8 4.7 87.6 0.8

57 3 0 6 48 0

100.0 5.3 0.0 10.5 84.2 0.0

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

全体

性
別

男

女

年
齢

20代

30代

40代

50代
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（８）大磯町という地名をどこで知ったか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大磯町の地名をどこで知ったかをみると、「地名はなんとなく知っていた」（41.4％）の比率が最

も高く、続いて「海やプール等で遊んだことがある」（28.8％）、「家族・親せき・知人が住んでい

る」（23.6％）の順となっています。 

 

【経年比較】 

年度（回答者数） １位 ２位 ３位 

平成 26 年度 

（185） 

地名はなんとなく知ってい

た（38.4％） 

海やプール等で遊んだこ

とがある（29.2％） 

家族・親せき・知人が住ん

でいる（25.9％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.4 

23.6 

28.8 

6.8 

14.1 

5.8 

41.4 

14.1 

0.0 

0% 20% 40% 60%

自分が育ったところ

家族・親せき・知人が住んでいる

海やプール等で遊んだことがある

まち歩きなどをしたことがある

雑誌・新聞・テレビ等で知った

知り合いから聞いた

地名はなんとなく知っていた

その他

無回答

ｎ=191

［その他の内容］ 

・就職の関係で 

・土地探し 

・高校に通っていた 

・地元が近い など 
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上段：人
下段：％

合
計

自
分
が
育

っ
た

と
こ
ろ

家
族
・
親
せ

き
・
知
人
が
住

ん
で
い
る

海
や
プ
ー

ル
等

で
遊
ん
だ
こ
と

が
あ
る

ま
ち
歩
き
な
ど

を
し
た
こ
と
が

あ
る

雑
誌
・
新
聞
・

テ
レ
ビ
等
で

知

っ
た

知
り
合
い
か
ら

聞
い
た

地
名
は
な
ん
と

な
く
知

っ
て
い

た そ
の
他

無
回
答

191 18 45 55 13 27 11 79 27 0

100.0 9.4 23.6 28.8 6.8 14.1 5.8 41.4 14.1 0.0

78 8 19 20 7 11 6 33 10 0

100.0 10.3 24.4 25.6 9.0 14.1 7.7 42.3 12.8 0.0

113 10 26 35 6 16 5 46 17 0

100.0 8.8 23.0 31.0 5.3 14.2 4.4 40.7 15.0 0.0

15 2 4 6 2 3 2 6 1 0

100.0 13.3 26.7 40.0 13.3 20.0 13.3 40.0 6.7 0.0

51 5 17 12 3 5 2 23 10 0

100.0 9.8 33.3 23.5 5.9 9.8 3.9 45.1 19.6 0.0

44 4 12 5 4 7 4 19 6 0

100.0 9.1 27.3 11.4 9.1 15.9 9.1 43.2 13.6 0.0

34 4 6 15 1 6 2 13 3 0

100.0 11.8 17.6 44.1 2.9 17.6 5.9 38.2 8.8 0.0

29 3 4 11 3 4 0 12 2 0

100.0 10.3 13.8 37.9 10.3 13.8 0.0 41.4 6.9 0.0

17 0 2 6 0 2 1 5 5 0

100.0 0.0 11.8 35.3 0.0 11.8 5.9 29.4 29.4 0.0

129 12 29 38 10 17 9 54 16 0

100.0 9.3 22.5 29.5 7.8 13.2 7.0 41.9 12.4 0.0

57 5 16 16 3 9 2 20 11 0

100.0 8.8 28.1 28.1 5.3 15.8 3.5 35.1 19.3 0.0

11 10 1 0 0 0 0 1 0 0

100.0 90.9 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0

1 1 1 1 1 0 0 0 0 0

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13 1 4 4 0 1 0 7 2 0

100.0 7.7 30.8 30.8 0.0 7.7 0.0 53.8 15.4 0.0

165 6 39 50 12 26 11 71 24 0

100.0 3.6 23.6 30.3 7.3 15.8 6.7 43.0 14.5 0.0

居
住
履
歴

生まれて住んでいた
ことがある

15歳までに住んだ
ことがある

15歳以降に住んだ
ことがある

住んでいたことは
ない

50代

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

全体

性
別

男

女

年
齢

20代

30代

40代
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（９）現在の住宅に決める前に他の地域の住宅と比較したか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の住宅に決める前に他の地域の住宅と比較したかをみると、「比較しなかった」（32.5％）の

比率が最も高く、続いて「平塚市」（31.4％）、「二宮町」（24.6％）、「茅ヶ崎市」（23.6％）の

順となっています。 

性別でみると、男性は「茅ヶ崎市」や「藤沢市」が比較的高くなっています。 

地区別にみると、西部地区で「比較しなかった」が高くなっています。 

 

【経年比較】 

年度（回答者数） １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

平成 26 年度 

（185） 

比較しなかっ

た（39.5％） 

平 塚 市

（29.2％） 

茅 ヶ 崎 市

（17.3％） 

二 宮 町

（14.6％） 

藤 沢 市

（13.0％） 

 

 

 

14.1 

12.0 

8.4 

6.3 

23.6 

31.4 

24.6 

6.8 

0.5 

11.5 

13.1 

4.7 

1.6 

32.5 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%

藤沢市

鎌倉市

葉山町

逗子市

茅ヶ崎市

平塚市

二宮町

小田原市

中井町

横浜市、川崎市

他の県内の市町村

県外の市町村

海外

比較しなかった

無回答

ｎ=191
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上段：人
下段：％

合
計

藤
沢
市

鎌
倉
市

葉
山
町

逗
子
市

茅

ヶ
崎
市

平
塚
市

二
宮
町

小
田
原
市

中
井
町

横
浜
市

、

川
崎
市

他
の
県
内

の
市
町
村

県
外
の
市

町
村

海
外

比
較
し
な

か

っ
た

無
回
答

191 27 23 16 12 45 60 47 13 1 22 25 9 3 62 0

100.0 14.1 12.0 8.4 6.3 23.6 31.4 24.6 6.8 0.5 11.5 13.1 4.7 1.6 32.5 0.0

78 18 11 9 7 22 23 18 5 1 9 11 4 1 28 0

100.0 23.1 14.1 11.5 9.0 28.2 29.5 23.1 6.4 1.3 11.5 14.1 5.1 1.3 35.9 0.0

113 9 12 7 5 23 37 29 8 0 13 14 5 2 34 0

100.0 8.0 10.6 6.2 4.4 20.4 32.7 25.7 7.1 0.0 11.5 12.4 4.4 1.8 30.1 0.0

15 2 0 1 1 0 5 2 1 0 2 2 1 0 7 0

100.0 13.3 0.0 6.7 6.7 0.0 33.3 13.3 6.7 0.0 13.3 13.3 6.7 0.0 46.7 0.0

51 9 5 2 1 17 23 11 4 0 6 7 2 0 14 0

100.0 17.6 9.8 3.9 2.0 33.3 45.1 21.6 7.8 0.0 11.8 13.7 3.9 0.0 27.5 0.0

44 8 9 3 3 10 12 12 2 0 8 1 2 0 14 0

100.0 18.2 20.5 6.8 6.8 22.7 27.3 27.3 4.5 0.0 18.2 2.3 4.5 0.0 31.8 0.0

34 6 5 5 2 10 11 11 3 1 2 6 1 1 11 0

100.0 17.6 14.7 14.7 5.9 29.4 32.4 32.4 8.8 2.9 5.9 17.6 2.9 2.9 32.4 0.0

29 2 3 4 5 6 6 8 3 0 2 3 1 2 10 0

100.0 6.9 10.3 13.8 17.2 20.7 20.7 27.6 10.3 0.0 6.9 10.3 3.4 6.9 34.5 0.0

17 0 0 0 0 2 3 3 0 0 2 5 2 0 6 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.8 17.6 17.6 0.0 0.0 11.8 29.4 11.8 0.0 35.3 0.0

129 24 18 13 10 36 43 32 9 0 19 15 7 3 35 0

100.0 18.6 14.0 10.1 7.8 27.9 33.3 24.8 7.0 0.0 14.7 11.6 5.4 2.3 27.1 0.0

57 3 5 3 2 9 16 14 4 1 1 10 1 0 25 0

100.0 5.3 8.8 5.3 3.5 15.8 28.1 24.6 7.0 1.8 1.8 17.5 1.8 0.0 43.9 0.0

11 2 1 1 1 0 0 2 0 0 2 2 0 0 6 0

100.0 18.2 9.1 9.1 9.1 0.0 0.0 18.2 0.0 0.0 18.2 18.2 0.0 0.0 54.5 0.0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

13 1 1 0 0 3 3 2 0 0 0 1 0 1 6 0

100.0 7.7 7.7 0.0 0.0 23.1 23.1 15.4 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0 7.7 46.2 0.0

165 24 21 15 11 42 57 43 13 1 20 22 9 2 48 0

100.0 14.5 12.7 9.1 6.7 25.5 34.5 26.1 7.9 0.6 12.1 13.3 5.5 1.2 29.1 0.0

居
住
履
歴

生まれて住んでいた
ことがある

15歳までに住んだ
ことがある

15歳以降に住んだ
ことがある

住んでいたことは
ない

50代

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

全体

性
別

男

女

年
齢

20代

30代

40代
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２ 町のイメージについて 

 

【問１】あなたは、大磯町に転入する以前、大磯町に対してどのようなイメージをお持ちでしたか。

（あてはまるもの３つに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入者に転入前の大磯町に対するイメージを聞いたところ、「身近な海、緑地など自然環境が豊か

であるところ」（83.8％）の比率が最も高く、続いて「地域に歴史的な文化や建物が残っているとこ

ろ」（51.3％）、「比較的交通の便が良いところ」と「海産物や農産物、果樹などの食材が豊かなと

ころ」（ともに 15.2％）の順となっています。 

性別でみると、男性は「身近な海、緑地など自然環境が豊かであるところ」が高くなっています。 

 

【経年比較】 

年度（回答者数） １位 ２位 ３位 

平成 26 年度 

（185） 

身近な海、緑地など自然

環境が豊かであるところ

（74.1％） 

地域に歴史的な文化や建

物が残っているところ

（41.6％） 

比較的交通の便が良いと

ころ（15.7％） 

※「その他」（21.6％）を除く 

 

 

13.6 

8.9 

15.2 

83.8 

51.3 

15.2 

3.7 

6.3 

6.8 

15.7 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

手頃な価格（家賃、地代、分譲価格等）の住宅があるところ

質の高い住宅、デザインが良い住宅があるところ

比較的交通の便が良いところ

身近な海、緑地など自然環境が豊かであるところ

地域に歴史的な文化や建物が残っているところ

海産物や農産物、果樹などの食材が豊かなところ

子育て・教育環境が良いところ

地域の人のつながりがあるところ

特にイメージはなかった

その他

無回答

ｎ=191

［その他の内容］ 

・都会に近い田舎 

・別荘地が多いイメージ 

・大磯ロングビーチ 

・田舎、商業施設が少ない、静かで落ち

着いた所 など 
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上段：人
下段：％

合
計

手
頃
な
価
格

（
家
賃

、
地
代

、
分
譲
価

格
等

）
の
住
宅
が
あ
る
と
こ
ろ

質
の
高
い
住
宅

、
デ
ザ
イ
ン
が
良
い
住

宅
が
あ
る
と
こ
ろ

比
較
的
交
通
の
便
が
良
い
と
こ
ろ

身
近
な
海

、
緑
地
な
ど
自
然
環
境
が
豊

か
で
あ
る
と
こ
ろ

地
域
に
歴
史
的
な
文
化
や
建
物
が
残

っ

て
い
る
と
こ
ろ

海
産
物
や
農
産
物

、
果
樹
な
ど
の
食
材

が
豊
か
な
と
こ
ろ

子
育
て
・
教
育
環
境
が
良
い
と
こ
ろ

地
域
の
人
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
こ
ろ

特
に
イ
メ
ー

ジ
は
な
か

っ
た

そ
の
他

無
回
答

191 26 17 29 160 98 29 7 12 13 30 2

100.0 13.6 8.9 15.2 83.8 51.3 15.2 3.7 6.3 6.8 15.7 1.0

78 12 5 13 70 38 13 3 1 3 13 0

100.0 15.4 6.4 16.7 89.7 48.7 16.7 3.8 1.3 3.8 16.7 0.0

113 14 12 16 90 60 16 4 11 10 17 2

100.0 12.4 10.6 14.2 79.6 53.1 14.2 3.5 9.7 8.8 15.0 1.8

15 2 0 1 13 4 3 0 2 2 1 0

100.0 13.3 0.0 6.7 86.7 26.7 20.0 0.0 13.3 13.3 6.7 0.0

51 5 6 6 41 17 4 3 4 5 8 0

100.0 9.8 11.8 11.8 80.4 33.3 7.8 5.9 7.8 9.8 15.7 0.0

44 8 4 6 37 22 9 3 3 2 7 0

100.0 18.2 9.1 13.6 84.1 50.0 20.5 6.8 6.8 4.5 15.9 0.0

34 5 3 6 28 24 8 1 1 2 8 0

100.0 14.7 8.8 17.6 82.4 70.6 23.5 2.9 2.9 5.9 23.5 0.0

29 4 3 4 25 20 2 0 1 0 3 2

100.0 13.8 10.3 13.8 86.2 69.0 6.9 0.0 3.4 0.0 10.3 6.9

17 2 1 6 15 10 3 0 1 2 2 0

100.0 11.8 5.9 35.3 88.2 58.8 17.6 0.0 5.9 11.8 11.8 0.0

129 15 15 24 110 64 20 4 9 7 20 1

100.0 11.6 11.6 18.6 85.3 49.6 15.5 3.1 7.0 5.4 15.5 0.8

57 11 2 3 45 30 8 3 3 6 9 1

100.0 19.3 3.5 5.3 78.9 52.6 14.0 5.3 5.3 10.5 15.8 1.8

11 1 0 3 11 7 0 0 2 0 2 0

100.0 9.1 0.0 27.3 100.0 63.6 0.0 0.0 18.2 0.0 18.2 0.0

1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13 2 1 2 12 8 5 1 1 0 4 0

100.0 15.4 7.7 15.4 92.3 61.5 38.5 7.7 7.7 0.0 30.8 0.0

165 23 16 24 136 83 24 6 9 13 23 2

100.0 13.9 9.7 14.5 82.4 50.3 14.5 3.6 5.5 7.9 13.9 1.2

居
住
履
歴

生まれて住んでいた
ことがある

15歳までに住んだ
ことがある

15歳以降に住んだ
ことがある

住んでいたことは
ない

50代

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

全体

性
別

男

女

年
齢

20代

30代

40代
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【問２】あなたが大磯町に住むことを決めた理由は何ですか。（３つまで○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大磯町に住むことを決めた理由として、「自然環境が良いから」（52.4％）の比率が最も高く、続

いて「手頃な住宅、土地があったから」（42.4％）、「親が近くに住んでいる」（18.3％）の順とな

っています。 

性別でみると、男性は「地域にブランド性があったから」、女性は「手頃な住宅、土地があったか

ら」、「親が近くに住んでいる」が高くなっています。 

地区別にみると、東部地区は「自然環境が良いから」、西部地区は「親が近くに住んでいる」が高

くなっています。 

 

【経年比較】 

年度（回答者数） １位 ２位 ３位 

平成 26 年度 

（185） 

自 然 環 境 が 良 い か ら

（44.9％） 

手頃な住宅、土地があっ

たから（38.9％） 

結婚や家族の移転にとも

って（20.5％） 

 

 

5.8 

12.6 

42.4 

2.6 

52.4 

6.8 

18.3 

15.2 

9.4 

11.0 

16.2 

1.0 

0% 20% 40% 60%

自分が育ったところだから

通勤通学の便が良いから

手頃な住宅、土地があったから

社宅、寮があるから

自然環境が良いから

子育て・教育環境が良いから

親が近くに住んでいる

結婚や家族の移転にともなって

日常の生活がしやすいところだから

地域にブランド性があったから

その他

無回答

ｎ=191

［その他の内容］ 

・子供が通う学校があったから 

・東京との行き来が容易だから 

・平塚市に比べて保育園へ入園しやす

かったから 

・地域文化水準の高さ 

・親の介護を見据えて など 
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上段：人
下段：％

合
計

自
分
が
育

っ
た
と
こ

ろ
だ
か
ら

通
勤
通
学
の
便
が
良

い
か
ら

手
頃
な
住
宅

、
土
地

が
あ

っ
た
か
ら

社
宅

、
寮
が
あ
る
か

ら 自
然
環
境
が
良
い
か

ら 子
育
て
・
教
育
環
境

が
良
い
か
ら

親
が
近
く
に
住
ん
で

い
る

結
婚
や
家
族
の
移
転

に
と
も
な

っ
て

日
常
の
生
活
が
し
や

す
い
と
こ
ろ
だ
か
ら

地
域
に
ブ
ラ
ン
ド
性

が
あ

っ
た
か
ら

そ
の
他

無
回
答

191 11 24 81 5 100 13 35 29 18 21 31 2

100.0 5.8 12.6 42.4 2.6 52.4 6.8 18.3 15.2 9.4 11.0 16.2 1.0

78 4 9 29 3 42 6 10 11 9 13 14 0

100.0 5.1 11.5 37.2 3.8 53.8 7.7 12.8 14.1 11.5 16.7 17.9 0.0

113 7 15 52 2 58 7 25 18 9 8 17 2

100.0 6.2 13.3 46.0 1.8 51.3 6.2 22.1 15.9 8.0 7.1 15.0 1.8

15 1 2 4 2 5 0 2 5 1 1 0 0

100.0 6.7 13.3 26.7 13.3 33.3 0.0 13.3 33.3 6.7 6.7 0.0 0.0

51 3 8 25 2 23 7 14 12 1 2 7 0

100.0 5.9 15.7 49.0 3.9 45.1 13.7 27.5 23.5 2.0 3.9 13.7 0.0

44 3 7 13 1 25 4 12 4 2 6 8 0

100.0 6.8 15.9 29.5 2.3 56.8 9.1 27.3 9.1 4.5 13.6 18.2 0.0

34 3 6 15 0 14 1 4 4 6 5 6 0

100.0 8.8 17.6 44.1 0.0 41.2 2.9 11.8 11.8 17.6 14.7 17.6 0.0

29 1 1 15 0 21 0 3 3 3 4 2 2

100.0 3.4 3.4 51.7 0.0 72.4 0.0 10.3 10.3 10.3 13.8 6.9 6.9

17 0 0 8 0 11 1 0 1 5 3 7 0

100.0 0.0 0.0 47.1 0.0 64.7 5.9 0.0 5.9 29.4 17.6 41.2 0.0

129 8 17 58 2 73 10 19 18 13 17 21 1

100.0 6.2 13.2 45.0 1.6 56.6 7.8 14.7 14.0 10.1 13.2 16.3 0.8

57 3 6 22 3 23 3 14 10 4 4 10 1

100.0 5.3 10.5 38.6 5.3 40.4 5.3 24.6 17.5 7.0 7.0 17.5 1.8

11 9 1 2 0 2 0 4 0 1 0 2 0

100.0 81.8 9.1 18.2 0.0 18.2 0.0 36.4 0.0 9.1 0.0 18.2 0.0

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13 1 2 4 1 6 0 4 1 3 4 4 0

100.0 7.7 15.4 30.8 7.7 46.2 0.0 30.8 7.7 23.1 30.8 30.8 0.0

165 0 21 75 4 92 13 27 28 14 17 24 2

100.0 0.0 12.7 45.5 2.4 55.8 7.9 16.4 17.0 8.5 10.3 14.5 1.2

居
住
履
歴

生まれて住んでいた
ことがある

15歳までに住んだ
ことがある

15歳以降に住んだ
ことがある

住んでいたことは
ない

50代

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

全体

性
別

男

女

年
齢

20代

30代

40代
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【問２－２】あなたが思い浮かべる「大磯町のブランドイメージ」を教えてください。（自由記入） 

 

 問２で「地域にブランド性があったから」を選択した回答者に対し、「大磯町のブランドイメージ」

について具体的に聞きました。具体的な回答（19 件）は以下のとおりです。 

 

●歴史的文化や建物が残っている町 

●明治からの別荘地。海岸がきれい。自然環境が良い。安心して生活できる。ゆっくりしたペースで

生活できる。コミュニティの繋がりがある。 

●歴史がある 

●歴史的人物が住んでいた名所が数々ある。海が近く、避暑地（別荘）がある 

●敷地にゆとりがある住宅が多い。家も人も車の多すぎず、快適に過ごせる別荘地としても最適であ

る。静かなので。 

●伝統的なコミュニティの文化が維持され、これを基盤に現代的文化を受け入れようとしているよう

に思える 

●古き良きが大切にされている町。湘南サーフィン。明治のロマンが香る。文化・歴史。 

●景観を大切にし、多くの著名人が住んだ町 

●明治以降の元勲や文化人が自宅や別荘を建て住み着いたことによるブランド。昭和からの大磯プリ

ンスホテルの盛況。鎌倉ほど an、non 族に荒らされていないが、その分全国的には知名度がイマイ

チ。その分大衆に媚びていないように感じる。 

●都内で勤務しているが「大磯」のブランドイメージは絶大である。歴史（明治の別荘街、左義長を

はじめとする祭礼）風光明媚な環境。 

●文化的価値が高い（レベル） 

●oiso ロングビーチ、別荘地 

●景勝地であるということ。文化人や政治家が居を構えたこと。リゾート施設の存在。ある年齢より

上の人なら割と日本全国的に考えてもあの大磯ロングビーチのある大磯と言えば知っている人はか

なり多いはず。 

●明治時代以降の歴史上の人物が住んだ場所。平成の市町村合併の動きにも流れなかった強い独自性

のが感じられる、他の追随を許さないイメージがあるところ。 

●大磯ロングビーチ、静かで住みやすい、サーフィン、ステータス 

●由緒正しい。湘南発祥の地であり、有名人がたくさん別荘をかまえていた。 

●どちらにお住まい？と聞かれた時に、「大磯」と言えば国内のどこでも地名は名が通っているので

いいと思った 

●昔の東海道の面影が感じられる町 

●子供に悪い環境がない。静か。 
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84.8

93.6

78.8

93.3

88.2

77.3

88.2

82.8

82.4

89.1

73.7

9.4

13.3

7.8

15.9

8.8

6.9

11.8

5.4

19.3

5.8

8.0

6.7

6.8

10.3

5.9

5.4

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

男(78)

女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

良かった 良くなかった 無回答

（5％未満は数値表示省略）

【問３】大磯町に住んで良かったと思いますか。率直なご意見をお聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入者に大磯町に住んだ感想を聞いたところ、「良かった」（84.8％）が圧倒的多数を占めており、

「良くなかった」（9.4％）は１割弱となっています。 

性別でみると、女性で「良くなかった」がやや高くなっています。 

年代別にみると、40 代で「良くなかった」がやや高くなっています。 

地区別でみると、西部地区で「良くなかった」が高くなっています。 

 

【経年比較】 

 

 

 

 

81.6 13.0 5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成26年度(185)

良かった 良くなかった 無回答
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３ 町の強み・弱み 

 

【問４】大磯町の強み（誇れるもの、他の市町村に負けていないと思うもの）は何ですか。（３つ

まで○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大磯町の強みを聞いたところ、「海・山・川などの自然環境が守られている」（75.4％）の比率が

最も高く、続いて「史跡や文化財が大切に継承されている」（48.2％）、「気候や景観、水などの住

環境が良い」（42.4％）の順となっています。 

地区別でみると、東部地区で「海・山・川などの自然環境が守られている」、西部地区では「気候

や景観、水などの住環境が良い」が高くなっています。 

 

【経年比較】 

年度（回答者数） １位 ２位 ３位 

平成 26 年度 

（185） 

海・山・川などの自然環境

が守られている（76.8％） 

気候や景観、水などの住

環境が良い（49.2％） 

史跡や文化財が大切に継

承されている（35.1％） 

 

 

75.4 

42.4 

3.1 

1.0 

2.1 

2.1 

11.5 

0.5 

9.4 

48.2 

3.7 

2.1 

10.5 

15.2 

1.6 

5.2 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%

海・山・川などの自然環境が守られている

気候や景観、水などの住環境が良い

医療・福祉施設やサービスが充実している

子育て支援サービスが充実している

買い物や外食が便利である

道路や公園などの都市基盤が整っている

交通の便が良い

公共施設が充実している

子どもの教育環境が良い

史跡や文化財が大切に継承されている

資源やリサイクル対策が充実している

消防・防災体制が整備されている

治安や子どもたちの安全が守られている

地域での人間関係が良い

ＮＰＯなどの市民活動が活発である

その他

無回答

ｎ=191

［その他の内容］ 

・町が小さすぎず、大きすぎず（規模、地形） 

・魚や野菜が新鮮でおいしい、文化的なイベ

ントが多い 

・駅前など整備されすぎていない昔ながらの

所が便利 など 
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上段：人
下段：％

合
計

海
・
山
・
川
な
ど
の
自
然
環

境
が
守
ら
れ
て
い
る

気
候
や
景
観

、
水
な
ど
の
住

環
境
が
良
い

医
療
・
福
祉
施
設
や
サ
ー

ビ

ス
が
充
実
し
て
い
る

子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
が
充

実
し
て
い
る

買
い
物
や
外
食
が
便
利
で
あ

る 道
路
や
公
園
な
ど
の
都
市
基

盤
が
整

っ
て
い
る

交
通
の
便
が
良
い

公
共
施
設
が
充
実
し
て
い
る

子
ど
も
の
教
育
環
境
が
良
い

史
跡
や
文
化
財
が
大
切
に
継

承
さ
れ
て
い
る

資
源
や
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
が

充
実
し
て
い
る

消
防
・
防
災
体
制
が
整
備
さ

れ
て
い
る

治
安
や
子
ど
も
た
ち
の
安
全

が
守
ら
れ
て
い
る

地
域
で
の
人
間
関
係
が
良
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
活
動
が

活
発
で
あ
る

そ
の
他

無
回
答

191 144 81 6 2 4 4 22 1 18 92 7 4 20 29 3 10 6

100.0 75.4 42.4 3.1 1.0 2.1 2.1 11.5 0.5 9.4 48.2 3.7 2.1 10.5 15.2 1.6 5.2 3.1

78 62 36 5 2 2 2 8 0 8 37 2 3 13 11 0 2 2

100.0 79.5 46.2 6.4 2.6 2.6 2.6 10.3 0.0 10.3 47.4 2.6 3.8 16.7 14.1 0.0 2.6 2.6

113 82 45 1 0 2 2 14 1 10 55 5 1 7 18 3 8 4

100.0 72.6 39.8 0.9 0.0 1.8 1.8 12.4 0.9 8.8 48.7 4.4 0.9 6.2 15.9 2.7 7.1 3.5

15 12 5 1 0 2 1 3 0 1 4 1 0 2 0 0 0 0

100.0 80.0 33.3 6.7 0.0 13.3 6.7 20.0 0.0 6.7 26.7 6.7 0.0 13.3 0.0 0.0 0.0 0.0

51 41 17 1 1 0 2 4 0 9 21 0 1 6 16 1 4 1

100.0 80.4 33.3 2.0 2.0 0.0 3.9 7.8 0.0 17.6 41.2 0.0 2.0 11.8 31.4 2.0 7.8 2.0

44 34 20 0 0 1 1 6 1 7 21 2 1 2 3 0 1 3

100.0 77.3 45.5 0.0 0.0 2.3 2.3 13.6 2.3 15.9 47.7 4.5 2.3 4.5 6.8 0.0 2.3 6.8

34 23 17 2 1 0 0 5 0 0 19 2 0 3 6 0 2 0

100.0 67.6 50.0 5.9 2.9 0.0 0.0 14.7 0.0 0.0 55.9 5.9 0.0 8.8 17.6 0.0 5.9 0.0

29 20 14 1 0 0 0 2 0 1 19 1 1 3 3 0 1 2

100.0 69.0 48.3 3.4 0.0 0.0 0.0 6.9 0.0 3.4 65.5 3.4 3.4 10.3 10.3 0.0 3.4 6.9

17 13 7 1 0 1 0 2 0 0 7 1 1 4 1 2 2 0

100.0 76.5 41.2 5.9 0.0 5.9 0.0 11.8 0.0 0.0 41.2 5.9 5.9 23.5 5.9 11.8 11.8 0.0

129 103 52 3 1 2 0 18 0 13 62 5 3 16 22 3 9 4

100.0 79.8 40.3 2.3 0.8 1.6 0.0 14.0 0.0 10.1 48.1 3.9 2.3 12.4 17.1 2.3 7.0 3.1

57 36 28 3 1 2 4 3 1 4 27 2 1 4 6 0 1 2

100.0 63.2 49.1 5.3 1.8 3.5 7.0 5.3 1.8 7.0 47.4 3.5 1.8 7.0 10.5 0.0 1.8 3.5

11 10 5 0 0 0 1 2 0 0 6 0 0 2 1 0 0 1

100.0 90.9 45.5 0.0 0.0 0.0 9.1 18.2 0.0 0.0 54.5 0.0 0.0 18.2 9.1 0.0 0.0 9.1

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13 9 4 1 0 1 0 2 0 1 8 0 0 1 1 0 0 0

100.0 69.2 30.8 7.7 0.0 7.7 0.0 15.4 0.0 7.7 61.5 0.0 0.0 7.7 7.7 0.0 0.0 0.0

165 123 71 5 2 3 3 18 1 17 77 7 4 17 27 3 10 5

100.0 74.5 43.0 3.0 1.2 1.8 1.8 10.9 0.6 10.3 46.7 4.2 2.4 10.3 16.4 1.8 6.1 3.0

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれて住んでいた
ことがある

15歳までに住んだ
ことがある

15歳以降に住んだ
ことがある

住んでいたことは
ない

全体

性
別

男

女

年
齢

20代

30代

40代

50代
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【問５】大磯町の弱み（まちの問題点、他の市町村より劣っていると思うもの）は何ですか。（３

つまで○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大磯町の弱みを聞いたところ、「買い物や外食が不便である」（65.4％）の比率が最も高く、続い

て「交通の便が良くない」（34.0％）、「医療・福祉施設やサービスが充実していない」（25.1％）

の順となっています。 

年代別にみると、30～40 代で「子育て支援サービスが充実していない」がやや高くなっています。 

地区別にみると、東部地区では「医療・福祉施設やサービスが充実していない」、「公共施設が充

実していない」、西部地区では「買い物や外食が不便である」、「交通の便が良くない」が高くなっ

ています。 

 

【経年比較】 

年度（回答者数） １位 ２位 ３位 

平成 26 年度 

（185） 

買い物や外食が不便であ

る（61.6％） 

交 通 の 便 が 良 く な い

（24.9％） 

道路や公園などの都市基

盤 が 整 っ て い な い

（35.1％） 

 

 

2.6 

2.6 

25.1 

16.2 

65.4 

15.2 

34.0 

24.1 

4.2 

2.1 

3.1 

3.7 

0.5 

1.6 

1.0 

12.6 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80%

海・山・川などの自然環境が守られていない

気候や景観、水などの住環境が良くない

医療・福祉施設やサービスが充実していない

子育て支援サービスが充実していない

買い物や外食が不便である

道路や公園などの都市基盤が整っていない

交通の便が良くない

公共施設が充実していない

子どもの教育環境が良くない

史跡や文化財が大切に継承されていない

資源やリサイクル対策が充実していない

消防・防災体制が整備されていない

治安や子どもたちの安全が守られていない

地域での人間関係が良くない

ＮＰＯなどの市民活動が活発でない

その他

無回答

ｎ=191

［その他の内容］ 

・歩きにくい道が多々ある。こどもが危ない。 

・文化会館とか文化センターと言われるもの

が無いと思います。発表会、コンサートとか

文化的催しをする所がない。 

・空き家問題、できれば安く賃貸にしたり、地

域補助で利用したり購入できたら良い など 
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上段：人
下段：％

合
計

海
・
山
・
川
な
ど
の
自
然

環
境
が
守
ら
れ
て
い
な
い

気
候
や
景
観

、
水
な
ど
の

住
環
境
が
良
く
な
い

医
療
・
福
祉
施
設
や
サ
ー

ビ
ス
が
充
実
し
て
い
な
い

子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
が

充
実
し
て
い
な
い

買
い
物
や
外
食
が
不
便
で

あ
る

道
路
や
公
園
な
ど
の
都
市

基
盤
が
整

っ
て
い
な
い

交
通
の
便
が
良
く
な
い

公
共
施
設
が
充
実
し
て
い

な
い

子
ど
も
の
教
育
環
境
が
良

く
な
い

史
跡
や
文
化
財
が
大
切
に

継
承
さ
れ
て
い
な
い

資
源
や
リ
サ
イ
ク
ル
対
策

が
充
実
し
て
い
な
い

消
防
・
防
災
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い

治
安
や
子
ど
も
た
ち
の
安

全
が
守
ら
れ
て
い
な
い

地
域
で
の
人
間
関
係
が
良

く
な
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
活
動

が
活
発
で
な
い

そ
の
他

無
回
答

191 5 5 48 31 125 29 65 46 8 4 6 7 1 3 2 24 9

100.0 2.6 2.6 25.1 16.2 65.4 15.2 34.0 24.1 4.2 2.1 3.1 3.7 0.5 1.6 1.0 12.6 4.7

78 0 2 16 7 51 13 26 18 5 3 2 2 1 0 1 11 4

100.0 0.0 2.6 20.5 9.0 65.4 16.7 33.3 23.1 6.4 3.8 2.6 2.6 1.3 0.0 1.3 14.1 5.1

113 5 3 32 24 74 16 39 28 3 1 4 5 0 3 1 13 5

100.0 4.4 2.7 28.3 21.2 65.5 14.2 34.5 24.8 2.7 0.9 3.5 4.4 0.0 2.7 0.9 11.5 4.4

15 1 1 4 2 10 1 7 5 1 0 1 0 0 0 0 0 1

100.0 6.7 6.7 26.7 13.3 66.7 6.7 46.7 33.3 6.7 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7

51 0 2 11 14 35 11 16 9 5 0 0 2 0 1 0 7 1

100.0 0.0 3.9 21.6 27.5 68.6 21.6 31.4 17.6 9.8 0.0 0.0 3.9 0.0 2.0 0.0 13.7 2.0

44 1 0 10 13 31 11 15 8 1 0 1 3 0 1 1 7 0

100.0 2.3 0.0 22.7 29.5 70.5 25.0 34.1 18.2 2.3 0.0 2.3 6.8 0.0 2.3 2.3 15.9 0.0

34 1 1 9 1 20 3 13 5 1 1 0 1 1 0 1 6 2

100.0 2.9 2.9 26.5 2.9 58.8 8.8 38.2 14.7 2.9 2.9 0.0 2.9 2.9 0.0 2.9 17.6 5.9

29 1 1 8 0 20 2 8 11 0 2 2 1 0 1 0 0 4

100.0 3.4 3.4 27.6 0.0 69.0 6.9 27.6 37.9 0.0 6.9 6.9 3.4 0.0 3.4 0.0 0.0 13.8

17 1 0 6 1 8 1 5 8 0 1 2 0 0 0 0 4 1

100.0 5.9 0.0 35.3 5.9 47.1 5.9 29.4 47.1 0.0 5.9 11.8 0.0 0.0 0.0 0.0 23.5 5.9

129 2 3 38 20 80 23 33 35 7 2 5 6 1 1 2 18 5

100.0 1.6 2.3 29.5 15.5 62.0 17.8 25.6 27.1 5.4 1.6 3.9 4.7 0.8 0.8 1.6 14.0 3.9

57 3 2 8 10 42 6 31 10 1 2 1 1 0 2 0 6 3

100.0 5.3 3.5 14.0 17.5 73.7 10.5 54.4 17.5 1.8 3.5 1.8 1.8 0.0 3.5 0.0 10.5 5.3

11 0 0 3 2 7 1 2 5 0 0 0 2 0 0 0 1 0

100.0 0.0 0.0 27.3 18.2 63.6 9.1 18.2 45.5 0.0 0.0 0.0 18.2 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0

1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13 1 0 5 2 7 1 7 2 0 0 0 0 0 0 0 2 1

100.0 7.7 0.0 38.5 15.4 53.8 7.7 53.8 15.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.4 7.7

165 4 5 40 27 110 26 55 38 8 4 6 4 1 3 2 21 8

100.0 2.4 3.0 24.2 16.4 66.7 15.8 33.3 23.0 4.8 2.4 3.6 2.4 0.6 1.8 1.2 12.7 4.8

居
住
履
歴

生まれて住んでいた
ことがある

15歳までに住んだ
ことがある

15歳以降に住んだ
ことがある

住んでいたことは
ない

50代

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

全体

性
別

男

女

年
齢

20代

30代

40代
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81.7

87.2

77.9

80.0

96.1

65.9

79.4

89.7

70.6

86.0

71.9

17.3

12.8

20.4

20.0

29.5

20.6

10.3

29.4

12.4

28.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

男(78)

女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

住み続けたい 町外に転居したい 無回答

（5％未満は数値表示省略）

４ 居住意向について 

 

【問６】今後も大磯町に住み続けたいと思いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大磯町に住み続けたいか聞いたところ、「住み続けたい」（81.7％）が圧倒的多数を占めている一

方、「町外に転居したい」（17.3％）が２割弱となっています。 

性別でみると、女性で「町外に転居したい」がやや高くなっています。 

年代別にみると、30 代で「住み続けたい」が特に高くなっています。 

地区別にみると、西部地区で「町外に転居したい」がやや高くなっています。 

 

【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

77.8 18.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成26年度(185)

住み続けたい 町外に転居したい 無回答
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【問６－２】住み続けたい理由は何ですか。最も近い理由に○を付けてください。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住み続けたい理由を聞いたところ、「自然環境が良いから」（36.5％）の比率が最も高く、続いて

「住宅が気に入っているから」（18.6％）、「地域に魅力があるから」（16.0％）の順となっていま

す。 

性別でみると、男性は「日常の生活がしやすいところだから」、女性は「住宅が気に入っているか

ら」がやや高くなっています。 

地区別にみると、東部地区では「住宅が気に入っているから」、西部地区では「親が近くに住んで

いる、親の出身地だから」がやや高くなっています。 

 

【経年比較】 

年度（回答者数） １位 ２位 ３位 

平成 26 年度 

（144） 

自 然 環 境 が 良 い か ら

（36.5％） 

住宅が気に入っているか

ら（18.1％） 

親が近くに住んでいる、親

の出身地だから／地域に

魅力があるから（8.3％） 

 

 

3.8 

1.9 

18.6 

36.5 

1.9 

7.1 

6.4 

16.0 

6.4 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40%

自分が育ったところだから

通勤通学の便が良いから

住宅が気に入っているから

自然環境が良いから

子育て・教育環境が良いから

親が近くに住んでいる、親の出身地だから

日常の生活がしやすいところだから

地域に魅力があるから

その他

無回答

ｎ=156

［その他の内容］ 

・家を買ったから 

・子どもを転校させるのがかわいそう 

・ご近所や町民がフレンドリーでいい 

・趣味の釣りが充実できる など 
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上段：人
下段：％

合
計

自
分
が
育

っ
た
と
こ
ろ
だ
か

ら 通
勤
通
学
の
便
が
良
い
か
ら

住
宅
が
気
に
入

っ
て
い
る
か

ら 自
然
環
境
が
良
い
か
ら

子
育
て
・
教
育
環
境
が
良
い

か
ら

親
が
近
く
に
住
ん
で
い
る

、

親
の
出
身
地
だ
か
ら

日
常
の
生
活
が
し
や
す
い
と

こ
ろ
だ
か
ら

地
域
に
魅
力
が
あ
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

156 6 3 29 57 3 11 10 25 10 2

100.0 3.8 1.9 18.6 36.5 1.9 7.1 6.4 16.0 6.4 1.3

68 2 2 8 26 2 4 8 10 5 1

100.0 2.9 2.9 11.8 38.2 2.9 5.9 11.8 14.7 7.4 1.5

88 4 1 21 31 1 7 2 15 5 1

100.0 4.5 1.1 23.9 35.2 1.1 8.0 2.3 17.0 5.7 1.1

12 0 1 4 3 0 1 1 1 0 1

100.0 0.0 8.3 33.3 25.0 0.0 8.3 8.3 8.3 0.0 8.3

49 1 0 10 13 2 6 4 4 8 1

100.0 2.0 0.0 20.4 26.5 4.1 12.2 8.2 8.2 16.3 2.0

29 1 0 6 11 1 2 1 6 1 0

100.0 3.4 0.0 20.7 37.9 3.4 6.9 3.4 20.7 3.4 0.0

27 2 2 4 10 0 1 1 7 0 0

100.0 7.4 7.4 14.8 37.0 0.0 3.7 3.7 25.9 0.0 0.0

26 2 0 4 11 0 1 2 5 1 0

100.0 7.7 0.0 15.4 42.3 0.0 3.8 7.7 19.2 3.8 0.0

12 0 0 1 8 0 0 1 2 0 0

100.0 0.0 0.0 8.3 66.7 0.0 0.0 8.3 16.7 0.0 0.0

111 5 3 24 42 2 5 4 19 6 1

100.0 4.5 2.7 21.6 37.8 1.8 4.5 3.6 17.1 5.4 0.9

41 1 0 5 14 1 6 5 4 4 1

100.0 2.4 0.0 12.2 34.1 2.4 14.6 12.2 9.8 9.8 2.4

10 4 0 1 2 0 1 0 1 1 0

100.0 40.0 0.0 10.0 20.0 0.0 10.0 0.0 10.0 10.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9 1 0 2 3 0 1 1 1 0 0

100.0 11.1 0.0 22.2 33.3 0.0 11.1 11.1 11.1 0.0 0.0

136 0 3 26 52 3 9 9 23 9 2

100.0 0.0 2.2 19.1 38.2 2.2 6.6 6.6 16.9 6.6 1.5

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれて住んでいた
ことがある

15歳までに住んだ
ことがある

15歳以降に住んだ
ことがある

住んでいたことは
ない

全体

性
別

男

女

年
齢

20代

30代

40代

50代
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【問６－３】あなたにとって大磯町の「魅力」とは何ですか。（自由記入） 

 

問６－２で「地域に魅力があるから」を選択した回答者に対し、町の「魅力」について具体的に聞

きました。具体的な回答（25 件）は以下のとおりです。 

 

●ほどよい田舎 

●のどか。自然が多い。でも都心へも便は良い所。 

●都会に近い田舎 

●芸術家や生活をていねいに営む個性的な人が多く住んでいて面白い。祭りや伝統を守り続けるとこ

ろが良い。 

●素朴でありながら洗練されている町の雰囲気。人々が親切であたたかい。 

●海、山等、自然環境が良く、温暖な気候で暮らしやすい 

●自然が豊か 

●落ち着いた街並み、品の良さ 

●自然環境が豊かで新鮮な魚と野菜が食べられる 

●海山が近い 

●町全体が落ち着いていて静か。「大人の雰囲気」が魅力です。雑多なお店や大型店などは近隣の市

町村にまかせて静かに暮らせる。 

●自然が多い 

●人と人のつながりが深い。住民の方の気質が一番の魅力 

●高層の建物が非常に少ない、自然環境が豊か、また静か。歴史を感じるものが残されている。 

●伝統的文化が根付いていて大磯らしい文化を享受できそうなところ 

●とてもあたたかいご近所付き合いをさせてもらっています 

●自然環境が良く、散歩するのには最適です 

●海・山・歴史にかこまれ、ゆったりと流れる空気。 

●海と山と歴史とが身近に感じて楽しめる所 

●都心部と違って人口が少なく、落ち着いているところ 

●自然環境に恵まれていること 

●人柄がのんびりとしていて交流もほどよく、それぞれにサーフィンやハンドメイドなど趣味を楽し

む印象がある。 

●のどか 

●散歩が楽しい（海辺や山歩き、近い） 

●海や山など自然環境がよい。静か。安全な気がします。 
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【問６－４】町外に転居したい理由は何ですか。最も近い理由に○を付けてください。（１つだけ

○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町外に転居したい理由を聞いたところ、「日常の生活がしにくいところだから」（27.3％）の比率

が最も高く、続いて「通勤通学の便が良くないから」（18.2％）、「地域に魅力がないから」（15.2％）

の順となっています。 

※この設問は回答者数が少ないため、参考までに記載します。 

 

【経年比較】 

年度（回答者数） １位 ２位 ３位 

平成 26 年度 

（35） 

通勤通学の便が良くない

から（25.7％） 

子育て・教育環境が良くな

いから（14.3％） 

日常の生活がしにくいとこ

ろだから／地域に魅力が

ないから（11.4％） 

※「その他」（14.3％）を除く 

 

6.1 

18.2 

6.1 

0.0 

3.0 

27.3 

15.2 

6.1 

18.2 

0.0 

0% 10% 20% 30%

自分が育った地域ではなく愛着がないから

通勤通学の便が良くないから

今の住宅が住みづらいから

自然環境が良くないから

子育て・教育環境が良くないから

日常の生活がしにくいところだから

地域に魅力がないから

地震や津波が不安だから

その他

無回答

ｎ=33

［その他の内容］ 

・好きな地域があるから 

・老人の比率が多く将来が不安だか

ら など 
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上段：人
下段：％

合
計

自
分
が
育

っ
た
地
域
で
は

な
く
愛
着
が
な
い
か
ら

通
勤
通
学
の
便
が
良
く
な

い
か
ら

今
の
住
宅
が
住
み
づ
ら
い

か
ら

自
然
環
境
が
良
く
な
い
か

ら 子
育
て
・
教
育
環
境
が
良

く
な
い
か
ら

日
常
の
生
活
が
し
に
く
い

と
こ
ろ
だ
か
ら

地
域
に
魅
力
が
な
い
か
ら

地
震
や
津
波
が
不
安
だ
か

ら そ
の
他

無
回
答

33 2 6 2 0 1 9 5 2 6 0

100.0 6.1 18.2 6.1 0.0 3.0 27.3 15.2 6.1 18.2 0.0

10 0 2 1 0 1 0 3 1 2 0

100.0 0.0 20.0 10.0 0.0 10.0 0.0 30.0 10.0 20.0 0.0

23 2 4 1 0 0 9 2 1 4 0

100.0 8.7 17.4 4.3 0.0 0.0 39.1 8.7 4.3 17.4 0.0

3 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0

100.0 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

2 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0

100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

13 0 3 1 0 1 1 1 0 6 0

100.0 0.0 23.1 7.7 0.0 7.7 7.7 7.7 0.0 46.2 0.0

7 2 1 0 0 0 2 2 0 0 0

100.0 28.6 14.3 0.0 0.0 0.0 28.6 28.6 0.0 0.0 0.0

3 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0

5 0 0 0 0 0 4 0 1 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 80.0 0.0 20.0 0.0 0.0

16 2 2 2 0 0 2 3 1 4 0

100.0 12.5 12.5 12.5 0.0 0.0 12.5 18.8 6.3 25.0 0.0

16 0 4 0 0 0 7 2 1 2 0

100.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 43.8 12.5 6.3 12.5 0.0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 0 0 0 0 0 3 0 0 1 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 0.0 0.0 25.0 0.0

27 2 5 2 0 1 6 5 2 4 0

100.0 7.4 18.5 7.4 0.0 3.7 22.2 18.5 7.4 14.8 0.0

60代

70代以上

地
区

東部地区

西部地区

居
住
履
歴

生まれて住んでいた
ことがある

15歳までに住んだ
ことがある

15歳以降に住んだ
ことがある

住んでいたことは
ない

全体

性
別

男

女

年
齢

20代

30代

40代

50代
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【問６－５】あなたにとって大磯町の「魅力がない」とはどのようなことですか。（自由記入） 

 

問６－４で「地域に魅力がないから」を選択した回答者に対し、具体的に聞いたところ、回答（５

件）は以下のとおりです。 

 

●特徴がない 

●大磯というイメージとは程遠いひなびた田舎町であり、有名無実と思える 

●高齢化が進み、町に活力がない。昭和のレトロ価値観の幅をきかせる人がまだ多い。 

●お店が少ない。バスは１時間に１本、海岸の立ち入り禁止区域が多い。 

●歴史、ブランドにこだわりすぎて先の事を何も考えていない。商業施設がなさすぎる。 
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５ 今後重点的に取り組む施策について 

 

【問７】町（行政）が今後、特に重点的に行う必要がある具体的な施策について、以下の 

項目から５つ選んで番号に○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後５年間で重点的に取り組むべき施策について、「優先度が高い」の比率が高かった項目は、「次

代を担う人づくりの形成（保育・幼児教育／学校教育／青少年）」、「子どもを育てやすい環境づく

りの推進（子ども・子育て支援）」、「安全なまちづくりの推進（危機管理／消防・救急・救助／生

活安全）」となっています。一方、「優先度が低い」の比率が高かった項目は、「交流とひろばづく

りの推進（町民参画・交流）」、「ゆとりを育む生涯学習の推進（生涯学習）」、「資源を生かした

特色ある観光の推進（観光）」となっています。 

59.7

66.5

42.9

33.5

39.3

15.2

52.9

52.9

52.4

56.0

42.4

68.1

23.6

33.5

45.0

50.3

53.4

50.3

40.8

26.2

18.3

34.6

44.0

39.3

53.4

29.3

26.2

29.3

28.3

38.2

18.8

43.5

37.2

35.6

30.9

27.2

27.2

34.0

10.5

6.8

7.3

11.0

8.4

6.3

12.6

7.3

6.3

11.0

11.0

5.2

7.3

5.2

12.6

11.5

7.3

19.4

8.9

5.8

11.5

7.9

8.4

18.3

14.7

11.0

10.5

12.6

11.5

16.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全なまちづくりの推進

（危機管理／消防・救急・救助／生活安全）

子どもを育てやすい環境づくりの推進

（子ども・子育て支援）

高齢者の生きがいづくりの推進

（生きがいづくりと社会参加）

健康づくりの推進

（保健・医療／健康スポーツ）

こころとふれあう福祉社会の充実

（地域福祉／障がい者福祉／高齢者福祉／保険・年金）

交流とひろばづくりの推進

（町民参画・交流）

開かれた町政と情報化の推進

（広報・広聴と情報化）

効率的な行財政の運営

（行財政運営）

身近な自然環境空間の形成

（自然環境／公園／海岸）

良好な地域環境の形成

（環境保全／河川・生活排水）

循環型地域社会の形成

（廃棄物処理）

次代を担う人づくりの形成

（保育・幼児教育／学校教育／青少年）

ゆとりを育む生涯学習の推進

（生涯学習）

誰もが尊重される社会づくりの形成

（人権・男女共同参画）

地域に根ざした文化の継承と創造

（文化・文化財）

魅力ある空間の形成

（土地利用／住宅・住環境／景観形成）

快適に移動できる交通基盤の推進

（道路・交通）

活力と個性あふれる産業の振興

（農業／漁業／商工業・勤労者福祉）

資源を生かした特色ある観光の推進

（観光）

優先度が高い どちらともいえない わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）

安
全
で
安
心
な 

あ
た
た
か
み
の
あ
る 

ま
ち
づ
く
り 

町
民
の
力
や 

知
恵
が
集
ま
る 

ま
ち
づ
く
り 

人
と
自
然
が 

共
生
す
る 

循
環
の 

ま
ち
づ
く
り 

心
豊
か
な
人
を 

育
て
る 

ま
ち
づ
く
り 

個
性
と
魅
力
と 

活
力
の
あ
る 

ま
ち
づ
く
り 

n=191 
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【属性別】 

 回答者の属性別にみると以下の点が特徴としてあげられます。 

 

●安全で安心なあたたかみのあるまちづくり 

・「安全なまちづくりの推進（危機管理／消防・救急・救助／生活安全）」は、女性、東部地区で「優

先度が高い」の比率がやや高くなっています。 

・「子どもを育てやすい環境づくりの推進（子ども・子育て支援）」は、30 代などの若い世代で「優

先度が高い」の比率が高くなっています。 

・「高齢者の生きがいづくりの推進（生きがいづくりと社会参加）」は、女性、西部地区で「優先度

が高い」の比率がやや高くなっています。 

・「健康づくりの推進（保健・医療／健康スポーツ）」は、おおむね年代が高いほど「優先度が高い」

の比率が高くなっています。 

・「こころとふれあう福祉社会の充実（地域福祉／障がい者福祉／高齢者福祉／保険・年金）」は、

女性で「優先度が高い」の比率がやや高くなっています。 

 

●町民の力や知恵が集まるまちづくり 

・「交流とひろばづくりの推進（町民参画・交流）」は、30 代で「優先度が高い」の比率がやや高く

なっています。 

・「開かれた町政と情報化の推進（広報・広聴と情報化）」は、東部地区で「優先度が高い」の比率

がやや高くなっています。 

・「効率的な行財政の運営（行財政運営）」は、おおむね年代が低いほど「優先度が高い」の比率が

高くなっています。 

 

●人と自然が共生する循環のまちづくり 

・「身近な自然環境空間の形成（自然環境／公園／海岸）」は、男性、東部地区で「優先度が高い」

の比率が高くなっています。 

・「良好な地域環境の形成（環境保全／河川・生活排水）」は、男性、50 代で「優先度が高い」の比

率がやや高くなっています。 

・「循環型地域社会の形成（廃棄物処理）」は、男性、50～60 代で「優先度が高い」の比率が高くな

っています。 

 

●心豊かな人を育てるまちづくり 

・「次代を担う人づくりの形成（保育・幼児教育／学校教育／青少年）」は、男性、東部地区のほか、

年代が低いほど「優先度が高い」の比率が高く、特に 30 代で高くなっています。 

・「ゆとりを育む生涯学習の推進（生涯学習）」は、おおむね年代が低いほど「優先度が高い」の比

率が高くなっています。 

・「誰もが尊重される社会づくりの形成（人権・男女共同参画）」は、男性で「優先度が高い」の比

率がやや高くなっています。 

・「地域に根ざした文化の継承と創造（文化・文化財）」は、男性で「優先度が高い」の比率がやや

高くなっています。 
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●個性と魅力と活力のあるまちづくり 

・「魅力ある空間の形成（土地利用／住宅・住環境／景観形成）」は、男性、50 代で「優先度が高い」

の比率が高くなっています。 

・「快適に移動できる交通基盤の推進（道路・交通）」は、女性、西部地区で「優先度が高い」の比

率が高くなっています。 

・「活力と個性あふれる産業の振興（農業／漁業／商工業・勤労者福祉）」は、40～50 代で「優先度

が高い」の比率がやや高くなっています。 

・「資源を生かした特色ある観光の推進（観光）」は、男性で「優先度が高い」の比率が高くなって

います。 
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【安全で安心なあたたかみのあるまちづくり】 

問７ 安全なまちづくりの推進（危機管理／消防・救急・救助／生活安全） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 子どもを育てやすい環境づくりの推進（子ども・子育て支援） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.7

53.8

63.7

40.0

62.7

59.1

64.7

69.0

47.1

63.6

52.6

26.2

33.3

21.2

33.3

27.5

29.5

23.5

17.2

23.5

25.6

26.3

5.3

5.9

6.9

17.6

7.0

5.1

20.0

7.8

7.0

5.3

6.7

9.1

11.8

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

男(78)

女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

66.5

65.4

67.3

80.0

84.3

68.2

47.1

55.2

58.8

69.8

61.4

18.3

17.9

18.6

20.0

5.9

18.2

29.4

27.6

11.8

17.1

17.5

10.5

11.5

9.7

23.5

13.8

23.5

8.5

15.8

5.1

5.9

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

男(78)

女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問７ 高齢者の生きがいづくりの推進（生きがいづくりと社会参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 健康づくりの推進（保健・医療／健康スポーツ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.9

39.7

45.1

60.0

45.1

34.1

41.2

44.8

47.1

41.1

47.4

34.6

33.3

35.4

20.0

29.4

43.2

44.1

31.0

23.5

35.7

35.1

6.8

6.4

7.1

11.8

5.9

11.8

6.2

8.8

12.6

17.9

8.8

20.0

11.8

13.6

5.9

17.2

11.8

14.0

7.0

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

男(78)

女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

33.5

34.6

32.7

13.3

21.6

31.8

38.2

55.2

47.1

32.6

35.1

44.0

39.7

46.9

66.7

52.9

43.2

38.2

27.6

35.3

44.2

43.9

7.3

7.7

7.1

11.8

11.8

11.8

7.8

7.0

11.5

16.7

8.0

13.3

13.7

15.9

8.8

10.3

13.2

7.0

5.3

6.7

6.8

5.9

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

男(78)

女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問７ こころとふれあう福祉社会の充実（地域福祉／障がい者福祉／高齢者福祉／保険・年金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【町民の力や知恵が集まるまちづくり】 

問７ 交流とひろばづくりの推進（町民参画・交流） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.3

35.9

41.6

26.7

39.2

40.9

38.2

51.7

29.4

40.3

38.6

39.3

42.3

37.2

60.0

37.3

40.9

35.3

34.5

35.3

37.2

40.4

11.0

10.3

11.5

15.7

20.6

6.9

17.6

10.1

14.0

7.3

10.3

5.3

6.7

5.9

13.6

11.8

9.3

6.7

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

男(78)

女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

15.2

15.4

15.0

6.7

25.5

6.8

11.8

17.2

17.6

13.2

19.3

53.4

51.3

54.9

46.7

47.1

59.1

64.7

58.6

29.4

55.8

49.1

8.4

9.0

8.0

7.8

11.4

8.8

17.6

7.0

12.3

19.4

21.8

17.7

40.0

19.6

15.9

11.8

17.2

29.4

21.7

14.0

6.7

6.8

5.9

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

男(78)

女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問７ 開かれた町政と情報化の推進（広報・広聴と情報化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 効率的な行財政の運営（行財政運営） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.9

52.6

53.1

33.3

56.9

52.3

44.1

62.1

64.7

55.0

49.1

29.3

29.5

29.2

26.7

31.4

31.8

38.2

24.1

5.9

28.7

29.8

6.3

6.4

6.2

5.9

8.8

6.9

11.8

5.4

8.8

8.9

10.3

8.0

33.3

5.9

9.1

5.9

11.8

8.5

8.8

6.7

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

男(78)

女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

52.9

51.3

54.0

46.7

56.9

54.5

52.9

51.7

47.1

53.5

49.1

26.2

28.2

24.8

26.7

25.5

34.1

23.5

27.6

5.9

27.1

24.6

12.6

12.8

12.4

13.7

17.6

13.8

29.4

10.9

17.5

5.8

5.1

6.2

26.7

5.9

6.2

5.3

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

男(78)

女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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【人と自然が共生する循環のまちづくり】 

問７ 身近な自然環境空間の形成（自然環境／公園／海岸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 良好な地域環境の形成（環境保全／河川・生活排水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.4

61.5

46.0

46.7

56.9

45.5

50.0

58.6

58.8

55.8

43.9

29.3

25.6

31.9

26.7

25.5

38.6

38.2

27.6

26.4

35.1

6.9

11.8

11.5

6.4

15.0

20.0

15.7

11.4

5.9

17.6

11.6

12.3

5.3

6.7

5.9

11.8

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

男(78)

女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

56.0

61.5

52.2

46.7

56.9

52.3

67.6

58.6

47.1

55.8

57.9

28.3

29.5

27.4

33.3

29.4

31.8

23.5

31.0

11.8

29.5

22.8

5.3

17.6

7.9

5.1

9.7

13.3

9.8

6.8

5.9

11.8

7.8

8.8

5.3

6.7

4.5

11.8

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

男(78)

女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問７ 循環型地域社会の形成（廃棄物処理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【心豊かな人を育てるまちづくり】 

問７ 次代を担う人づくりの形成（保育・幼児教育／学校教育／青少年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.4

47.4

38.9

40.0

37.3

36.4

50.0

51.7

47.1

42.6

40.4

38.2

37.2

38.9

53.3

43.1

47.7

32.4

31.0

5.9

39.5

35.1

7.3

9.7

9.8

8.8

6.9

17.6

6.2

10.5

8.4

9.0

8.0

6.7

9.8

9.1

6.9

17.6

8.5

8.8

5.9

11.8

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

男(78)

女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

68.1

73.1

64.6

66.7

80.4

70.5

64.7

62.1

47.1

70.5

63.2

18.8

15.4

21.2

13.3

15.7

22.7

14.7

27.6

11.8

17.8

19.3

6.3

7.7

5.3

17.6

6.9

17.6

10.5

13.3

2.0

11.8

5.4

6.7

11.8

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(191)

男(78)

女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問７ ゆとりを育む生涯学習の推進（生涯学習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 誰もが尊重される社会づくりの形成（人権・男女共同参画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.6

25.6

22.1

46.7

25.5

20.5

14.7

6.9

52.9

23.3

22.8

43.5

41.0

45.1

33.3

43.1

43.2

52.9

58.6

5.9

41.1

52.6

11.0

7.7

13.3

15.7

6.8

14.7

10.3

11.8

11.6

10.5

18.3

23.1

15.0

13.3

15.7

22.7

14.7

20.7

23.5

21.7

8.8

4.4

6.7

6.8

5.9

5.3
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20代(15)
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40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

33.5

37.2

31.0

53.3

33.3

31.8

35.3

31.0

23.5

34.1

35.1

37.2

35.9

38.1

26.7

37.3

36.4

47.1

41.4

17.6

37.2

35.1

11.0

6.4

14.2

15.7

11.8

13.8

23.5

10.1

14.0

14.7

17.9

12.4

20.0

13.7

22.7

10.3

23.5

16.3

10.5

6.8

11.8

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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女(113)

20代(15)

30代(51)

40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問７ 地域に根ざした文化の継承と創造（文化・文化財） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個性と魅力と活力のあるまちづくり】 

問７ 魅力ある空間の形成（土地利用／住宅・住環境／景観形成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.0

51.3

40.7

46.7

43.1

36.4

50.0

58.6

41.2

43.4

47.4

35.6

32.1

38.1

26.7

29.4

47.7

41.2

31.0

23.5

37.2

33.3

5.3

11.8

11.8

5.4

11.0

11.5

10.6

20.0

15.7

11.4

6.9

11.8

11.6

8.8

5.3

6.7

11.8
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西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

50.3

57.7

45.1

53.3

56.9

45.5

64.7

34.5

35.3

50.4

49.1

30.9

26.9

33.6

33.3

25.5

36.4

29.4

48.3

5.9

30.2

31.6

6.2

5.9

6.9

23.5

7.0

10.5

11.5

9.7

6.7

11.8

11.4

5.9

6.9

23.5

13.2

5.3

5.3

6.7

11.8

7.0
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西部地区(57)
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別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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問７ 快適に移動できる交通基盤の推進（道路・交通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 活力と個性あふれる産業の振興（農業／漁業／商工業・勤労者福祉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.4

48.7

56.6

86.7

54.9

54.5

55.9

41.4

29.4

45.7

70.2

27.2

32.1

23.9

13.3

27.5

27.3

26.5

34.5

29.4

33.3

12.3

5.3

6.9

11.8

7.0

12.6

15.4

10.6

13.7

11.4

11.8

13.8

23.5

15.5

7.0

5.9
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齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）

50.3

52.6

48.7

26.7

47.1

56.8

55.9

48.3

52.9

51.9

50.9

27.2

25.6

28.3

40.0

27.5

25.0

29.4

31.0

11.8

28.7

21.1

7.3

5.1

8.8

13.7

10.3

17.6

6.2

10.5

11.5

14.1

9.7

26.7

11.8

11.4

8.8

6.9

11.8

10.9

12.3

6.7

6.8

5.9
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西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）



130 

 

問７ 資源を生かした特色ある観光の推進（観光） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40.8

47.4

36.3

53.3

41.2

29.5

44.1

44.8

41.2

41.1

42.1

34.0

28.2

38.1

26.7

31.4

43.2

41.2

34.5

11.8

33.3

36.8

5.2

6.2

9.8

17.6

7.0

16.8

17.9

15.9

20.0

17.6

20.5

8.8

17.2

17.6

18.6

10.5

11.8
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20代(15)
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40代(44)

50代(34)

60代(29)

70代以上(17)

東部地区(129)

西部地区(57)

性
別

年
齢

地
区

優先度が高い どちらとも

いえない

わからない 優先度は低い 無回答

（5％未満は数値表示省略）（5％未満は数値表示省略）
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６ 将来のまちづくりについての意見（自由記述） 

 

調査票最終ページにある自由意見欄に記入された意見を、12 の項目に分類しています。自由意見を

記入された回答者数は 108 名ですが、複数の分野にわたる意見については一人の回答者の意見を項目

ごとで分割しているため、意見総数は 127 件となっています。内容としては、若者・子育てや道路・

交通、環境保全などについての意見が多く挙げられています。 

 

①道路・交通（16 件） 

②土地利用・都市基盤（9件） 

③産業振興（5件） 

④若者・子育て（19 件） 

⑤安全・安心（9件） 

⑥保健・福祉（5件） 

⑦教育・文化スポーツ（9件） 

⑧生活環境（13件） 

⑨環境保全（15件） 

⑩まちづくり全般（11件） 

⑪行財政（7 件） 

⑫その他（9 件） 

 

○主な意見（抜粋） 

①道路・交通 

駅に遠い山側の地域へのコミュニティバスなど要望します。(女性、60 代) 

駅に近くと駅から遠い所でかなり交通の便の良さが異なると思います。私は現在学生であり、もうすぐ就職の時
期なので、職場（おそらく都内）に近い所に住みたいと思い、転居したいと思いがありますが、家を持てるくら
いの年齢になったら戻って来たいと思います。(男性、20 代) 

大磯駅利用者が増加しているように感じます。自宅までバス路線がないので、悪天候時は特に車で家族を駅まで
送迎しますが、駅前の改修工事の際には、自家用車の利用がしやすい整備をお願いします。タクシーも大事です
が、個人個人の駅へのアクセスが悪いと、都心まで通いにくくなり、生活が続けにくくなります。(女性、40 代) 

道路などのインフラ整備と若年ファミリー層の定住を促進して、（税収増と将来の町の人口増や活性化のために）
子育て支援の充実が、高齢者対策よりも先決ではないかと考えます。財政の安定が何よりも優先ではないでしょ
うか。(男性、50 代) 

 

②土地利用・都市基盤 

子どもが増えているにもかかわらず、安心して遊ばせられる広い公園が１つもない。辻堂海浜公園のような見通
しが良く、イベントや色々な事に活用できる公園があると良いと思う。(男性、30 代) 

明治 150 年記念庭園の整備、楽しみにしています。是非町民が集えるようなスペースや、広場（芝生）、カフェ
などを設置して、町外ないし県外からも人が来たがるような大磯の目玉となってほしいと思っています。(女性、
30 代) 

駅前ロータリー周辺の環境は現況を残して欲しい。ビーチの活性化。全ての電線を地中化。(男性、50 代) 

 

③産業振興 

景観や文化財を大切にしつつ、働く場が少ないので、工場地域や商業地域の誘致などをして、まちづくりをして
いって頂きたいと思います。(男性、40 代) 

商業施設や企業を積極的に誘致して町外への人口流出を食い止めていくべきだと思います。(男性、30 代) 

農林水産業の強みをもっと前面に出した振興が住環境の良い自然豊かなイメージの増幅に繋がると思う。優秀な
人材が入庁したいと思える行政施策の立案の実施を期待したい。(男性、30 代) 
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④若者・子育て 

大磯町に住んで良かったと思っています。出産を予定しているので、子どもにとってもステキなふるさとになっ
てくれればと期待しています。(女性、20 代) 

共働きのための子育てのサポートが必要で、妻の実家の最寄に転居してきました。子育てには環境が良く、小中
学校もあれていなくていいと思いますが、保育園がほとんどなく、中学校もお弁当が必要等、まだまだ専業主婦
家庭でないと厳しいなと感じています。共働き、核家族でも子供を育てやすい環境があれば大磯で生活をするこ
とを選ぶ人は増えると思います。子育てしやすい（共働きでも）環境をまわりの自治体よりもいち早く整えてい
ってほしいです。(男性、30 代) 

お年寄りも大切ですが、働いて子どもを育てている世代も大切にしなければ、都心回帰のおり、大磯を出て行く
人も多いのでは。豊かな自然があるだけで本当に子育てしづらい町です。(女性、40 代) 

町の行政活動に関して、今後の大磯町の将来を背負う世代のために注力すべき（現在は高齢者に支持してもらえ
るような活動に思え、若年層は軽視されているように感じる） 一方で、若年層が政治に興味が低い事実もある
ため、これからの世代を育てる一環として、若者が行政に興味を持つような活動を求める。(男性、30 代) 

若い人達がもっと興味を持てる町づくりに！待機児童ゼロを真剣にやる！図書館をもっとひらけた場所に。自習
スペースや閲覧スペースの増設。暗いし寒いし、子供も少ない。アイディアがない。駅周辺は禁煙に！大磯市は
盛り上がっていてすごくいい！移住者に対してももっと優遇を。空き家を移住者に有効的に紹介する仕組みを作
る。(女性、30 代) 

治安も良く、人柄も良く、規模もほどよく、引っ越して来るまでは老人の多いイメージだったが、住み始めたら
若い世代（子育て世代）や子どももたくさんいるので、バランスがとれている良い町だと思う。ただ、平塚市の
総合公園のような充実した遊び場や子育て支援センターがあまりない。役場の施設が古いのはイメージダウンで
した。歴史ある建造物を守るだけでなく、上手に活用してどの世代にも認知させて身近に親しめると良いと思う。
(女性、30 代) 

 

⑤安全・安心 

ハザードマップに記載されている危険地域の整備を早くして頂きたい。(女性、60 代) 

街灯が少なく、夜真っ暗な所が多いです。子供が帰ってくるのに（特に冬）心配です。その点でも、空いている
土地など有効活用して店などが増えると防犯の面でもよいかと思うのですが・・(女性、40 代) 

「将来のまちづくり」という広大なことは考えていませんが、とりあえず国道１号線沿いに空き家（廃屋）はな
くしてもらいたいものです。中には、倒壊寸前の倉庫をロープで縛っている家もあり、引っ越しする前から気に
なっていましたが、未だにそのまま・・観光に力を入れるとするなら、こんな小さいことからが大事では？(女
性、60 代) 

 

⑥保健・福祉 

転入してまだ日が浅いので、具体的なものはありませんが、年をとっても安心して暮らしていけるまちづくりを
お願いします。(女性、50 代) 

やがて高齢者社会になった時、お互いに頼り合える人間関係を築けるような町に！(男性、70 代以上) 

高齢者の免許返納の推進のための返納後のケアがあると良いと思います（バスの割引、タクシーチケットなど） 
大磯は駅に降り立った時の自然がすばらしいので、できるだけ壊さないでほしいと思います。(女性、50 代) 

 

⑦教育・文化スポーツ 

歴史的な資産を大いに活用して、観光面に生かして活気あふれる町を期待します。(女性、60 代) 

小学校、中学校の授業でもっと大磯町について学べる機会があると良いと思います。史跡や文化、祭り等、もっ
と興味がもてるようなきっかけがあると、今後成長した時に大磯町に戻りたい、子育てしたいと思えるのでは、
と思います。あと、空家がこわいと聞くので、対策をとってほしいです。(女性、30 代) 

古い物を大切に。近代的やおしゃれな場所は他にたくさんあるので、歴史を大切に。作り込んだ公園や海岸はや
めてほしい。陸橋は人にやさしくない。景観が悪いのでやめてほしい。(女性、70 代以上) 

 

⑧生活環境 

飲食店が増える様にしてほしい。海岸のクリーンアップキャンペーンを月１回してほしい。(男性、40 代) 

商店街？の活性化。食事する所やカフェ、観光や散策に来た人が食事したり、休憩する所が少ない。（入りづら
い）ので、おしゃれなカフェ希望。港もマリーナにすれば良かったと思う。(女性、20 代) 

何も無さすぎるので子供達は町外に出るしかない。大磯にお金を使いたくても、買い物する所が無いので、結局
平塚でお金を使う事になる。人口を減らしたくないのであれば、40 代以下の意見を聞くべき。（空き缶とペット
ボトルを週一にして下さい）(女性、40 代) 
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⑧生活環境 

買い物等不便を切に感じます。何か用がある時には必ず平塚に行かなければなりません。NCR 跡地を何かとまち
づくりの活性化に利用できないでしょうか。湘南平もとても良い所なのですが、展望台があるのみで何となくさ
みしいです。(女性、40 代) 

 

⑨環境保全 

潮風と緑に魅力ある街なので、都会化する必要はないと思います。(男性、50 代) 

自然と文化を大切に残してまちづくりを推進してほしい。町の発展、維持は人が大切。特に次代を担う子どもの
教育、育てやすい環境作りを通して、大磯の魅力をアピールすることが大切だと思います。(男性、40 代) 

維持管理に費用の掛かる施設は多くなくていいので、大磯が他の市町村と比べて良い部分に重点を置くべきと考
えます。歴史ある町ですが、観光で多くの人を集められるポテンシャルは高くなく、その部分に投資し維持する
ことは、外から来た人間として賛成できません。自然環境を生かした町づくりに期待します。(男性、30 代) 

昔ながらが気に入って、がこの地に住むことに決めた理由の１つでもあるので、雰囲気を大切に、開発など進め
られたらと思います。いつまでもステキな大磯町で。(女性、60 代) 

平塚市から移り住んで間もないですが、平塚に比べて、ここは私にはとても素敵な町です。このまま自然を残し、
緑豊かな町であってほしいです。高い建物や商業施設は作らず、このままが残せるよう、がんばってもらいたい
です。あとは、移住者を受け入れる環境作りをしてほしいです。(女性、40 代) 

 

⑩まちづくり全般 

ご高齢の方々が元気で生き生きと活躍されている地域に住む事ができてこのパワーはどこからきているのだろ
うと不思議に思います。反対にお子さんが少ないのは日本中どこでもそうだけど、地域だけでなくもっと活気あ
る取り組みをしてみてはどうかと思います。まちづくりに積極的に地域住民の１人として関わっていきたいと思
います。駅から文化的な建物などが多い地域の道路沿いに花を植えたり、植栽の手入れなどをすると良いと思い
ます。また、空家の活用なども推進していき、町全体で観光をアピールして住民と訪れる人の距離の近い場所に
していきたいと感じています。(女性、50 代) 

人口が少なく、面積も大きくないからこそできることがたくさんあると思います。「住みやすさ」「人との繋が
り」「子どもの可能性への支援」など他の行政にはない質の良さを追求していってほしいと思います。大きな行
政ではどうしても住民を数で見てしまうところがあり、これはある程度仕方のないことだと思いますが、大磯は
住民一人一人を見る、接することが「市」よりは可能だと思います。思いやりのある町、住民を大切にする町で
いてほしいと願っています。(男性、30 代) 

大磯町独自で行うことがらと、近隣市町村と協働して進めることを分けてまちづくりを進めてはいかがでしょう
か？教育関係やエネルギー政策は近隣市町村との連携が良いと思います。大磯駅周辺の再開発は、JR や神奈川と
県警、消防を巻き込んで、住民利害を超えたレベルで知恵を出していただければ、良いものができるのではない
でしょうか。(男性、50 代) 

交通や生活の利便性は多少劣ることがあっても、「大磯らしさ」と考えているので、そのブランド感を大切にし
て欲しい。(男性、60 代) 

 

⑪行財政 

人口が少なく、財源が少ない公共施設の整備が国や県と共同して地元負担がないようにと整備の充実を考えてほ
しい。大きな事や大きなお金がかかる事業より、生活に寄り添う地道な事業を拡充してほしい。(男性、60 代) 

町政の透明化を基本とし、町民参加を進めて施政頂きたい。(男性、60 代) 

住民参画の意向のある住民はいると思うので、その人達を生かす仕組みや支援が大事だと思う。町の考えを示し
ていく姿勢が問われる。これくらいの人口規模だからできるやり方や取り組みを打ち出してほしい。(女性、50
代) 

 

⑫その他 

自治会の役割の見直しをした方が良いと思います。共働き世帯が多くなってきた中で、集金、回覧板など高齢者
世帯などを除いてシンプルに省ける所は省いていった方がいいと覆います。メールでお知らせ、大事な物は PDF
で配信して、各家庭がプリントアウトする。(男性、30 代) 

いつもありがとうございます。地域に多くを与えられております。(男性、50 代) 

転居して感じたことは、昔から住んでいる人には優しいが、新しく住み始めた人には慣れるまで住みにくい地域
だと感じた。(女性、30 代) 
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Ⅳ 町民と転入者の回答結果にみる相違点 

 

以下、町民アンケートと転入者アンケートの各調査結果について、同じ設問とした項目を対比し、

相違点をみることとします。 

 

 

１ 住む理由または住むことを決めた理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住む理由または住むことを決めた理由については、町民アンケートと転入者アンケートでは、設問

内容と選択肢が異なることから単純に比較することは困難ですが、以下参考までに比較します。 

住むことに関する理由については、〔町民〕、〔転入者〕ともに「自然環境の良さ」を評価してい

ます。また、〔町民〕では〔転入者〕に比べて、「自分が育ったところ」であることを重視し、〔転

入者〕では〔町民〕に比べて、「手頃な住宅や土地があったこと」を重視しています。 

町民アンケート結果（問 3 住む理由） 転入者アンケート結果（問 2 住むことを決めた理由） 

33.3 

10.1 

4.3 

25.1 

0.9 

41.4 

6.5 

19.0 

11.2 

21.7 

8.1 

12.1 

7.8 

0.2 

0% 20% 40% 60%

自分が育ったところだから

通勤通学の便が良いから

東京に近いから

手頃な住宅、土地があったから

社宅、寮があるから

自然環境が良いから

子育て・教育環境が良いから

親が近くに住んでいるから

親の出身地だから

結婚や家族の移転にともなって

日常の生活がしやすいところだから

地域に魅力があるから

その他

無回答

ｎ=447

5.8 

12.6 

42.4 

2.6 

52.4 

6.8 

18.3 

15.2 

9.4 

11.0 

16.2 

1.0 

0% 20% 40% 60%

自分が育ったところだから

通勤通学の便が良いから

手頃な住宅、土地があったから

社宅、寮があるから

自然環境が良いから

子育て・教育環境が良いから

親が近くに住んでいる

結婚や家族の移転にともなって

日常の生活がしやすいところだから

地域にブランド性があったから

その他

無回答

ｎ=191
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２ 住み続けたい理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住み続けたい理由について、〔町民〕、〔転入者〕ともに自然環境の良さを評価しています。一方、

〔転入者〕については、「住宅が気に入っている」、「地域に魅力がある」が〔町民〕より高くなっ

ています。また、〔転入者〕で「自分が育ったところだから」と回答したＵターンの人は 3.8％となっ

ています。加えて、「親が近くに住んでいる、親の出身地だから」が 7.1％あることから、いわゆる「近

居」が一定の比率で存在することがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

町民アンケート結果（問 4-2） 転入者アンケート結果（問 6-2） 

20.3 

2.8 

13.1 

33.1 

2.8 

6.9 

5.8 

6.1 

8.9 

0.3 

0% 20% 40%

自分が育ったところだから

通勤通学の便が良いから

住宅が気に入っているから

自然環境が良いから

子育て・教育環境が良いから

親が近くに住んでいるから

日常の生活がしやすいところだから

地域に魅力があるから

その他

無回答

ｎ=360

3.8 

1.9 

18.6 

36.5 

1.9 

7.1 

6.4 

16.0 

6.4 

1.3 

0% 20% 40%

自分が育ったところだから

通勤通学の便が良いから

住宅が気に入っているから

自然環境が良いから

子育て・教育環境が良いから

親が近くに住んでいる、親の出身地だから

日常の生活がしやすいところだから

地域に魅力があるから

その他

無回答

ｎ=156
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３ 町外に転居したい理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町外に転居したい理由について、共通して「通勤通学の便が良くないから」や「日常の生活がしに

くいところだから」の比率が高くなっていますが、「通勤通学の便が良くないから」は〔町民〕、「日

常の生活がしにくいところだから」は〔転入者〕でより高くなっています。 

 

町民アンケート結果（問 4-4） 転入者アンケート結果（問 6-4） 

80.5

81.7

18.6

17.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

町民アンケート問４(447)

転入者アンケート問６(191)

住み続けたい 町外に転居したい 無回答

（5％未満は数値表示省略）

2.4 

25.3 

6.0 

0.0 

4.8 

21.7 

10.8 

3.6 

25.3 

0.0 

0% 20% 40%

自分が育った地域ではなく愛着がないから

通勤通学の便が良くないから

今の住宅が住みづらいから

自然環境が良くないから

子育て・教育環境が良くないから

日常の生活がしづらいところだから

地域に魅力がないから

地震や津波が不安だから

その他

無回答

ｎ=83

6.1 

18.2 

6.1 

0.0 

3.0 

27.3 

15.2 

6.1 

18.2 

0.0 

0% 20% 40%

自分が育った地域ではなく愛着がないから

通勤通学の便が良くないから

今の住宅が住みづらいから

自然環境が良くないから

子育て・教育環境が良くないから

日常の生活がしにくいところだから

地域に魅力がないから

地震や津波が不安だから

その他

無回答

ｎ=33
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４ 今後重点的に取り組む施策 

 

順位 
町民アンケート結果（n=447） 

順位 
転入者アンケート結果（n=191） 

施策分野 比率 施策分野 比率 

１ 
安全なまちづくりの推進（危機管理／消

防・救急・救助／生活安全） 
69.1 １ 

次代を担う人づくりの形成（保育・幼

児教育／学校教育／青少年） 
68.1 

２ 
子どもを育てやすい環境づくりの推進

（子ども・子育て支援） 
67.1 ２ 

子どもを育てやすい環境づくりの推

進（子ども・子育て支援） 
66.5 

３ 
次代を担う人づくりの形成（保育・幼児

教育／学校教育／青少年） 
63.1 ３ 

安全なまちづくりの推進（危機管理

／消防・救急・救助／生活安全） 
59.7 

４ 効率的な行財政の運営（行財政運営） 53.0 ４ 
良好な地域環境の形成（環境保全

／河川・生活排水） 
56.0 

５ 
良好な地域環境の形成（環境保全／河

川・生活排水） 
50.3 ５ 

快適に移動できる交通基盤の推進

（道路・交通） 
53.4 

６ 
活力と個性あふれる産業の振興（農業

／漁業／商工業・勤労者福祉） 
49.7 

６ 

開かれた町政と情報化の推進（広

報・広聴と情報化） 
52.9 

７ 
身近な自然環境空間の形成（自然環境

／公園／海岸） 
48.3 

効率的な行財政の運営（行財政運

営） 
52.9 

８ 
快適に移動できる交通基盤の推進（道

路・交通） 
45.6 ８ 

身近な自然環境空間の形成（自然

環境／公園／海岸） 
52.4 

９ 
高齢者の生きがいづくりの推進（生きが

いづくりと社会参加） 
42.5 

10 

魅力ある空間の形成（土地利用／

住宅・住環境／景観形成） 
50.3 

10 循環型地域社会の形成（廃棄物処理） 42.3 
活力と個性あふれる産業の振興（農

業／漁業／商工業・勤労者福祉） 
50.3 

 

今後重点的に取り組む施策について、〔町民〕では「安全なまちづくりの推進」や「効率的な行財

政の運営」が上位に挙げられています。一方、〔転入者〕では、「次代を担う人づくりの形成」や「良

好な地域環境の形成」、「快適に移動できる交通基盤の推進」などが上位に挙げられています。 
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Ⅴ 窓口来庁者アンケート（転入者・転出者）結果 

 

 窓口来庁者アンケート（転入者・転出者）結果については、サンプル数が少ないため、全体的な傾

向について、以下記載します。 

 

１ 窓口来庁者アンケート（転入者）結果 

 

●男性がやや多く、20 歳代が 34.3％と約３分の１を占めています。職業は「会社員または団体職員(正

社員)」が４割強、住宅の種類は戸建住宅で持ち家が約半数を占めています。 

●転入前の居住地は、「東京」が 25.7％と約４分の１を占めて最も多く、「東京以外の県外の市町村」、

「横浜市、川崎市」が続きます。 

●転入理由としては、「自然環境が良いから」の比率が最も高く、次に「親が近くに住んでいる」と

なっています。 

 

 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.3 

45.7 

0.0 

0% 20% 40% 60%

男

女

無回答

ｎ=35

2.9 

34.3 

22.9 

17.1 

5.7 

8.6 

5.7 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40%

18歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳以上

無回答

ｎ=35
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（３）居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0 

11.4 

2.9 

8.6 

0.0 

0.0 

0.0 

2.9 

0.0 

2.9 

0.0 

5.7 

11.4 

8.6 

8.6 

17.1 

2.9 

0.0 

17.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 5% 10% 15% 20%

高麗

東町

長者町

山王町

神明町

北本町

北下町

南本町

南下町

茶屋町

裡道

台町

西小磯東

西小磯西

中丸

馬場

国府新宿

月京

生沢

寺坂

虫窪

黒岩

西久保

石神台

無回答

ｎ=35
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（４）職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）住宅の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0 

8.6 

8.6 

42.9 

5.7 

8.6 

14.3 

5.7 

5.7 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60%

農林水産業

自営業

会社または団体の役員

会社員または団体職員(正社員)

官公庁・学校などの公務員

派遣社員・パート・アルバイト

専業主婦・主夫

学生

無職

その他

無回答

ｎ=35

48.6 

5.7 

0.0 

25.7 

17.1 

0.0 

0.0 

0.0 

2.9 

0% 20% 40% 60%

戸建住宅で持ち家

戸建賃貸住宅

分譲集合住宅

賃貸集合住宅

寮、社宅

公営住宅（町営、県営）

高齢者用住宅

その他

無回答

ｎ=35
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（６）大磯町に転入する直前の居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）大磯町に住むことを決めた理由 

 

【問１】あなたが大磯町に住むことを決めた理由は何ですか。（３つまで○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.7 

11.4 

2.9 

0.0 

0.0 

17.1 

11.4 

25.7 

20.0 

2.9 

2.9 

0% 10% 20% 30%

藤沢市

鎌倉市

葉山町

逗子市

茅ケ崎市

平塚市

二宮町

小田原市

中井町

横浜市、川崎市

他の県内市町村

東京

東京以外の県外の市町村

海外

無回答

ｎ=35

17.1 

14.3 

14.3 

17.1 

28.6 

0.0 

20.0 

11.4 

5.7 

2.9 

17.1 

2.9 

0% 10% 20% 30%

自分が育ったところだから

通勤通学の便が良いから

手頃な住宅、土地があったから

社宅、寮があるから

自然環境が良いから

子育て・教育環境が良いから

親が近くに住んでいる

結婚や家族の移転にともなって

日常の生活がしやすいところだから

地域にブランド性があったから

その他

無回答

ｎ=35

［その他の内容］ 

・海が近いので 

・仕事で離れていたが戻って来た 

・職業紹介 

・自宅があるから 

・家族と同居 
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２ 窓口アンケート（転出者）結果 

 

●男性がやや多く、20歳代が 48.8％と約半数を占めています。職業は「学生」が約４割、「会社員ま

たは団体職員(正社員)」が約３割で、住宅の種類は戸建住宅で持ち家が６割を超えています。 

●転出後の居住地は、「東京以外の県外の市町村」、「他の県内市町村」がともに 25.6％で最も多く、

次に「東京」、「横浜市、川崎市」が続きます。 

●転出理由としては、「就職のため」の比率が最も高く、次に「転勤など仕事の都合のため」、「入

学のため」が続きます。 

●将来については、「可能であればまた大磯町に住みたいと思う」が８割を超えています。 

 

 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.5 

46.5 

0.0 

0% 20% 40% 60%

男

女

無回答

ｎ=43

14.0 

48.8 

9.3 

16.3 

9.3 

0.0 

2.3 

0.0 

0% 20% 40% 60%

18歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳以上

無回答

ｎ=43
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（３）居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.0 

7.0 

7.0 

7.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.6 

11.6 

11.6 

9.3 

7.0 

7.0 

0.0 

2.3 

2.3 

0.0 

2.3 

2.3 

2.3 

2.3 

0% 5% 10% 15%

高麗

東町

長者町

山王町

神明町

北本町

北下町

南本町

南下町

茶屋町

裡道

台町

西小磯東

西小磯西

中丸

馬場

国府新宿

月京

生沢

寺坂

虫窪

黒岩

西久保

石神台

無回答

ｎ=43
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（４）職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）住宅の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0 

2.3 

2.3 

30.2 

4.7 

7.0 

4.7 

41.9 

2.3 

0.0 

4.7 

0% 20% 40% 60%

農林水産業

自営業

会社または団体の役員

会社員または団体職員(正社員)

官公庁・学校などの公務員

派遣社員・パート・アルバイト

専業主婦・主夫

学生

無職

その他

無回答

ｎ=43

62.8 

11.6 

4.7 

16.3 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80%

戸建住宅で持ち家

戸建賃貸住宅

分譲集合住宅

賃貸集合住宅

寮、社宅

公営住宅（町営、県営）

高齢者用住宅

その他

無回答

ｎ=43
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（６）大磯町から転出される地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）転出の理由および将来の居住意向 

 

【問１】あなたが大磯町から転出する理由をお聞かせください。（３つまで○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.7 

0.0 

0.0 

0.0 

16.3 

25.6 

18.6 

25.6 

4.7 

0.0 

0% 10% 20% 30%

藤沢市

鎌倉市

葉山町

逗子市

茅ケ崎市

平塚市

二宮町

小田原市

中井町

横浜市、川崎市

他の県内市町村

東京

東京以外の県外の市町村

海外

無回答

ｎ=43

32.6 

16.3 

41.9 

7.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.7 

0.0 

0% 20% 40% 60%

転勤など仕事の都合のため

入学のため

就職のため

結婚や家族が移転するため

日常の生活が不便なため

子育て・教育環境が良い地域へ移るため

生活環境が良い地域へ移るため

自然環境が良い地域へ移るため

海外生活をするため

老人ホームや高齢者専用住宅に住むため

手頃な住宅、土地が町外で見つかったため

その他

無回答

ｎ=43
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【問２】あなたは将来また大磯町に住みたいと思いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.7 

16.3 

0.0 

0% 50% 100%

将来、可能であればまた大磯町に住みたいと思う

将来、大磯町に住みたいとは思わない

無回答

ｎ=43



大磯町町民アンケート調査（Ａ） 

 

1 

 

 
 大磯町では、皆さんの生活をより向上させ、住みよいまちづくりを目指すために、「第五次総合計画」

の策定、「まちづくり基本計画」の見直しに向けて取り組んでいます。 

 

2021 年度から始まる両計画を策定するために、皆さんのご意見をお聞きするアンケート調査を行い

ます。このアンケート調査は、町の将来に対する皆さんのご意見などをお聞きし、計画策定の基礎資料

として活用させていただきます。 

アンケートの対象者は、町内在住の 18 歳以上の方から無作為で選ばせていただ 

きました。この調査は、無記名方式で実施し、回答は統計的に処理し、回答者が特 

定されることはありません。お忙しいところ恐れ入りますが、調査の趣旨をご理解 

のうえ、ご協力をお願いします。 

 

2019 年３月 大磯町長 中﨑久雄 

 

＜第五次総合計画とは＞ 

本町では、現行の第四次総合計画が 2020 年度を持ってその計画年限を迎えるにあたり、新たに

2021 年度を初年度とする第五次総合計画を策定します。 

総合計画は、まちづくりの基本理念や将来像を掲げ、これを実現するための施策の基本方向を示すも

のであり、まちづくりを総合的かつ計画的に進めるための指針となる計画です。 

総合計画は 10 年間のまちづくりの方向を示す基本構想と、５年間の具体的施策や主要事業を示す基

本計画で構成します。 

 

＜まちづくり基本計画とは＞ 

 現行のまちづくり基本計画が 2020 年度をもってその計画年限を迎えるにあたり、新たに 2021 年

度を初年度とする計画への見直しを行います。 

 まちづくり基本計画は、総合計画基本構想の実現をめざし、土地利用・まちづくり（都市づくり）分

野の計画で、土地利用計画の基本となるとともに、総合計画を支える都市づくりの根幹的な計画です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

未来の大磯町を考えるアンケート調査 

 
１．アンケートの記入は、宛先のご本人にお願いいたします。 

２．問１から問 21まで、次の要領でご記入ください。 

 ①回答項目に当てはまるものの番号を○で囲むか、問の指示によりご記入ください。 

 ②その他の（  ）内には、ご意見やご回答を具体的にお書きください。 

３．ご回答いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、2019 年３月 28 日（木）まで 

に、お近くのポストにご投函ください。 

 

【問い合わせ】  

政策総務部 政策課 政策係 電話 0463-61-4100（代） ファックス 0463-61-1991 

ご記入にあたってのお願い 

お願いだべぇ 
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       Ⅵ　調査票



大磯町町民アンケート調査（Ａ） 

 

2 

あなたご自身のことについてお伺いします。 

 

① あなたの性別は（１つだけ○） 

 

② あなたの年齢は（１つだけ○） 

 

③ あなたのお住まいの地区はどちらですか（１つだけ○） 

 

④ あなたの職業は何ですか（１つだけ○） 

 

問１ あなたの居住履歴についてお答えください。（１つだけ○） 

 

問 2 あなたは大磯町に住んで何年になりますか。（１つだけ○） 

 

問２ あなたが大磯町に住む理由は何ですか。（３つまで○） 

１．男 ２．女 

１．18 歳～19 歳 ４．40 歳～49 歳 ７．70 歳以上 

２．20 歳～29 歳 ５．50 歳～59 歳  

３．30 歳～39 歳 ６．60 歳～69 歳  

１．高 麗 ７．北下町 13．西小磯東 19．生 沢 

２．東 町 ８．南本町 14．西小磯西 20．寺 坂 

３．長者町 ９．南下町 15．中 丸  21．虫 窪 

４．山王町 10．茶屋町 16．馬 場 22．黒 岩 

５．神明町 11．裡 道 17．国府新宿 23．西久保 

６．北本町 12．台 町 18．月 京 24．石神台 

１．農林水産業 ６．派遣社員・パート・アルバイト 

２．自営業 ７．専業主婦・主夫 

３．会社または団体の役員 ８．学生・高校生 

４．会社員または団体職員(正社員) ９．無職 

５．官公庁・学校などの公務員 10．その他（               ） 

１．生まれてからずっと大磯町に住んでいる 

２．15 歳になるまでに大磯町に転入した 

３．15 歳になった以降に大磯町に転入した 

４．U ターン（大磯町で育ち、一時、町外に住み、戻ってきた） 

１．10 年未満 ２．10 年～20 年未満 ３．20 年以上 

１．自分が育ったところだから ８．親が近くに住んでいるから 

２．通勤通学の便が良いから  ９．親の出身地だから 

３．東京に近いから  10．結婚や家族の移転にともなって 

４．手頃な住宅、土地があったから 11．日常の生活がしやすいところだから 

５．社宅、寮があるから 12．地域に魅力があるから 

６．自然環境が良いから 13．その他 

７．子育て・教育環境が良いから （                    ） 

問 1 

問３ 

問 2 
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大磯町町民アンケート調査（Ａ） 

 

3 

問３ 大磯町に住み続けたいと思いますか。（１つだけ○） 

１．住み続けたい ２．町外に転居したい 

 

 

 

 

【 問４－２、問４－３は、問４で「１.住み続けたい」と答えた方にお聞きします 】 

 

問３－２ 住み続けたい理由は何ですか。最も近い理由に○を付けてください。（１つだけ○） 

１．自分が育ったところだから ６．親が近くに住んでいるから 

２．通勤通学の便が良いから ７．日常の生活がしやすいところだから 

３．住宅が気に入っているから ８．地域に魅力があるから 

４．自然環境が良いから ９．その他 

５．子育て・教育環境が良いから （                   ） 

 

問３－３ あなたは今後（おおむね 10 年）大磯町でどのような生活をしたいですか。 

重視したい点についてお答えください。（１つだけ○） 

１．町内で買い物や休日の娯楽などを楽しめるような都市的生活をしたい 

２．地元で働き、職住近接の生活をしたい 

３．日常的に山、海、川を楽しみ、菜園を楽しむような自然につつまれた生活をしたい 

４．日頃から地域の文化に接し、町外の人たちとも文化的交流をして楽しめる生活をしたい 

５．スポーツやアウトドアなどのレジャーを楽しみながら健康的な生活をしたい 

６．地域活動に参加し、地元の人達と楽しく過ごす生活をしたい 

７．子育てを中心に、安心して楽しく生活したい 

８．その他（                                      ） 

 

【 問４－４は、問４で「２.町外に転居したい」と答えた方にお聞きします 】 

 

問３－４ 町外に転居したい理由は何ですか。最も近い理由に○を付けてください。 

（１つだけ○） 

１．自分が育った地域ではなく愛着がないから ６．日常の生活がしづらいところだから 

２．通勤通学の便が良くないから ７．地域に魅力がないから 

３．今の住宅が住みづらいから ８．地震や津波が不安だから 

４．自然環境が良くないから ９．その他 

５．子育て・教育環境が良くないから （                   ） 

 

  

問 4-2、問 4-3 にお進みください 問 4-4 にお進みください 

問４ 

問４－２ 

問４－３ 

問４－４ 
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大磯町町民アンケート調査（Ａ） 

 

4 

問４ あなたがお住まいの地域の環境などについてどのように感じていますか。 

   各項目のあてはまる番号に○を付けてください。 

項  目 
1.非常

に良い 
2.良い 3.普通 4.悪い 

5.非常

に悪い 

【回答例】 ○○や○○の便利さ 1 2 3 4 5 

自然 

環境 

１．海、山、自然の豊かさ 1 2 3 4 5 

２．空気のきれいさ 1 2 3 4 5 

３．日当たりや風通し 1 2 3 4 5 

伝統 

歴史 
４．伝統文化・歴史の継承 1 2 3 4 5 

騒音 

振動 

５．車の騒音・振動 1 2 3 4 5 

６．車以外の騒音・振動・悪臭 1 2 3 4 5 

基盤 

整備 

７．雨水の排水 1 2 3 4 5 

８．公共下水道の整備状況 1 2 3 4 5 

９．ごみの回収や処理状況 1 2 3 4 5 

10．道路の利便性 1 2 3 4 5 

安全性 

11．風水害や火災に対する安全性 1 2 3 4 5 

12．地震や津波に対する安全性 1 2 3 4 5 

13．防犯の状況 1 2 3 4 5 

14．道路、交通の安全性 1 2 3 4 5 

日常 

利便性 

15．日常の買い物の便利さ 1 2 3 4 5 

16．地域の集会施設の便利さ 1 2 3 4 5 

17．子どもの遊び場・公園の便利さ 1 2 3 4 5 

18．（公共）交通機関の便利さ 1 2 3 4 5 

施設等の

利用のし

やすさ 

19．保育園・幼稚園 1 2 3 4 5 

20．小学校 1 2 3 4 5 

21．中学校 1 2 3 4 5 

22．学童保育施設 1 2 3 4 5 

23．病院・医院 1 2 3 4 5 

24．スポーツ施設 1 2 3 4 5 

25．図書館 1 2 3 4 5 

26．福祉施設 1 2 3 4 5 

27．生涯学習施設 1 2 3 4 5 

 

  

問５ 

150



大磯町町民アンケート調査（Ａ） 

 

5 

   大磯町では重点的に取り組むべき４つの「重点プロジェクト」を掲げ、積極的に進

めていますが、あなたはこれらの「重点プロジェクト」が着実に進んでいると感じ

られますか。各項目のあてはまる番号に○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

項  目 

感
じ
ら
れ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

感
じ
ら
れ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

感
じ
ら
れ
な
い 

感
じ
ら
れ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

【花】 

観光による 

魅力づくり 

１．地域資源を生かした観光の振興 1 2 3 4 5 

２．大磯港みなとオアシス事業による交流の促進 1 2 3 4 5 

３．自転車ネットワークの整備 1 2 3 4 5 

【鳥】 

笑顔の子育て 

まちづくり 

１．妊娠・出産・子育てに関する総合支援の推進 1 2 3 4 5 

２．ワークライフバランスを支援する保育サービ

スの充実 
1 2 3 4 5 

３．放課後の子ども健全育成への支援 1 2 3 4 5 

４．時代の変化に対応した教育環境の整備 1 2 3 4 5 

【風】 

交流による 

しごとづくり 

１．地域産業ビジネスに対する創業支援の充実 1 2 3 4 5 

２．地域雇用の場の整備と担い手の育成 1 2 3 4 5 

３．持続可能な社会に向けた事業の推進 1 2 3 4 5 

【輪】 

多世代による 

地域づくり 

１．多世代による新たなコミュニティの創生 1 2 3 4 5 

２．健康なくらしのサポートの充実 1 2 3 4 5 

３．地域防災体制の強化 1 2 3 4 5 

４．生活環境の改善整備 1 2 3 4 5 

 

  

問 6 
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   2019 年１月現在の大磯町の人口は約 31,400 人です。10 年後（2030 年）に

は約 30,000 人にまで減少することが見込まれています。10 年後の大磯町を見据

えると、どのような対策をとるべきと思いますか。（１つだけ○） 

１．地域の発展のため、現在の人口よりも増加をめざすべき 

２．地域の活力を維持するためには、現在の人口の維持をめざすべき 

３．人口が減少するのはやむを得ないが、地域の活力を維持するため、減少幅を抑制すべき 

４．人口が減少するのはやむを得ない又は望ましいので、推計通り減少するのを許容すべき 

５．その他（                                   ） 

  

問 7 

これまでの人口拡大期においては、行政サービスを充

実させていくまちづくりが進められてきました。しかし、

人口減少・少子高齢化社会に突入し、行政サービスの廃

止や縮小を含め、人口減少に見合ったまちづくりに転換

していく必要があると指摘されています。 

本町においても、人口減少・少子高齢化が進行し、転

入促進や転出抑制の策を講じない限り、2060 年には約

21,000 人まで人口が減少すると推計されています。 

また、人口の年齢構成が変化し、年少人口（０～14 歳）

や生産年齢人口（15～64 歳）の割合が減少し、高齢者人

口（65 歳以上）の割合が増加していきます。生産年齢人

口の減少に伴い、町収入の根幹である個人町民税が減少

し、2009 年の約 25 億円から、2060 年には半分以下の

12.4 億円になるものと推計されます。さらに、高齢化が

進むことで扶助費の増加が見込まれるほか、老朽化する

公共施設等の維持管理や改修等に多額の費用が必要とな

ってきます。こうしたことから、まちづくりのための政

策的な費用は限られ、従来どおりに行政サービスを実施

することが困難になってくると考えられます。 

そこで、本町では、人口減少や少子高齢化による人口

の年齢構成の変化に伴う地域活力の減退などを回避する

ため、2016 年３月に「人口ビジョン・総合戦略」を策定

し、各種の取組みを推進することで、2060 年に 27,000

人の人口と現在の人口構成を維持することをめざしてい

ます。 

大磯町の現状と将来推計 

31,475 
30,783 

33,027 

30,228 

27,270 27,128 

21,412 

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

32,000

34,000

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

(人)
大磯町の将来人口推計

国の長期ビジョンを採用した推計

町の独自推計

国立社会保障・人口問題研究所の推計

資料：国立社会保障・人口問題研究所、大磯町データ

年

人口ビジョン・総合戦略に 

より人口減少を抑制 

24.9
23.2 22.5 22.5 22.5 21.7 21.5 20.6 19.9 19.1

17.6
15.8 14.5 13.7 13.1 12.4

0

5

10

15

20

25

30

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

(億円)
社人研推計に基づく町民税（個人分）の将来推計

資料：市町村別決算状況説明（実績値）、大磯町による推計（計画値）

年度

実績値 推計値

11.5

9.4

9.3

9.3

8.9

54.7 

55.3 

50.9 

49.5 

51.1 

17.5 

12.4 

17.2 

14.4 

12.6 

16.3 

22.9 

22.6 

26.8 

27.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年

2030年

2040年

2050年

2060年

【参考】社人研推計の年齢別構成

0-14歳 15-64歳 65-74歳 75歳以上

※2018年は2015年国勢調査結果に基づく推計値（年齢不詳を除く）

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所
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   今後は税収の減少が見込まれる中で、限られた財源をどのような点に重点的に配分

して行政を進めていく必要があると思いますか。（3 つまで○） 

１．町民と行政による協働のまちづくり 

２．すべての人が元気で健康なまちづくり  

３．歴史・文化を大切にするまちづくり 

４．環境保全やリサイクルなどに配慮したまちづくり 

５．ふれあいや連帯感のあるコミュニティ活動の活性化 

６．地域の特性を活かした商工業の活性化 

７．水辺空間や公園・緑地など自然の魅力づくり 

８．子どもを産み育てやすいまちづくり 

９．外国人が住みやすいまちづくり 

10．財政の効率的な運営による安定的なまちづくり 

11．防災、防犯による安心・安全なまちづくり 

12．若者の定住、就業を促進する環境づくり 

13．自然環境や観光資源を活かした産業の振興 

14．健康で安心して暮らせるまちづくり 

15．生涯学習、地域スポーツなど社会教育活動の活性化 

16．徒歩や自転車で生活できるまちづくり 

17．高齢者や障害のある人が暮らしやすい福祉の拡充 

18．その他（                   ） 

 

 

   今後進展が予測される人口減少社会において、各自治体が行政サービスを滞りなく

提供していくため、いわゆる「フルセット主義※」での行政運営から、近隣市町村で

連携する圏域での市町村運営への転換が、国の有識者研究会によって提言されるな

ど話題となっています。この「圏域化」の考え方についてどう思いますか。（１つだ

け○） 

※フルセット主義：各自治体が単独で、公共施設の整備・運用をはじめとしたあらゆる分野の行政サー

ビスの提供を担うこと。 

１．圏域化を推進すべき 

２．必要に応じて部分的には圏域化を推進すべき 

３．圏域化はやめてほしい 

４．わからない 

 

 

  

問 8 

問 9 
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   「フルセット主義」での行政運営が困難となった場合、どの分野で圏域での取組み

を推進してほしいと思いますか。また、どの分野であれば可能だと思いますか。（３

つまで○） 

１．住民票等の発行窓口業務 ５．子育て支援サービスの提供 

２．公共施設の利用 ６．災害時における広域的な避難体制の整備 

３．公共交通の確保・整備 ７．その他 

４．医療・介護サービスの提供 （                     ） 

 

 

現在、土地利用は、法律などによりある程度規制されています。今後、個人の土地はどの

ように使われるべきだと思いますか。（１つに◯） 

1．現在の規制の範囲内で自由に使われてよい 

2．法律や条例などを活用することにより大磯町にふさわしいルールをつくるべき 

3．地域の特性が異なるので、地域ごとのルールをつくるべき 

4．その他（                              ） 

 

 

今後の大磯町の住宅地整備は、特にどの点を重視すべきだと思いますか。（１つに◯） 

1．住宅と他の用途の混在を解消する 6．新たにゆとりある住宅地を開発する 

2．住宅の密集を解消する 7．規制により 2 階程度の住宅地を形成する 

3．生活道路や公共下水道、公園等を整備する 8．中高層の集合住宅を開発する 

4．生垣や緑化などを推進する 9．その他 

5．街並み(色・ﾃﾞｻﾞｲﾝ・高さ)の調和を図る （                     ） 

 

 

商業を活性化するために、特にどの点を重視すべきだと思いますか。（１つに◯） 

1．既存商店街を個性的な店舗・街並みのある商店街にする 

2．既存商店街の空き店舗を活用して賑わいを持たせる 

3．既存商店街の再開発等で新たな商業拠点をつくる 

4．幹線道路沿道等に新たに大規模店を誘致する 

5．その他（                                  ） 

 

 

  

問 10 

問 11 

問 12 

問 13 
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農地の土地利用は、特にどの点を重視すべきだと思いますか。（１つに◯） 

1．規制によって保全する 

2．町民や行政の支援によってなるべく保全する 

3．市民農園など体験農業的利用を促進する 

4．地域の活性化に必要な施設（コミュニティ施設）等に利用する 

5．新住宅地として利用する 

6．新産業地として利用する 

7．所有者の自由でよい 

8．その他（                                  ） 

 

 

山林・緑地の土地利用は、特にどの点を重視すべきだと思いますか。（１つに◯） 

1．規制によって保全する 

2．町民や行政の支援によってなるべく保全する 

3．森林公園や展望地など自然体験的利用を促進する 

4．新住宅地として利用する 

5．新産業地として利用する 

6．所有者の自由でよい 

7．その他（                                  ） 

 

 

大磯町の自然環境を保全し活用するためには、どのようなことが重要だと思いますか。 

（３つまで◯） 

1．自然環境を活かした環境教育 

2．環境保全に関する情報提供 

3．市民農園制度等による農地減少の抑制 

4．開発の規制による山林減少の抑制 

5．市街地の身近な緑や屋敷林の保全 

6．町民の環境保全活動への支援 

7．公共下水道や公園などの整備 

8．街路樹など市街地の新たな緑づくり 

9．虫や魚のいる川づくり 

10．住民と行政の協力による貴重な緑地等の買取 

11．町民参加による地域ごとの環境調査・評価 

12．その他（                                  ） 

  

問 14 

問 15 

問 16 
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   あなたは、大磯町が今後５年間で重点的に取り組んでいく施策は何だと思いますか。

以下の項目について、各項目のあてはまる番号に○を付けてください。 

項  目 

優
先
度
が
高
い 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

優
先
度
は
低
い 

わ
か
ら
な
い 

安全で安心な 

あたたかみの 

ある 

まちづくり 

安全なまちづくりの推進 

（危機管理／消防・救急・救助／生活安全） 
１ ２ ３ ４ 

子どもを育てやすい環境づくりの推進 

（子ども・子育て支援） 
１ ２ ３ ４ 

高齢者の生きがいづくりの推進 

（生きがいづくりと社会参加） 
１ ２ ３ ４ 

健康づくりの推進（保健・医療／健康スポーツ） １ ２ ３ ４ 

こころとふれあう福祉社会の充実 

（地域福祉／障がい者福祉／高齢者福祉／保険・年金） 
１ ２ ３ ４ 

町民の力や 

知恵が集まる 

まちづくり 

交流とひろばづくりの推進（町民参画・交流） １ ２ ３ ４ 

開かれた町政と情報化の推進（広報・広聴と情報化） １ ２ ３ ４ 

効率的な行財政の運営（行財政運営） １ ２ ３ ４ 

人と自然が 

共生する 

循環の 

まちづくり 

身近な自然環境空間の形成（自然環境／公園／海岸） １ ２ ３ ４ 

良好な地域環境の形成（環境保全／河川・生活排水） １ ２ ３ ４ 

循環型地域社会の形成（廃棄物処理） １ ２ ３ ４ 

心豊かな人を 

育てる 

まちづくり 

次代を担う人づくりの形成 

（保育・幼児教育／学校教育／青少年） 
１ ２ ３ ４ 

ゆとりを育む生涯学習の推進（生涯学習） １ ２ ３ ４ 

誰もが尊重される社会づくりの形成（人権・男女共同参画） １ ２ ３ ４ 

地域に根ざした文化の継承と創造（文化・文化財） １ ２ ３ ４ 

個性と魅力と 

活力のある 

まちづくり 

魅力ある空間の形成（土地利用／住宅・住環境／景観形成） １ ２ ３ ４ 

快適に移動できる交通基盤の推進（道路・交通） １ ２ ３ ４ 

活力と個性あふれる産業の振興 

（農業／漁業／商工業・勤労者福祉） 
１ ２ ３ ４ 

資源を生かした特色ある観光の推進（観光） １ ２ ３ ４ 

 

  

問 17 
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   大磯町では、地方自治（地域自治）を進めるために様々な条例を制定しています。 

以下の条例をご存知ですか。条例ごとにあてはまる番号に○を付けてください。 

名 称 1．知っている 2．聞いたことはある 3．知らない 

大磯町自治基本条例 1 2 3 

大磯町議会基本条例 1 2 3 

大磯町まちづくり条例 1 2 3 

大磯町環境基本条例 1 2 3 

大磯町美しいまちづくり条例 1 2 3 

大磯町景観条例 1 2 3 

 

   町では様々な方法で町政情報を発信していますが、どのような方法で入手しようと 

していますか。各項目のあてはまる番号に○を付けてください。 

項  目 
す
べ
て 

閲
覧
し
て
い
る 

興
味
の
あ
る 

も
の
だ
け 

閲
覧
し
て
い
る 

知
っ
て
い
る
が 

閲
覧
し
た 

こ
と
は
な
い 

興
味
が
な
い 

・ 

知
ら
な
か
っ
た 

１．町広報（広報おおいそ） １ ２ ３ ４ 

２．町ホームページ １ ２ ３ ４ 

３．チラシ・回覧板 １ ２ ３ ４ 

４．広報掲示板  １ ２ ３ ４ 

５．メール配信サービス（SCN の easy pocket サービス） １ ２ ３ ４ 

６．スマートフォンアプリ 

【マチイロ（町広報電子版）、母子モ（電子母子手帳）など】 
１ ２ ３ ４ 

７．メディア（新聞、タウン紙、地元テレビ局） １ ２ ３ ４ 

８．その他（                     ） １ ２ ３ ４ 

 

   今後、町政情報を伝えるために、どの方法に力を入れるべきと考えますか。 

（３つまで○） 

１．町広報 ６．スマートフォンアプリ 

２．町ホームページ ７．メディア 

３．チラシ・回覧板 ８．その他 

４．広報掲示板  （                     ） 

５．メール配信サービス  

 

 

 

問 19 

問 20 

問 18 
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   社会的課題となっている事項について、今後の大磯町においても課題となる、ある 

いは既に課題となっていると思うものはありますか。（３つまで○） 

１．社会保障費の増大と制度の維持 10．公共交通網の維持・交通空白地の解消 

２．持続可能なまちづくりの実現 11．高齢者の移動手段の確保 

３．安心して暮らし続けられる支援 12．空き家対策 

４．子育てへの支援 13．買い物の場の確保 

５．子どもの貧困への対策 14．自然災害や危機への備え 

６．女性の社会進出の促進 15．キャッシュレス社会の実現 

７．高齢者の雇用促進 16．ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ等を活用した電子自治体の推進 

８．性的少数者への支援 17．その他 

９．外国人住民・観光者への対応 （                     ） 

 

 

＜大磯町の将来のまちづくりについてご意見をお聞かせください＞ 

 

 

 

 

 

◆ご協力ありがとうございました◆ 

 

ご回答いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、 

2019 年３月 28 日（木）までに、お近くのポストにご投函ください。 

問 21 
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 大磯町では、皆さんの生活をより向上させ、住みよいまちづくりを目指すために、「第五次総合計画」

の策定、「まちづくり基本計画」の見直しに向けて取り組んでいます。 

 

2021 年度から始まる両計画を策定するために、大磯町に転入されてきてから５年以内の皆さんのご

意見をお聞きするアンケート調査を行います。このアンケート調査は、町の将来に対する皆さんのご意

見などをお聞きし、計画策定の基礎資料として活用させていただきます。 

アンケートの対象者は、過去５年の間に大磯町へ転入された 18 歳以上の方から 

無作為で選ばせていただきました。この調査は、無記名方式で実施し、回答は統計 

的に処理し、回答者が特定されることはありません。お忙しいところ恐れ入ります 

が、調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。 

 

2019 年３月 大磯町長 中﨑久雄 

 

＜第五次総合計画とは＞ 

本町では、現行の第四次総合計画が 2020 年度を持ってその計画年限を迎えるにあたり、新たに

2021 年度を初年度とする第五次総合計画を策定します。 

総合計画は、まちづくりの基本理念や将来像を掲げ、これを実現するための施策の基本方向を示すも

のであり、まちづくりを総合的かつ計画的に進めるための指針となる計画です。 

総合計画は 10 年間のまちづくりの方向を示す基本構想と、５年間の具体的施策や主要事業を示す基

本計画で構成します。 

 

＜まちづくり基本計画とは＞ 

 現行のまちづくり基本計画が 2020 年度をもってその計画年限を迎えるにあたり、新たに 2021 年

度を初年度とする計画への見直しを行います。 

 まちづくり基本計画は、総合計画基本構想の実現をめざし、土地利用・まちづくり（都市づくり）分

野の計画で、土地利用計画の基本となるとともに、総合計画を支える都市づくりの根幹的な計画です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

あなたご自身のことについてお伺いします 

  

未来の大磯町を考えるアンケート調査 

 
１．アンケートの記入は、宛先のご本人にお願いいたします。 

２．問１から問７まで、次の要領でご記入ください。 

 ①回答項目に当てはまるものの番号を○で囲むか、問の指示によりご記入ください。 

 ②その他の（  ）内には、ご意見やご回答を具体的にお書きください。 

３．ご回答いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、2019 年３月 28 日（木）まで 

に、お近くのポストにご投函ください。 

 

【問い合わせ】 

政策総務部 政策課 政策係 電話 0463-61-4100（代） ファックス 0463-61-1991 

ご記入にあたってのお願い 

お願いだべぇ 

159



大磯町町民アンケート調査（B） 
 

2 

 

あなたご自身のことについてお伺いします。 

 

① あなたの性別は（1 つだけ○） 

 

 

② あなたの年齢は（１つだけ○） 

 

 

③ あなたのお住まいの地区はどちらですか（1 つだけ○） 

 

 

④ あなたの職業は何ですか（1 つだけ○） 

 

 

⑤ あなたが住んでいる住宅の種類は何ですか（1 つだけ○） 

 

 

 

  

１．男 ２．女 

１．18 歳～19 歳 ４．40 歳～49 歳 ７．70 歳以上 

２．20 歳～29 歳 ５．50 歳～59 歳  

３．30 歳～39 歳 ６．60 歳～69 歳  

１．高 麗 ７．北下町 13．西小磯東 19．生 沢 

２．東 町 ８．南本町 14．西小磯西 20．寺 坂 

３．長者町 ９．南下町 15．中 丸  21．虫 窪 

４．山王町 10．茶屋町 16．馬 場 22．黒 岩 

５．神明町 11．裡 道 17．国府新宿 23．西久保 

６．北本町 12．台 町 18．月 京 24．石神台 

１．農林水産業 ６．派遣社員・パート・アルバイト 

２．自営業 ７．専業主婦・主夫 

３．会社または団体の役員 ８．学生 

４．会社員または団体職員(正社員) ９．無職 

５．官公庁・学校などの公務員 10．その他（               ） 

１．戸建住宅で持ち家 ５．寮、社宅 

２．戸建賃貸住宅 ６．公営住宅（町営） 

３．分譲集合住宅 ７．その他（               ） 

４．賃貸集合住宅  
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⑥ 大磯町に転入される直前のお住まいの地域をお教えください（1 つだけ○） 

 

 

⑦ あなたは以前大磯町に住んだことがありますか（1 つだけ○） 

 

 

⑧ 大磯町という地名をどこで知りましたか（あてはまるものすべてに○） 

 

 

⑨ 現在の住宅に決める前に他の地域の住宅と比較しましたか（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

  

１．藤沢市 ６．平塚市 11．他の県内市町村 

２．鎌倉市 ７．二宮町 12．東京都、千葉県、埼玉県の市町村 

３．葉山町 ８．小田原市 13．上記「12」以外の市町村 

４．逗子市 ９．中井町 14．海外 

５．茅ケ崎市 10．横浜市、川崎市  

１．生まれて住んでいたことがある 

２．15 歳になるまでに大磯町に住んだことがある 

３．15 歳になった以降に大磯町に住んだことがある 

４．住んでいたことはない 

１．自分が育ったところ     ５．雑誌・新聞・テレビ等で知った 

２．家族・親せき・知人が住んでいる  ６．知り合いから聞いた 

３．海やプール等で遊んだことがある  ７．地名はなんとなく知っていた 

４．まち歩きなどをしたことがある  ８．その他（               ） 

１．藤沢市 ６．平塚市 11．他の県内の市町村 

２．鎌倉市 ７．二宮町 12．県外の市町村 

３．葉山町 ８．小田原市 13．海外 

４．逗子市 ９．中井町 14．比較しなかった 

５．茅ヶ崎市 10．横浜市、川崎市  
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問１ あなたは、大磯町に転入する以前、大磯町に対してどのようなイメージをお持ちで

したか。（あてはまるもの３つに○） 

１．手頃な価格（家賃、地代、分譲価格等）の住宅があるところ 

２．質の高い住宅、デザインが良い住宅があるところ 

３．比較的交通の便が良いところ 

４．身近な海、緑地など自然環境が豊かであるところ 

５．地域に歴史的な文化や建物が残っているところ 

６．海産物や農産物、果樹などの食材が豊かなところ 

７．子育て・教育環境が良いところ 

８．地域の人のつながりがあるところ 

９．特にイメージはなかった 

10．その他（                                     ） 

 

 

問２ あなたが大磯町に住むことを決めた理由は何ですか。（３つまで○） 

 

【 問２－２は、問２で「10.地域にブランド性があったから」と答えた方にお聞きします 】 

 

問２－２ あなたが思い浮かべる「大磯町のブランドイメージ」を教えてください。 

（自由記入） 

 

 

 

 

 

 

問３ 大磯町に住んで良かったと思いますか。率直なご意見をお聞かせください。 

 

 

  

１．自分が育ったところだから ７．親が近くに住んでいる 

２．通勤通学の便が良いから  ８．結婚や家族の移転にともなって 

３．手頃な住宅、土地があったから ９．日常の生活がしやすいところだから 

４．社宅、寮があるから 

５．自然環境が良いから 

10．地域にブランド性があったから 

11．その他 

６．子育て・教育環境が良いから （                    ） 

１．良かった ２．良くなかった 

問２ 

問２－２ 

問３ 

問 1 
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問５ 大磯町の強み（誇れるもの、他の市町村に負けていないと思うもの）は何ですか。 

 （３つまで○） 

１．海・山・川などの自然環境が守られている 

２．気候や景観、水などの住環境が良い 

３．医療・福祉施設やサービスが充実している 

４．子育て支援サービスが充実している 

５．買い物や外食が便利である 

６．道路や公園などの都市基盤が整っている 

７．交通の便が良い 

８．公共施設が充実している 

９．子どもの教育環境が良い 

10．史跡や文化財が大切に継承されている 

11．資源やリサイクル対策が充実している 

12．消防・防災体制が整備されている 

13．治安や子どもたちの安全が守られている 

14．地域での人間関係が良い 

15．ＮＰＯなどの市民活動が活発である 

16．その他（                                       ） 

 

問６ 大磯町の弱み（まちの問題点、他の市町村より劣っていると思うもの）は何ですか。

（３つまで○） 

１．海・山・川などの自然環境が守られていない 

２．気候や景観、水などの住環境が良くない 

３．医療・福祉施設やサービスが充実していない 

４．子育て支援サービスが充実していない 

５．買い物や外食が不便である 

６．道路や公園などの都市基盤が整っていない 

７．交通の便が良くない 

８．公共施設が充実していない 

９．子どもの教育環境が良くない 

10．史跡や文化財が大切に継承されていない 

11．資源やリサイクル対策が充実していない 

12．消防・防災体制が整備されていない 

13．治安や子どもたちの安全が守られていない 

14．地域での人間関係が良くない 

15．ＮＰＯなどの市民活動が活発でない 

16．その他（                                       ） 

 

 

問４ 

問５ 
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問７ 今後も大磯町に住み続けたいと思いますか。（１つだけ○） 

１．住み続けたい ２．町外に転居したい 

 

 

 

 

【 問６－２は、問６で「１.住み続けたい」と答えた方にお聞きします 】 

 

問７－２ 住み続けたい理由は何ですか。最も近い理由に○を付けてください。（１つだけ○） 

１．自分が育ったところだから ６．親が近くに住んでいる、親の出身地だから 

２．通勤通学の便が良いから ７．日常の生活がしやすいところだから 

３．住宅が気に入っているから ８．地域に魅力があるから 

４．自然環境が良いから ９．その他 

５．子育て・教育環境が良いから （                    ） 

 

【 問６－３は、問６－２で「８.地域に魅力があるから」と答えた方にお聞きします 】 

 

問７-３ あなたにとって大磯町の「魅力」とは何ですか。（自由記入） 

 

 

 

【 問６－４は、問６で「２.町外に転居したい」と答えた方にお聞きします 】 

 

問７－４ 町外に転居したい理由は何ですか。最も近い理由に○を付けてください。 

（１つだけ○） 

１．自分が育った地域ではなく愛着がないから ６．日常の生活がしにくいところだから 

２．通勤通学の便が良くないから ７．地域に魅力がないから 

３．今の住宅が住みづらいから ８．地震や津波が不安だから 

４．自然環境が良くないから ９．その他 

５．子育て・教育環境が良くないから （                   ） 

 

【 問６－５は、問６－４で「７.地域に魅力がないから」と答えた方にお聞きします 】 

 

問７-５ あなたにとって大磯町の「魅力がない」とはどのようなことですか。（自由記入） 

 

 

 

 

問 6-2、問 6-3 にお進みください 問 6-4 にお進みください 

問６ 

問６－２ 

問６－３ 

問６－４ 

問６－５ 

164



大磯町町民アンケート調査（B） 
 

7 

 

   あなたは、大磯町が今後５年間で重点的に取り組んでいく施策は何だと思いますか。

以下の項目について、それぞれの優先度を選んで○をつけてください。 

項  目 

優
先
度
が
高
い 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

優
先
度
は
低
い 

わ
か
ら
な
い 

安全で安心な 

あたたかみの 

ある 

まちづくり 

安全なまちづくりの推進 

（危機管理／消防・救急・救助／生活安全） 
１ ２ ３ ４ 

子どもを育てやすい環境づくりの推進 

（子ども・子育て支援） 
１ ２ ３ ４ 

高齢者の生きがいづくりの推進 

（生きがいづくりと社会参加） 
１ ２ ３ ４ 

健康づくりの推進（保健・医療／健康スポーツ） １ ２ ３ ４ 

こころとふれあう福祉社会の充実 

（地域福祉／障がい者福祉／高齢者福祉／保険・年金） 
１ ２ ３ ４ 

町民の力や 

知恵が集まる 

まちづくり 

交流とひろばづくりの推進（町民参画／交流） １ ２ ３ ４ 

開かれた町政と情報化の推進（広報・広聴と情報化） １ ２ ３ ４ 

効率的な行財政の運営（行財政運営） １ ２ ３ ４ 

人と自然が 

共生する 

循環の 

まちづくり 

身近な自然環境空間の形成（自然環境／公園／海岸） １ ２ ３ ４ 

良好な地域環境の形成（環境保全／河川・生活排水） １ ２ ３ ４ 

循環型地域社会の形成（廃棄物処理） １ ２ ３ ４ 

心豊かな人を 

育てる 

まちづくり 

次代を担う人づくりの形成 

（保育・幼児教育／学校教育／青少年） 
１ ２ ３ ４ 

ゆとりを育む生涯学習の推進（生涯学習） １ ２ ３ ４ 

誰もが尊重される社会づくりの形成（人権・男女共同参画） １ ２ ３ ４ 

地域に根ざした文化の継承と創造（文化・文化財） １ ２ ３ ４ 

個性と魅力と 

活力のある 

まちづくり 

魅力ある空間の形成（土地利用／住宅・住環境／景観形成） １ ２ ３ ４ 

快適に移動できる交通基盤の推進（道路・交通） １ ２ ３ ４ 

活力と個性あふれる産業の振興 

（農業／漁業／商工業・勤労者福祉） 
１ ２ ３ ４ 

資源を生かした特色ある観光の推進（観光） １ ２ ３ ４ 

 

  

問 7 
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＜大磯町の将来のまちづくりについてご意見をお聞かせください＞ 

 

 

 

 

 

 

 

◆ご協力ありがとうございました◆ 

 

ご回答いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、 

2019 年３月 28 日（木）までに、お近くのポストにご投函ください。 
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大磯町民アンケート調査（Ｃ－１） 

 

 

 
 
 
 大磯町では、皆さんの生活をより向上させ、住みよいまちづくりを目指すために、「第五次総合計画」

の策定、「まちづくり基本計画」の見直しに向けて取り組んでいます。 

 

2021 年度から始まる両計画を策定するために、皆さんのご意見をお聞きするアンケート調査を行い

ます。このアンケート調査は、町の将来に対する皆さんのご意見などをお聞きし、計画策定の基礎資料

として活用させていただきます。 

アンケート調査は、大磯町へ転入される方に行います。この調査は、無記名方式で 

実施し、回答は統計的に処理し、回答者が特定されることはありません。お忙しいところ 

恐れ入りますが、調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。 

 

2019 年３月 大磯町長 中﨑久雄 

 

 

＜第五次総合計画とは＞ 

本町では、現行の第四次総合計画が 2020 年度を持ってその計画年限を迎えるにあたり、新たに

2021 年度を初年度とする第五次総合計画を策定します。 

総合計画は、まちづくりの基本理念や将来像を掲げ、これを実現するための施策の基本方向を示すも

のであり、まちづくりを総合的かつ計画的に進めるための指針となる計画です。 

総合計画は 10 年間のまちづくりの方向を示す基本構想と、５年間の具体的施策や主要事業を示す基

本計画で構成します。 

 

＜まちづくり基本計画とは＞ 

 現行のまちづくり基本計画が 2020 年度をもってその計画年限を迎えるにあたり、新たに 2021 年

度を初年度とする計画への見直しを行います。 

 まちづくり基本計画は、総合計画基本構想の実現をめざし、土地利用・まちづくり（都市づくり）分

野の計画で、土地利用計画の基本となるとともに、総合計画を支える都市づくりの根幹的な計画です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

未来の大磯町を考えるアンケート調査 

 
１．次の要領でご記入ください。 

①回答項目に当てはまるものの番号を○で囲んでください。 

②その他の（  ）内には、ご意見やご回答を具体的にお書きください。 

２．ご回答いただいた調査票は、窓口の専用回収箱にご投函ください。 

【問い合わせ】 

政策総務部 政策課 政策係 

 

ご記入にあたってのお願い 

お願いだべぇ 
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① あなたの性別は（１つだけ○） 

 

② あなたの年齢は（１つだけ○） 

 

③ あなたがお住まいになる地区はどちらですか（１つだけ○） 

 

④ あなたの職業は何ですか（１つだけ○） 

 

⑤ あなたが住んでいる住宅の種類は何ですか（１つだけ○） 

 

⑥ 大磯町に転入される直前のお住まいの地域をお教えください（1 つだけ○） 

１．藤沢市 ６．平塚市 11．他の県内市町村 

２．鎌倉市 ７．二宮町 12．東京 

３．葉山町 ８．小田原市 13．東京以外の県外の市町村 

４．逗子市 ９．中井町 14．海外 

５．茅ケ崎市 10．横浜市、川崎市  

 
 

問２ あなたが大磯町に住むことを決めた理由は何ですか。（３つまで○） 

 

 

 

１．男 ２．女 

１．18 歳～19 歳 ４．40 歳～49 歳 ７．70 歳以上 

２．20 歳～29 歳 ５．50 歳～59 歳  

３．30 歳～39 歳 ６．60 歳～69 歳  

１．高 麗 ７．北下町 13．西小磯東 19．生 沢 

２．東 町 ８．南本町 14．西小磯西 20．寺 坂 

３．長者町 ９．南下町 15．中 丸  21．虫 窪 

４．山王町 10．茶屋町 16．馬 場 22．黒 岩 

５．神明町 11．裡 道 17．国府新宿 23．西久保 

６．北本町 12．台 町 18．月 京 24．石神台 

１．農林水産業 ６．派遣社員・パート・アルバイト 

２．自営業 ７．専業主婦・主夫 

３．会社または団体の役員 ８．学生 

４．会社員または団体職員(正社員) ９．無職 

５．官公庁・学校などの公務員 10．その他（               ） 

１．戸建住宅で持ち家 ５．寮、社宅 

２．戸建賃貸住宅 ６．公営住宅（町営、県営） 

３．分譲集合住宅 ７．高齢者用住宅 

４．賃貸集合住宅 ８．その他（               ） 

１．自分が育ったところだから ７．親が近くに住んでいる 

２．通勤通学の便が良いから  ８．結婚や家族の移転にともなって 

３．手頃な住宅、土地があったから ９．日常の生活がしやすいところだから 

４．社宅、寮があるから 

５．自然環境が良いから 

10．地域にブランド性があったから 

11．その他 

６．子育て・教育環境が良いから （                    ） 

◆ご協力ありがとうございました◆ 

ご回答いただいた調査票は、窓口の専用回収箱にご投函ください。 

問 1 
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大磯町民アンケート調査（Ｃ－２） 

 
 

 

 
 
 
 大磯町では、皆さんの生活をより向上させ、住みよいまちづくりを目指すために、「第五次総合計画」

の策定、「まちづくり基本計画」の見直しに向けて取り組んでいます。 

 

2021 年度から始まる両計画を策定するために、皆さんのご意見をお聞きするアンケート調査を行い

ます。このアンケート調査は、町の将来に対する皆さんのご意見などをお聞きし、計画策定の基礎資料

として活用させていただきます。 

アンケート調査は、大磯町から転出される方に行います。この調査は、無記名方式で 

実施し、回答は統計的に処理し、回答者が特定されることはありません。お忙しいところ 

恐れ入りますが、調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。 

 

2019 年３月 大磯町長 中﨑久雄 

 

 

＜第五次総合計画とは＞ 

本町では、現行の第四次総合計画が 2020 年度を持ってその計画年限を迎えるにあたり、新たに

2021 年度を初年度とする第五次総合計画を策定します。 

総合計画は、まちづくりの基本理念や将来像を掲げ、これを実現するための施策の基本方向を示すも

のであり、まちづくりを総合的かつ計画的に進めるための指針となる計画です。 

総合計画は 10 年間のまちづくりの方向を示す基本構想と、５年間の具体的施策や主要事業を示す基

本計画で構成します。 

 

＜まちづくり基本計画とは＞ 

 現行のまちづくり基本計画が 2020 年度をもってその計画年限を迎えるにあたり、新たに 2021 年

度を初年度とする計画への見直しを行います。 

 まちづくり基本計画は、総合計画基本構想の実現をめざし、土地利用・まちづくり（都市づくり）分

野の計画で、土地利用計画の基本となるとともに、総合計画を支える都市づくりの根幹的な計画です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

未来の大磯町を考えるアンケート調査 

 
１．次の要領でご記入ください。 

①回答項目に当てはまるものの番号を○で囲むか、問１と問２の指示によりご記入ください。 

②その他の（  ）内には、ご意見やご回答を具体的にお書きください。 

２．ご回答いただいた調査票は、窓口の専用回収箱にご投函ください。 

【問い合わせ】 

政策総務部 政策課 政策係 

 

ご記入にあたってのお願い 

お願いだべぇ 
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大磯町民アンケート調査（Ｃ－２） 

 
 

① あなたの性別は（１つだけ○） 

 

② あなたの年齢は（１つだけ○） 

 

③ あなたのお住まいの地区はどちらですか（１つだけ○） 

 

④ あなたの職業は何ですか（１つだけ○） 

 

⑤ あなたが住んでいる住宅の種類は何ですか（１つだけ○） 

 

⑥ 大磯町から転出される地域をお教えください（１つだけ○） 

１．藤沢市 ６．平塚市 11．他の県内市町村 

２．鎌倉市 ７．二宮町 12．東京 

３．葉山町 ８．小田原市 13．東京以外の県外の市町村 

４．逗子市 ９．中井町 14．海外 

５．茅ケ崎市 10．横浜市、川崎市  

 

問１ あなたが大磯町から転出する理由をお聞かせください。（３つまで○） 

 

問２ あなたは将来また大磯町に住みたいと思いますか。（１つだけ○） 

１．将来、可能であればまた大磯町に住みたいと思う 

２．将来、大磯町に住みたいとは思わない 

 

１．男 ２．女 

１．18 歳～19 歳 ４．40 歳～49 歳 ７．70 歳以上 

２．20 歳～29 歳 ５．50 歳～59 歳  

３．30 歳～39 歳 ６．60 歳～69 歳  

１．高 麗 ７．北下町 13．西小磯東 19．生 沢 

２．東 町 ８．南本町 14．西小磯西 20．寺 坂 

３．長者町 ９．南下町 15．中 丸  21．虫 窪 

４．山王町 10．茶屋町 16．馬 場 22．黒 岩 

５．神明町 11．裡 道 17．国府新宿 23．西久保 

６．北本町 12．台 町 18．月 京 24．石神台 

１．農林水産業 ６．派遣社員・パート・アルバイト 

２．自営業 ７．専業主婦・主夫 

３．会社または団体の役員 ８．学生 

４．会社員または団体職員(正社員) ９．無職 

５．官公庁・学校などの公務員 10．その他（               ） 

１．戸建住宅で持ち家 ５．寮、社宅 

２．戸建賃貸住宅 ６．公営住宅（町営、県営） 

３．分譲集合住宅 ７．高齢者用住宅 

４．賃貸集合住宅 ８．その他（               ） 

１．転勤など仕事の都合のため ７．生活環境が良い地域へ移るため 

２．入学のため ８．自然環境が良い地域へ移るため 

３．就職のため ９．海外生活をするため 

４．結婚や家族が移転するため 10．老人ホームや高齢者専用住宅に住むため 

５．日常の生活が不便なため 11．手頃な住宅、土地が町外で見つかったため 

６．子育て・教育環境が良い地域へ移るため 12．その他（                  ） 

問１ 

◆ご協力ありがとうございました◆ 

ご回答いただいた調査票は、窓口の専用回収箱にご投函ください。 

問２ 
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